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本書は『雲岡石窟』全十JL巻のうち,第大審にあた1わ,第九洞の調査と研究とをまとめたも

のである｡

この洞は,昭和13, 17年(1938,42滴,もと所員羽飴易氏が米臼太三郎氏あるひは戊亥一郎

氏を助手として豪農を撮影し,昭和15年(1940)に主として水野が測量し,若干は小野勝年

氏,岡崎卯-氏および長贋によって測量された｡製園は,はじめ泣谷和氏により,最後は高

柳重雄氏によ-Jて完成された｡拓本は昭和13年および14年(1938,39)に徐立信氏が作製し

た.洞前の凌堀は昭和13年(1938)におこなほれた｡

本書の記述は著者二人の共同執筆である｡英文疏課はもっぱら本所の岩村忍教授を煩は

し,その校正には同教授および日併撃館々長代理エl)セェフ氏の援助をうけた｡

本巻の刊行は,本所の出版費と文部省学術成果刊行費とをもととし,その後,文部省嘗局

および京都大学の配慮によって,すくなからぬ経費をうけて達成されたものである｡

以上の諸氏ならびに諸機関に心からの感謝の静を捧げるとともに,過去十数年間の調査

と折兜に有形無形,さまざまの援助をあた-られた数多くの人々に封し,さらに本巻の編稗

に廠身的努力をはらほれた新藤菊太郎氏その他に封し,深甚の謝意を表したい｡

1951年3月

一雄
活　敏野　贋水　長



例　　言

序　　章　雲岡石窟の系譜･

第一章　　第九洞外壁と前庭･

第二章　　第九洞　前室･

1.前室　北壁･

2.前室　東壁･

3.前室　西壁･

4.前室　南壁･

5.前室　天井･

第三章　　第九洞　主室･

1.主室　南壁･

2.三i-A.室　東西壁と北壁･

3.主室　天井･

終　　章　　第九洞の特徴･

固版解説第九洞

lX

Vll

l

13

･ Ⅰ6

･ Ⅰ6

.　_12

･ 25

･ 26

1　-1tJ

･ 30

` 3I

' 37

･ IlLl

･ 4Ⅰ

･ 55



茸　測　陶　目　次

I.窮九洞平tBl岡(水野清一測,高柳重雄製樹).
奉nli東

Ⅰ3,30

Il.第九洞断何問(水野活-･測･高柳jTri:雄製尉)･　　　　　　　　　　･ 13,30

ⅠIl.節九洞節十洞外壁正一面闘(小野勝年酢高柳重雄製陶) ･　　　　　･ Ⅰ3

1V.弟九洞前宝北壁測園(水野清--･酢高柳重雄製陶)･　　　　　　　　･ 16

V.窮ノL洞前宝両壁測固(水野清一測,高柳重雄製臣削･　　　　　　　　　- 26

vI,第九洞前宝東壁測固附束南棟し水野清一-測,高柳重雄製陶) ･　　　･ 22

VII.窮九洞繭玉四壁測園附西南柱し水野清一軌高柳重雄製固)･　　　･ 25

VIII.第九洞前窒天井測固(水野清一測,高柳重雄製陶)･　　　　　　　　･ 29

IX.第九洞鉄門展開囲(岡崎卯-榔高柳重雄製樹)･　　　　　　　　　･21

X.第九洞明窓展開固(岡崎卯一瓢高柳秀雄製闘)　　　　　　　　･ 17,3I

xI.第九洞主完北壁測図(水野清-測,高柳重雄梨園) ･　　　　　　　･37

ⅩⅠⅠ.第九洞主翼摘壁測固(水野清一一瓢高柳覇雄梨園) ･　　　　　　　･3I

XIII.節九洞主室東壁測園(水野清一iBrJ,高柳頚雄製圃) ･　　　　　　　1 37

XIV.範九洞主宝西壁測園(水野清一一手,RlJ,高柳重雄魁固) ･　　　　　　　･ 37

xv.第九洞主室天井測園(水野掃-測,高柳義雄製固) ･　　　　　　　･40

Xl



拓　　本　　目　　次

RUB. i A.八角杵}(節(前'i!束桂北面) ･ ･

lう.八角粧々頭(前室西杵北面l ･

C.碑粧し前案北壁上勝西桂) .

T).樽柿(前案北壁上盾束桂) ･

F..牌杵灘室田壁上浄中央俳喬傍l･ ･

F.樹下苦藤像(前案東壁土樽JiI廊l･

G.揮彫ミJl':院(_:iミ室両壁束都第二僚1･ ･

RUI弓. H A.八角杜基部zAfWIJH前案丙枇北面､.･ I

li.八JIj杜基部装飾し前室束杜北而､･ ･

C.楽天列菟潮境北壁放上盾ト

T).俳喬祁扶額は宅商機火郎第一一婦l ･

Jl1..俳寵祁扶額(共演両壁西部第二盾) .

F.炉草文桝(前'it_北壁門｡南面1･ ･

RUB.HI A.俳鹿祁扶額目二軍何曜第三:.J刺･ I

l主.俳菟傍杵(前※氷壁上原両種ト

C.俳菟傍杵(前半北壁下僚西寵l･

1).唐草文珊(前室北壁門口祁rF而ト･

TT,.仲裁傍杵L=_F.室面壁両部第三牌束杜1

F.桂血潮室北壁下僚西喬西桔)A

G,桂疎(前案北韓下僚西菰束柑･

tI.杜政(前室北壁下府東森西柑･

Ⅰ.杵頗(前室北壁下牌東名束桂l･

J.唐草文帯(前室両壁桁下) ･

RUIi.ⅠV A.斗扶し前Iif_束畔上牌)･

B.斗扶(前半北韓門口J･_抑

C.厨草文帯(前室北壁上席所蔵車座1 I

D.唐草文帯(前案北壁上.静内寵童顔ト

F..唐草文帯(前案北喫門口北線1.

F.唐草文帯(前室丙杵其郡北丙而11 ･

G.曹草文帯(前案西杜基部北而ト

H.唐草文帯(前宅東端朴上部北面ト･

Xll

鵬26　26　ワ　リ　2 -22　36　26　26　け　3 6　5 -は　3 7　2 2　は　cc"3 5　は　cc～　t CCl　が　22　ほ　ほ　ほ　ccI　26　26　2 7秦



Ⅰ･唐草文指摘古老L吋稚基部北而)･

J.蓬非文帯(前室岡壁中央帯) A

RUB. V A.菩薩賛)近(主宝石脇侍)･

B･蓄蔵貿冠(前項東壁1-.盾交卿像＼･ I

C･菩薩賛冠(前室北硬下僚東電交卿像) -

D･菩薩誓gf冠L前'_某北韓下盾両名交卿像) ･

7･'J.菩薩光背高三某右脇倖1

F.蓮華文HtJJ窓天井I

RU上i.VI A.技端飾概形(前半北曙明窓内側l･

B.扶端飾裸形(前半北壁明窓束側l･

C.俳愈傍杜潮某両壁下僚1 l

r).膳(,rlI文帯(前端北壁門口方Il:T_｣二面1

F,.唐草文特価室北壁門口上東隅南面ト

F.津上化/li L前#_甫壁lTLf南杜上部ト

G.三角形火眉(前室束壁上替､ ･

fI.三角形火腰(前室束壁上潜) ･

Ⅰ.r=.角形火屑(前室東館上盾1 I

J.三角形火屑(前半束壁上僚) ･

K.摩尼'#珠し門口天井)I

L.蓮華文し明窓iJLl一壁l ･

M.唐草文郡と欄抑制案東南杵天宮部北面)

Xlll

/ Jr-

･H六U　･1　　7　　2　　8　　8　　7　　7　′0　　∠U　一It　　8　　1　　8　　2　　2　　2　　2　　1　　7　　7

柳2　っ】　3　2　-　1　3　Ⅰ　Ⅰ　Ⅰ　2　-　2　2　2　っ〟　2　2　2　1　2



次目園挿

? 
d ア 石 箱分布闘アジ闘第

3 同敦;時第 10 I il司(1九 l込lJiot，1'01ι'Il-Imllttg， PしCLXXIX)目第

3 闘技燈第 10:3i同(1'.I'clliot， To1tl'Jl-lt'lmlg， 1'1. CLXXXVI) 第

4 ジィノv石何闘三千ア問中央アジP可第

(A. Grunwcdel， ..tlめ"ddhi"t附"aluut，，;tatten， Figs. 194， 332) d，e)孔徳洲a-c)五島iTi:例

4 ヤァ y 大仰叙闘・

a) 53 1Jl.大f州知千百fj1;，.¥1 (Godard etHackin，工"-1αntiquite8bO'Ulldlti，{u酎 deBamiyan， Fig. 18) 

b) 3月1Jl.んf引;官'，j-'F・1附j;.';;J(Hackin，No附

ノマァ闘第

ヤ アン B行路 lt1'oノド而闘(God旧 <let Hackin， Les lIlltiquites b01ft長μzquesゐノマアミ|同よー
ノ、首5

4 /汗UIのall，Fig.lii) 

バ ァ ミ ヤァン坐像符7p而悶(Go<lardet Haci山， f~s 仰til} ltités boltddltiq1te 岡戸七第

5 Biimiyall， Fig. ll) 

6 リ塔J弱窟闘(Fergl1ssonand Burgess， ClIve-tcm〆esi1l btd仇 PI.XI)・

ンダァキ {曾)五結闘(Fergu問。11 and Burgcss， Cave-tc骨グ'[esill !m!ia， 

カァノVドンイ

イ

闘

同

八

九

第

第

8 

:;1 ユ〆

1'1. VIlI) 

バラアノ、、、ノν 圧スグァマ石叙闘 (1¥.Cunningham， Arclmeologica/お叩りドy イ同4
 l
 * 

1 1 of !lIdia， V()1. 1， 1'1. XIX) 

14 第 卜 一 同 雲 間 五 華 制 7.piIu闘-

14 第 十 二 闘 第 九 洞 第 十 i同学的I闘(水!時打i;-.--iJliJ，高柳 ;竜雄 1;，品1)

第 1-三闘第九刷新J室 北壁楽天安IJ命 (水型I'ti荷ー測，尚柳重!titj;i>~) 

tri¥・a)内

16 'I' ..~ 古，1\ ・b) 

17 荷1¥・c) * 
19 第十四国第九 1問的京 北 照 下 府 四 議Cli!;J由主.!jIJ..' i!IiJ，向柳兎均一 1，7の・

第 十五|錨第九 il，iJWi玄北経凶壁腹熊本 !t岡(長!長敏 141甘l1J，向柳兎報:1凶〕

20 b)北塁走附if!5(3，4) a) VLitiま(1， 2)

21 c) ~じ鐙東部 (5)

23 第 十六回第九洞前主iJLj俊 一i二対似1;交以1I像 (1刈附.filト・i!IiJ，高柳重雄|制〉

24 第 十七園 第 九洞 jjiI室商堂下厳南寵 (ノk時打if..-iWJ，，:Jj柳AfF.陸j;;，¥j)・

26 第十 八闘第九洞 Î~可玄米商性中部(ノ比肝清一刈， 1お柳』立総 |油〕 ・

27 第 十九闘第九 ilii]i1目 安 東 南 柱 上 層 広 光 倒 立 像 ( 水 好 治 --il!lJ，尚柳立t1f怯|謝〉・

28 第 二 十随l第 九 irii]前室阿南柱 J二層 (ノ比野市r'-i!liJ.凶i柳 混 雑l叫・

XIV 



第二十一組第九洞前室天非持返り保儒し7,8) (水野縮小i,rill,高柳IFf,-.雄Er7.1tI) ･

第二一t二組第九洞前基天井略固･

第二十三固　第九洞jr:_某両壁明窓(水野清一洲,高柳Iit触川)

第二十四囲　第九洞主室両壁扶Flり(水野清一測,高柳ILTf.雄樹) .

第二十五岡第九洞_='r:.某南壁東部第二博し兄弟比丘国産固) (水野清一-洲,高柳菰堆阿)

第二十六固a)第九洞共室両壁西部第-一骨(鬼子母因線陶) (水野清一洲滴柳或雄粧)

b)第九洞主菜西壁第一厨(水野清一洲,高柳重雄剛･

第二十七固　第九洞主某天井略図

第二十八開　第九洞文様固(1)横帯文(a-i) ･

第二十九ht.lf.･]第九洞文様固(2)樺帯文(j) ･

第三十固　第九洞文様樹(3)縦帯文(k-m) ･

第三十一因　第九洞文様問(4う褐令唐草文(ll-P) ･

第三十二間　第九洞文様固(r))蓮華文((i-t) ･

ⅩⅤ

rlCn　3｡　3 2　34　3 5　36　3 7　g;　S)　い　り　い　5



序　　章

雲　岡　石　窟　の　系　譜

1

こゝにイ1'錨といふのはイ1-I,托寺院のことである｡沸教の寺院である｡岩山を撃りぬいて部屋を

つくり,それに藤井の対象を彫りつけて,鵡井の両堂にし,あるひは修道者の私室をならべ,合同の

宝をまうけて修道の道場にした｡かういふことは,もちろん沸教の本土,ィ,/ドにはじまったこと

である｡しかし,それがいつ,どうしてこの雲間にったはったのか｡雲岡のこれら川十いくつのイ_ll

錨がつくられるまでに,どれだけの二ヒ地を-てつたはり,どれだけの壁政をよぎなくされたことで

あらうか｡ある桝j:,逆に,どの程度までィ./ドのもとのすがたを,たもってゐるのであらうか.

雲岡のイ_協が開緊されたのは凹百年代である｡鮮牛族の文配した北魂の時代である｡もっと

くほしくいふと,文成帝の和平初年(460)にはじまって,太和十八年(494)にほゞをはり,なほ′ト規模

なものが,ひきつゞき北魂の滅亡する(535)までつくられてゐた｡したがって,これが直接の源流に

なったものは,やはり甘粛のはて,敦燥鳴沙山の千仰洞であっただらう｡北魂の史書『魂書』巻付,

柁老志には,太延五年(439)太武備が,甘粛西端によってゐた北涼といふ図をほろぽして,ほとんど

中国の北牛を統一したときのことを鉄して,民二三常飲戸を囲都の平城,いまの大同にうつしたとい

ひ,そのため僧僧や寺院はみな一瓶にうつり,沸教の造営は国都平城において,ますますさかんに

なったといってゐる.敦蛙地方は中囲の購読;･沙涼のなかにつきでた触手のやうなところである｡

西方文化の門Jjであり,中囲の鋸がでゝゆく門口でもある｡こゝに粥乗の沸教が最初にったはり,

またこゝに俳敬がもっともfiT;磯であったことも,容易に想像されるところである｡西からの門r',

班-の門)1として敦煙のもつ意義は大きく,北魂のこれを平定した意義も,また大であったといは

なければならぬ｡(Fig･1)

しかし,それでは,この敦塩の千仰洞はいつからはじまったのかといふと,これには二つの説が
1)

ある｡秦の建元二年(366)といふ説と,東膏の永和八年(352)といふ説とである｡とにかく,三汀年

代なかごろの創建である｡ところが,そのころの造建とみられるものが,はたして今Hのこってゐ

るTl-あらうか.不幸にしてその鮎はわからない｡たゞ現在のころ四,五官の石錨は,このとき以来

1朋m-LltT ｢敦畑千俳か=こついて｣ (俳教美術;j'1-FLl柑) 192r)牛批陳寓里『吋行目ふユ』北jJL1- 1925年,p･ 143には劉火元第二/lt:A

(4･35)Jj題,.1山;あるといふ｡

Ⅰ



筆問石額第九洞

1 AJOnt自　ア:Jマンタア

2 PLtdlkhoraピ別LJコラア

3 Elura　　エロラァ

4 N白sEk　　ナァシウ

5　Kelnherl T7アンへリ

6 Kondane　コ-Jダァ2

7 K6rlE T77:ルリ

BEjeds百､へ卜7ア

9 E3ha｣白　　川ァ=Jア

智　鍵　済　pI

IJDJa…SIUaISq-oJ

第-一問(Fig･1)　アジア石額分布図

十世紀,十一世紀にかけてづくられたものであるoこのうち･すくなくとも,北魂の世までさかのぼ

りうるものとしては第101, lola, 103,110,111,llla, 120, 120N, 126R, 129,135の諸洞がかぞへられ

1)

る｡これらはまづ粥麿五百年前後の造横とみてよからうとおもふoそれでは雲岡の右端よりも,か

へって新しいではないかといはれるかも知れないが,なるほど,そのとほりである｡けれども,こ

れらのうちには,ふるい侍紋をしめすものがあり,けっして雲岡よりその形式をうけたとはいへな

いものがある｡だから時期の上ではおなじ,また多少かくれてゐても,雲岡形式の遡源にはいろい

ろの手がゝりをあた-てくれるのである.こゝにはあまり大きな石茄はない｡たいてい方3･00-

4.00m,大きくて6.00-7.00mぐらゐであるoJl湖]のやうに大きな奪像を,錨円ぢかに彫りだした尊

像錆はない｡たゞあるのは,愈像を中心にした塔廟覇である｡さういふ意味で雲岡の節-洞,節

二洞,第六洞,第十一洞,第三十九洞の塔鰯錨は,たしかに敦蛙千俳洞にもとづいてゐるといへる｡

その第103洞,第111a洞,第135洞は,方柱をrll心にのこした塔廟猫であるo姦像を中心にした奪

像釦ま,雲岡では弟七汎第八洞をはじめとして,弟十二洞と須二十一洞以下であるoこれはもと

より,敦蛙にもいくたの先縦がみとめられる｡

敦蛙には雲間第七洞から第十洞,第十二洞のやうに,前竃と王室とをわかった例はない｡けれ

ども天井をみると,二つの部分からできてゐるものがある｡(Fig･3)それは結局,前宝と主宝とが

ぁるわけである｡たゞこれをわかつ隔壁のないのが,敦蜘ヒ魂錨の特色のごとくであるoなぜ敦

燈に隔壁がなかったのか｡多分石質の粗大が･その即けないかと想像される｡前室は合掌岸根に

1 P. Pelliot , T("Len･Houa'tg, Tomes IIIJV, V, Paris 1920･ 1921･
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序章　雲岡石相の系譜

第二闘(Fl汀.9)　敦塵第101洞　　　　　　　　第三Bl:lil (Fig･?,)　敦盛第103洞

なってゐるが,三主三墨は打上げで,まんなかが~-:.frJfJi造り天井になってゐる｡この鮎,慧岡弟七-:j'1;

十洞,弟十二洞などの,もとづくところを暗示してゐるとおもふ｡(Fis･2)
co瑠lolllerate

しかし,敦蛙では雲岡のやうに,岩イ1-Vこぢかに彫ってゐない｡傑岩のLlJであったから粘土をぬ

り,壁rrJI7-をとゝのへてから約をかき,塑像を安躍したのである｡この鮎が敦煙とそれ以東の右錨と

の,もっとも大きな棚連である｡だから敦煙の右端では,蓋家がおもな働きをしたのに対し,雲岡

では徹頭徹尾,彫刻家の沼動をまたなければならなかった｡

2

I -op-nt,r             Mir京n

中央アジアにT'ると,両道にはロブ･ノオルにちかいミィラ了./の廃寺,また砂にうもれてしま
Nlya Kl10tan Yりtkan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】)

ったこヤの廃寺,コオタンのふるい町であったヨトカ./附近の鹿寺をみるが,イt一歳はまったくない｡

砂のなかによこたはる,これらの鹿寺は,みな塔を中心にしたものである｡塔を中心にして,その

まはりがめぐられるといふのは,富時の僻等の基本形式であった｡このうち,ニヤの鹿寺は二百年
I ､こてJ

代にさかのぼり,ミィラァンの廃寺も二村年代,あるひは三｢拘三代の初現にさかのぼるから,比較的

ふるい造贋があることになる｡タクラマカン砂漠の北道,天山の南於になると,右端はいたるとこ
Kuclla K yzi l　　　(ill mill ra Ki riも ll Tcl uqqan-

ろにひらかれて,クチャ附近のキジィル,クムトラ,キィ1)シュ,それからトゥルファン附近のチッカ,/･
hal Kyヱil

クルなどは､ふるい111J錨であるoなかでも,もっとも多く,まっさきにあげるべきものは,キジィルの
4)

子供洞であらう｡キジィ)i,は,ムザルト河に面した断辺にひらかれ, Tl一端の数は約百七十ある｡岩

はやはり磯岩であるから,粘土で表面をとゝの-,壁蓋をかき,塑像をつくったのである｡こゝにも

1 AI Stein, Seri71dia, Oxford 1921, ャol, I; A･ Stein, Ancient Khota,i, Oxford 1907･

2 A･ Ste]'n, Sertndia, Vol. ∫, pp･ 242, 246･

3 A. Stein, IbL'd., Vol･ I, p･ 538･

4 A. GrLinwedel, AIcbuddhL.SlisL･he KultslatlerL ill Chinesisch-Turkistan, Berlill 1912.
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1.(:章雲岡才1-肘0)系荊

霊rLYJ･Je)やうな大像を,ちかに彫Z)だした相はないo塔楯はふしぎにないが,愈像を中心にした

専像相は,みな竹後に通路をつく｡,繰泊のできるやうにしてあるo大井は,か剖fこ天井がさか

んであるが,ふるいものでは抑上げ天井もあり, --･･1rjLL.J･･･造｡天井もあり,巧篠大井もあるo(Fig･4)

その鮎では霊l札敦憶の先躍ともかんが-られるし,また前端,主,iiの別も,ィLJ)itJlの:-h-/r'[咋前後と

いはれる孔卿服どにはみとめ目しるoけれども敦鴨とおなじやうに,たかだか一也5･00-(,･001--

あまりの′ト石絹である｡

3

さLl)にパミイルf<こえで,むかしのガン-J･ラの一部であったアフガニスタ./にはいるとバ7･
1)

ミヤIT･/千, -イパァクのイ1･Jn･をみる｡こゝには1J･rTな:i･3･00mの大像と, 53･00Lnの大像絹があるo

これはイ1･,用といふよI)も,ノ滴といった方が通常であるかも知れない｡石綿らしい除裕はなく,そ

の上前軸がないから,いはゞ吹きはなしになってゐるGしかし,ぢかに大像を彫｡たしたといふこと

からは,これこそlI･-.に霊IIY.1人像Imの先縦であるo　そし

て,この像は竹後に通路をまうけ,綻迫の把がとれるや

うにできてゐる｡(I:ig･5)坐像のイ1'用もT:･つあるが,み
I_1)

な竹後をまはれるやうにしてあるC(Fig･7)この大像の

_il:.代については,まだ定説といふべきものはないが, Uq

__　　　　｣　　　　　｣___
｣三盆笠必1帆から九六世紀といふ仲代があた-られてゐるoち

第七開FiL,･ 7)ノヾバ1･ァン'1モ傾抑ド州:Ll　やうどJi:剛.A,ih･のつくられたころである. 'ji:岡大像と,

この)く像との朗似は,なはその重けな様j〔にも,またそのもりあがった朋こなひだにもみとめられ

る｡われわれは,この)こ像とのあひだに,きはめて動･･#･:な関係のあることを想像しないわけにはい

かない｡

その他の′トイ制ま,たいてい,裡5100-jl･00mのものであるoそこにはii,I;･J･':Lr･:i>lあl) I (岬があり,
Ill

ィ欄があ｡,それらが相あっまって-桝なしてゐるe(Fig･ (,)榔J-)･払たいてい方:"Omの-jm･),,午

州こドゥムの天井がついてゐるo方形のjr･･ln抄Ll)･-ll彬のドゥムにうつろところに･隅せlJもちが･

っいてゐる｡曾･;;T･:と帖二とは作約1･･00--,･0nn.,方形八角形,囲形さまざまあt),天井はドゥムか,

三lrJ持迭t)かである｡雛には,引まt)にべ./チのやうな鰯鴻り･ 1'Gplr-;:･'･:には俳各または貿柄が

1 A. t▲t Y. (.oddrll pt J. lIat･ki"～ LpIS llttT.(IILiESs bourl,〟".(/ups rle B"miy(7n (MSn-oirt,日lt･ la ll(lllgation ArchFologif叩e

F,antlaisL"Il岬Ianistan･ Tollle Il) PLlris p川rl.U,11･･､ 1{)汎Plヾ. tl lX･ XXIX･

ヨTlu'd., Pl､. XII. XIll. FitEq･ 9--Ill

3 J. flackill. LI7 Lblt･lt-rltL･"I,1<q/,/tL,･ I(,･ Dl-LTntyiLn･ PこIris -()･･-1･ p･ 18･たい-Sl上() ･むし7)rlq･ 71.:tl胤ヒいノたJJiJ;脚:,'.'でJhj,ろJ

4 A. et Y. (;.,心rtl et J. tld(Lkin, LE･s AnEiqut･[;･日"td,ll"･,/ues dl･ Bamiy,Ln･吋･ 12-1H; J･ llu.･ki"I ～,"LEflleLS

RpclterL･/tc･S nr(II戸車i"(/LL(･ヾ /∫ B(7mL._Yl7n I M･T)･A･F･rl･･Tollle HⅠ ) I,dri< 1933, Figs･ IlトVItl･ Xl･
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雲間石窟第九洞

'遜阻.-.-.

垂ITLf_:=一夏三三
i_i.i/;.Lg

-I--葦主I-I---I = ;_i--I _--I:

二去墓芋=f ==It1 --=t= -
箱八開(Fig.8)　インドカTルリ捕励精樹

ぁる｡かういふことは,キジィル以水ではみられか､ゥキジィルには侭),-]･錆があるけれども,これ

は掛ll-.したものであlJ,また柿なものであった.敦塩以東には全然か､｡両党は鹿像をまつるや

ぅになってゐるのみで,繰道のための施設はない｡たゞバ-,ミアン･'j'.;二大像束方に(i洞といふイ潤
a

があって,こゝには),･形の坊港がある.だから堺廟用もあったわけであるo石窟ブラ./の上にはあ

まり類似はないが,大井の構出は折上げもあり,格天井もあt)･また~:･角持造りもあるo
JiaLhar Pass r山lla Pe51111､Var

さらにカイパルの峠を胤こおりてガンダ7ラの本地･タキシラ,ペシァヴァルの地にはいると,

こゝにはイ櫛がない.右釦;ないけれども,むかし件数がさかえたガt/ダゾラの土地であるから,

地上の-寺院はたくさんあったのである｡そしてその構造をみると･だいたいインドの寺院とおな

じであり,またその川講とおなじ<ある｡だからィ./ドの}1-絹の構迫は･やはり地上寺院のか

であり,そしてその構造は,また,はるかこの地方にまでかよんだこと的Il)うるのであるo

1 J. Hackin, NuuL,(･llc･s FIe'･JLerChE'S arChi,,log,,/ueS (7 B,-lmiy,Lrt･ Fig･ X･
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序章　雲岡石窟の系譜

4

それではィ./ドの石窟はどうであらうか｡これはまた,ィ./ドの西部にかたよってゐる.中部

とか,東部とかになると,ごく初期のものか,ごく′卜規模のものがあるのみである｡一腰発達したも
(:hai†va          Vi】1云11a

のについてみると,そこにはチャイティヤ洞と,ヴィ-アラ洞との二種類があげられる｡チャイティ

アとは塔などの穐秤物を中心にした建造であり,ヴィ-ァラとは仲店のあつまりである｡チャイテ
矧1瓦J瓦　　　　　Ko･ldane Pitalkhora Ajanta Tleds2i N誠k Kirli

ィヤ洞はバァヂャァ,コ./ダァネ,ピタルコラァ,アジャンタァ,ベドサァ,ナァシク,カァル1)などに
い

ある｡いまカァ}L,1)に,その例をとってみようo大きさは37.00mに14.00m,紳ながい馬蹄形のプ
d豆goba                                        a isle

ラ./で,まろくなったかくに阿塔がつくられる｡(Fig･8)まはりに列柱があり,列柱のそとは翼廊

である｡柱はィ./ド式で,ベル形の柱頭に童形の柱基がある｡柱頭の上には,ひざまづいた象,馬,

あるいは虎があり,雲岡における獣頭肘木の源流をおもはす.天井はまろく,かまぼこ形である

が,かくはn然に球形になってゐる｡ lRr･.まで14.00mばかり,輪種は木である.また岡坊の上の
nave               aisle

削柱や,傘蓋も木であった｡洞口は三つあり,中央のHは内陣-,左右の口は巽廊-みちびかれるo

洞rlの上に,吹きはなしの大きな窓がある.これも雲岡石稀の明窓を想起せしめるものであるo窓

のまはりには大きな蓮蹄形の尖扶があり,ィ./ド石窟の大きな特色になってゐる｡

入口の前面には深さ4.50m,幅18.00mの前廊があり,高さはほゞ 18.00m,前は吹きはなしで,

下層は二本の八角柱-これは雲岡第九,第十洞の前面を偲ぶに足るものがある-があり,上暦

は四本の角柱がある｡そのそとは上下二層に磨じて,木造のひさしがあったらしい｡木材をさし

こんだほぞ穴が,いまもなほのこってゐる｡この鮎,また雲岡の洞外建造物を肯定せしめる一因に

もなる｡この前宅には,I.-:石壁に,それぞれ正面むきの象が三頭づゝ彫ってある｡そして,そのう-

にも,そのしたにも欄楯の彫刻がある｡象の上の併像はあとからの迫刻で,もとのものではない｡

それから上は四段になってゐて,馬蹄形の門口と欄楯の意匠とが,交互にくりか-されてゐる｡前

宝後壁では,洞口と洞口とのあひだの刻文を,けづりとってたひら忙し,上下欄楯のあひだに,僻や

脇侍の像を彫ってゐる｡これらはみな後刻であるoけっして石猪開竪常時のものではか-｡たゞ中
K左nheri

央洞口のわきにある男女一対の供養著大像のみは,カァ./へ1)でもみられるもので,もとのもので

ある｡とにかく初期の石錆では,併像を彫らないのが例である｡

かういふ構造で,採光は主として外陣壁上腎の柱間よりとられ,やはらげられた光は,中央馬

蹄形の大窓に集中する｡そこからさらに主宝にみちびかれ,中央かくの圃塔を一方から照らすの

1 J. FergussorL and I. Burgess, TJt/e Cave Temples of India. London 1880, PIs･ ⅩIIXIV, pp･ 232-240 ; JI Burgess,

Report on the Bu,1dhist Cave Temples and their Insc,iptions, (Archaeological Survey of Western India･ V｡1･ IV) London

1883,Pl.XII.
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雲TIYfj石窟第九洞

である｡おくのまるい廊1はくらく,また左右

の翼廊もうすぐらい.光は循接した太い列柱の

あひだから,わづかに流れこむだけである｡

ヴィ-アラ洞は小さい恰房の集朗である｡

(Fig.9)ある場合には崖に一列にならび(バァジ

ァ弟13洞,ピタルコラァのヴィ-アラ洞),ある場

合にはかざの手にならび(バァジァ須11洞),もっ

とも完備した場合には,三両にわたって恰房が

ひらかれ,中央に戯閏をのこすことになる(ナァ

シク第3洞,:j'';8洞,アジャンタァ第12洞,ベド

サァのヴィ-ァラ洞)｡地上の場合には,抑lLfに

僧房をならべることもできるが,心A霜では三1tll.

だけになり,他の-L由は採光のために,あけてお

かなければならない｡それで,そのあいた方の

正佃にはヴェラ-/ダァをつくり,また列柱をなら

べることにもなった｡そのうちコ./ダァネのヴ

ィハァラ洞を,こゝに例示しよう｡贋間は7.00m

H D 111

. I  ~~ I.       .       ｢       ･      ~~

第九因(Fig･9)インド　コ-/ダァネ僧房窟固

の幅, 9.00mのおくゆき,2A･Omのたかさ,それにヴェラ,/ダァがつく｡ヴェラ-/ダァ,つまり前室

の左壁には,したに洋彫の柱,う-に掲蹄形のアァチ,そのアァチのなかに塔を彫ってゐる｡これは

創建の常時,把非の対象にされたものであらう｡バァジァのヴィ-アラ洞以外には,浮彫像のないの

がふつうである｡展開には列柱があり,格天井になる｡僧房は幅o･90m,おくゆき1･90mの小さい

部屈で,一個乃至二佃のベッドが彫りのこされてゐる｡ rlnには馬蹄形のアァチがあり,それをつ

らねて横ながい欄楯がある｡かういふ欄楯がオ1都内に,なにかパルコニイのやうなものを橡想せし

める｡これを-)Jjす､めれば,このう-に奏楽の天人たちをならべることになり,またそれに愈形

を附加することにもなるであらう｡さうすると,それはバァミヤァン′の楽天列であり,キジィルの
ト

柴犬列であり,雲間の楽天列轟にもなるのである.

要するに,これら雛一期の揃講はチャイティヤ洞にしても,ヴィノ､ァラ洞にしても,奪像の彫って

ないのが特色である｡その製作された年代は,主として相棒前沼丁-A-から,後17年のあひだ,若干は
1')

前二部1:･にさかのぼり､また後二t伸にくだるものがある｡と:ろが,後二百年代に入ると,ほと

1ン十二洋,;Xl- ll.令,pA4

2 Fergusson and 13urgctss, The Cat,<さTempleL-I. Ill,lill. 1-P･ lLR2, 517･ ; r71 Marsllall, TIT(, Monume,LIB of A,I,cienl IndiaT

(Cambridge Hist(,ry of lnLIh, Vol･ I ) London 1922, pp･ 63(', 637･
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序章　雲間石窟の系譜

んど石窟のつくられたものがないoやうやく三百五十年ごろになって,ふたゝび木偶の開撃がはじ

まり,五百年から六甘五十年にいたる最盛期を生むのである｡雲岡のj,1-霜は,ちゃうど,ィ,/ドで

第二期の石窟開乾が,.jrTl渡にならうとするときにあたる｡このイ-/ド石窟の第二期は, 111-錆内に

俳,菩薩像がつくられるといふことで,第一期の右錆とは大いにちがふのであるoかういふ風潮

が,どこからかこったのれそれは大いに問題である｡けれども,とにかく,この風潮がパァミヤァ

ソのイiA錨をおはひ,キジィルの右錆をつゝみ,敦蛙,雲間尤i錆にも波及したのである｡霊岡でもこ

の第二欄の風潮にのらなければ,あゝいうふうな,にぎやかな*1蘭にはならなかったであらう｡
Vi邑wakarma

チャイティヤ洞では,アジャ-/タァ第19洞,節26洞,エロラァのヴィシ-ヴァカルマ洞があり,ヴ

ィノ､アラ洞では,アジャンタァ雛1洞,第2洞,,'j'i3洞,第6洞,第7洞,窮15洞,弟16洞,弟17洞,

弟20洞,第21洞,第23紬第24洞,バァグ諸洞,エロラァの諸洞がある｡

第二期においても,チャイティヤ洞の構造は,まったく第一期の櫨承である｡たゞ違ってゐるこ

とは,㊦像がきざまれるやうになったのと,装飾彫刻が細密になった射のみである｡たと-ばアジ
1)

ヤ:/タァ第19洞であるが,これは洞口の左右に俳の立像がある. _-11三両蓮薙窓の左右,かっては欄楯

と蓮錬アァチによってかざられてゐた壁面が,坐俳の列寵によってしめられてゐる.図塔の正面に
makara

は了カラ門のなかに俳の_I.'l二像がある｡そして園塔の壷にも,傘蓋にも,伸像が彫られたり,保傍が

彫られたり,全面に装飾が豊富になってゐる｡ ･I剛勺の壁軸もまた,これに感じて俳像やその他の装
IAll

飾が,さかんに施されてゐるのはいふまでもない0第26il･圧も固塔の正面に俳の倍像がある｡列

柱の上,極のT一帯には,俳と菩薩の列像をあらはした,こまかい装飾がある｡そしてヴェラ-/ダ

ァ_TTT.面にも,かびたゞしい俳や菩薩の形像が,あらはされてゐる｡

ヴィハアラ洞にしても,だいたいの結構はかはってゐない｡前にヴェラ,/ダァがあり,三両に

仲原があり,中央磨間には,たいてい,列柱をめぐらしてゐる.たゞちがってゐるのは,後壁に奪像
'l)

または塔廟を中心にした両党をもつ鮎である｡またチャイティヤを,詞堂内の中心とすることもあ
･ト

る｡これはふるいヴィ-アラ洞にみなかったことである｡後壁の両党は,また前廊をもち'つぎに

主室,つまり内陣をまうけてゐる｡内陣の中心は奥塵の俳奪像である｡俳は坐像もあり,俺坐像も

ある｡坐像の場合には,ときに轟座に鹿と法輪とを彫って,初樽法輪の体だといふことをしめてゐ

る｡もちろん入口や柱の装飾意匠は豊富で,第一期のものより,はるかにすゝんでゐる｡しかし

僧房そのものは,たゞ長方形の入日をひらくのみで,か-ってなんの装飾もなくなってゐる｡室内

にもベッドはなく,また窓もなく,か-つて簡素である｡

1 J･ Burgess, fbid･, Pk XXX, XXXI ; Fergusson and Burgess, Ibid･, PIs･ XXXVI,XXXVII･

2 Burgess, lbt:d., PIs･ llIIXXXVI, Fig･ 19･

tl Fergusson an(1 Burgess, 1l,i,l･, PIs･ ⅩXXII, XXXIII, ⅩL, ⅩLIV,Xt,VIにアジャンタアのヴィ-アラ洞, PIs･ LVII,

LX, LXt, LXIV,LXVにエロラァlJそれ, Pl. XXVlにナアシクのそれがある0

4たと-ばバァグ11i-2 ,7j';4批J. Marshall etc., The Ba首h CtlVeS in th,e Cwalior Stale, Londof1 1927, Pis. I, IX･
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雲岡石窟第九洞

たゞこのヴィ-アラ洞が一,9;･前進すると,僧一房をもたない,鹿田】に示椙;.:だけの石窟があらはれ
ド

る｡たと-ば,エロラァ弟3洞のごときものとなるo　これには,まだ左-_着に四つの′ト窟があって,僧

房らしくもみえるが,左右壁の正Ir如j:,ともに両二糾こなってゐる｡これでは,バラ‡,/数の窟院に

似てゐるわけである｡これらのチャイティヤ洞も,ヴィ-アラ洞も,地上のチャイティヤ堂や,ヴィ-

ァラを模倣したことはあきらかであるo今日,不幸にして,チャイティヤ堂の地上に:､'r.ってゐるのを

きかないが,その遺跡はサ./チィの第18寺院や,第14.寺院にみられる｡それらは,まさしくチャ

イティヤ洞に一致するプラ./をもってゐる.タキシラの~[-T{都シルか?プのD寺院も,またさうであ
LIL

る｡馬蹄形のプラ./,棚勘二は列柱をめぐらし,後廊のところと廻廓のそとが壁になってゐる｡サ

ンチィ弟18寺院には前廊があるが,弟40寺院は両側面に入口があって,その鋸バラァパルに二のス

ダァマ洞や,ロマス･リシ洞に似てゐる｡しかし大井の構造はよくわかってゐない｡

ヴィ-アラの遺跡は多い｡サ./チィでは七世紀にできた節36,第37,第38寺院がみなそれであ
~､､

る｡川風こ小さな付房があり,まんなかに内庭をかこむ｡内庭のまはりに列柱をたて,僧房とのあ

ひだに廻廟やうのヴェラ./ダァがある｡第45寺院はこれより--JJj･すゝみ, FA･の中央に奪像をおさ

めた面絹[::をつくり,第二期のヴィ-アラ洞に一致する｡この寺院は10世紀,あるいは11世紀の建1rr.
4】

といほれている｡タキシラにあるジョT)アァソのヴィ-アラも同株で,よくとゝのってゐるが,これ
I

は二百年代のはじまりといほれてゐる｡

かうしてみると,ィ./ドの石方削ま,まことに構築的である｡それは石錨でもあるが,もし地上

に賓現しようとすれば,それとおなじものが,そのまゝつくれるのである｡雲岡のものはまったく

ちがふ｡それは,あくまで摩崖にくりぬいた石窟でしかない｡ほかの方法では,たうていつくりえ

ない構造である｡ィ./ドでは,ポ絹が地上建築物になり,また地上建築物が,そのまゝ石窟になり

えた｡だから,並列しで[;'岬の建築を論じうるわけだが,雲岡の場合はすっかりちがJLo　たかだか

装飾の要素くらゐが,地上建造物と共通するだけで,構築原印はあくまで別々なのである｡

これでィ./ドの石窟の一半をなすヴィ-アラ洞が,雲岡hA絹に関係のないことはあきらかであ

る.雲岡石窟が,もとづくところは,所詮イ-/ドのチャイティヤ洞である｡チャイティヤ洞の侍続

紘,バァミヤァ./,敦塩を-て雲岡にいたるまで,脈々としてつたはってゐる｡けれども,それもたか

だか塔婆をもつといふだけのことで,構造のう-ではかなりちがふ｡その鮎,まはりを通路できり

1 Feugusson and Burgess, lbid･, Pl･ xLVI･ 600年代なかごろ以後といふ｡バラモン衆院は6-8世紀にかけてつくられたo

そのはじめはSaiva,ある弘はVai昌navaの三男-<秤に適しないチャイティヤ洞よりは,ヴィ-アラ洞がまねられたo Lかし,のちに

は,係数碍院が,これにならったのである｡

2 J. Marshall, A Guide lo Taxila, Calcutta 1921, 211d ed., Pl. XIV･

3 J. Marshall. A Guide to SaTLChi, Pl.X, pp･ 129-131･

4Ibid･,pl132･

5 J. Marshall, Excavalio'LS at Taxila-the Stapas and MoIWEeries at Jaulia～n (MerrlOirs of the Archaeological Survey

of India, No. 7) Calcutta 1921, Pl･ i; J･ Marshall, A Guide lo Ta方ila, p･113･

10



序章　望岡イ(緒の系邦

とられ,掛'(:した後塵をもつキジィルのイ了知;,むしろ敦塩,矧均などの塔柱絹にちかい｡とにか

く,ィ./ドの石和まあくまで構築的であるo 'Ji:岡のものは,原伽的にちがふのである｡だから,所

詮は,部分的にィ./ドのものを採用してゐるにすぎないことになる｡それにしても第九,,第十,第十

二洞のやうな'i:岡石窟の-rl:･lnlはィ./ドの心緒の_日加)舵もとづくものであらうoこの類似は,かな

りいちじるしい.列柱といひ,また柱をになふ_象としてitt_接はあらはされてゐないが,カァル7)

イの側壁の象は,'BId･]の桂に,なにかの暗示をあた-たやうにおもはれるoところが,かうした:lEt宙

構造は･ィ./ドの1.瀧でみるのみで,その他ではまったくみないのである.はたして･i:岡の二r:人た

ちは,irl:接にィ./ドからこれをまなんだのであらうか.こゝのところに,まだいくらも旋問があるo

5

インドにおける1磯のはじまりは,俳減(386B.C.)級,あまりたゝない酉牌前350年,または
U. l 1,rag Lrl    KllJ)dag L√i

300年といはれるウダヤギ1),カ･/ダギ1)の小イ1-相伴であらう｡これらはヴィハァラ洞でもなけれ

ば,チャイティヤ洞でもか､,たり']然にちかい中洞緒からなる.これにくらべると,前二丁稚ごろ
Iiih ar         ]h r孟l )ar

に蹄せられてゐるビ-アル州,バラァパル_rT･_の右脚1Fは,かなり進歩したことになる｡こ､には内

部に塔のあった形速もあ.),外部に破風かざりのあるものもある.

それにしても･ィ./ドでどうして石窟をつくるやうになったのであらうかoそれは常岬の文化

の交流からかんが-て,ベルシアあたりの摩

崖墓のアイディアかとおもはれる｡アショカ

王柱にしめされるやうに,常rr.TI:におけるベル

シアの感化はすくなくなかったであらうから,
I)ar主us                    (1泊om:1n n uS

ダ1)ウス王(521-485)以下コlJマ･/ヌス(335
Naksh･i-Rustaul

-330)の陵墓が,みなナクシ･イ･ルスタムや,

Persepn I is

ベルセポ17スの摩崖にいとなまれたことは,

り

充分に考慮にいれなければならない｡さら

に,さかのぼってい-ば,前700年代のメディ
I_'I

ア人たちにも,摩崖基はさかんであった｡そ

れは傑出の中腹にLIをひらいた11'窟で,吹き

はなしの前宝があり,小さい主宅がつゞき,そ

れに机基などがつくりつけられたのである｡

第十固(Fig･ 10)インドノ,'ラTJヾル丘スダァマ石田園

1 J･ H･ Marshall, The MLmZL･nenls of Ancient I,ldia, pl6:i4･和印新『イ-ラーン萎術遠別東京1944年刊,PP･ 116-

124.参照C

2 E. Herzre7d, ATn Tor voa Ast'en, Berlin 1920, pp･ 6-16･
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雲間石窟第九洞

いまでは,もう屍も租もないけれども,ポ絹は摩崖の中腹にあるから容易にちかづけないo
り

それにしても,最初にできたパラァパル丘の石窟は,かんたんな′ト規模のものであった○たゞ

洞口外壁に,いくらかの装飾がこゝろみられただけであるo内部は長方形で,か削ぎこ天井, ′トさ
Sud瓦1na

いものは3.00mに6.00mたらず,大きなものでも15･00-16･00mである○そのうちスダァマ洞とロ
I.omas RIShi

マス･.)シ洞とはやゝ大きく,部屋の一部が固形になってゐて,こゝになにか塔StLdpaのやうな徳

井物がおかれてゐたことを想像させる.(Fig.10)洞口の装飾をもつものはロマス･7)シ洞である

が,はやくも木造建築の′ト岸ぐみ破風が,かたどられてゐる○これは後世ながくつかほれた矯院洞

口の原形であるとともに,ィ./ドにおける茄鍔も,木造建築を模倣する傾向にある.ことをものがた

ってゐる｡

かういふところから発達して,第一期の代表形式をうみ,いにし-のガ,/ダァラ地方にまでひ

ろがった｡さらに弟二期にいたるや,これに俳書軌その他の浮彫装飾までさかんに彫りつけた｡

そして-ll央アジアから中岡本土-と,つたはったのであるoィ,/ドからアフガニスタ./,中央アジ

アから敦蛙,さうして雲岡と順次東方にったはるが,また直接にバァミャ./から,ィ./ドからったは

ったものも否定できない｡いまは細部の装飾その他の問題は一切神格するが, Tl'錆構造からみて,

l.雲岡大像網とバァミャ./大像稀との類似

2.雲岡列柱前室とィ./ドの列柱前室との類似

は,なんらかの直接樽束を指示するものである｡

っまり雲岡の工人たちは,ィ,/ドからしだいに東漸してきたfl一帯形式を探川したが,また直接

にとほくィ./ドの形式を採用することもあった｡こゝに選椎もあり,また猫別もあったわけであ

ち.かくしてつくりあげた招請は,どこにも似ない雲岡猫特のものであったのである｡

1.ィ./ドのものに封していふと,あまりにも彫像的である｡

2.中央アジア以西のものに封していふと,あまりにも木造建築的である.

しかし第二の特徴をなす,あまりに木造建築的であるといぶのは,いふまでもなく構造そのものよ

り,装飾的意匠についてゞある｡しかし,このことも初期の点間五開,肝L-,第八洞より,つぎの弟

九第十洞,さらにそのつぎの批丘,第六洞において蘇著にあらほれてくることは,本文にか'てあ

きらかになるであらう｡

1 A. Cunningham, A,chaeological Survey of Tndia, Vol･ I, Simla 1871, Pl･ ⅩⅠⅩ, pp･ 40J3 ; J･ Fergusson and J･

Burgess, Ibid･, pp･ 37, 38･
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第　九　洞

第一茸　　外壁亡前庭

雲岡イ欄の中央部は第朝岡からIXl;十三洞までゞある｡そのうち'r第五洞から第七洞までは,一

膳建物もあり,いまのイ~[仲井射こ属してゐる｡弟八洞も,ま-にのべたやうに,近ごろまで建物が

あったのである｡ところが,こゝにとりあつかふ:j'UL洞は,そのそとにある｡いまは,とりのぞかれ

てなくなったが,この節八洞ま-と,弟九洞ま-とのあひだに,小さい門があったoこのPl搾こえて,

雛九洞から第十三洞までの克.Irr掴,また寺域の外廓をなし,たかい土鋸のうちにあった｡いまこ

の五洞を,村民は末華洞の名でよんでゐる｡五準洞のうち,弟十一洞は方柱中心の石窟,第十三洞

は交脚菩薩を本尊とする茄猪であるo弟九洞,節十洞,節十二洞は前宝と主宝とからなり,前面に

ふきはなしの列柱をもち,共通鋸が多い｡しかし,節九洞,弟十洞は主窒北壁に大像をもつ石窟で

あるが,第十二洞は,この大像がなく,俳禽ばかりの招請であるo　そして節九洞と節十洞とは,そ

の東隣の須七洞,弟八洞が一対用であったごとく,一対の石窟である｡つまり,こ､に二開-机の石

窟が二つならんでゐて,中央群鵜特の兼敏をつくってゐるわけである｡(Pl･1-2･Fig･11,12)

Ij,.;九洞,:),汁洞をもって一対の石窟とみなす理由は,かずかずあるが,さしあたり,以下の諸鮎

をあげてお､かう｡

(1)外壁がまったくかなじで,二本の列柱,三間の開どりである｡前宝の東恥いひかへると第

九洞の東壁と,第十洞の西軍とが什一意匠であり,これに封し両駕をわかつ中間の壁の両面,いひ

か-ると雛九洞の四壁と,第十洞の東壁とが,また表裏をなして同一意匠である○

(2)鎗堀の結果によれば再開の前庭は同一の造構からなる｡

(3)再開前室を連絡するト./ネルが,側壁の一隅にひらかれてゐる｡

(4)前室,主箱の造構はきはめて擬似し,たがひに照癒してゐる.たと-ば主竃がどちらも大像

を中心としてつくられ,また大像の背後には耗道のできるやうに隊道がある｡
サスヅカ

〔外壁〕外からみると大きな柱が二木たち,三斗と叉肴束の軒粗をうけてゐる｡建築的にいへ

ば正絹i三間である.柱は八角柱,つまり,漢代の博続をった-る大雨とりの角柱であるoいま風化

のため,外側は,たゞの剛主のやうにみえる｡しかし,もとの状態はその内側に,まだのこってゐる｡

う-はしだいにほそく,柱基は方形,その租もとはいま土中にうまってゐる｡昭和十三年の吏掘に
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第十三脚a (Fig･ 13al第九洞前'it.北韓柴天列鹿(両部)

よると,枝光はなほ方形の蛋上にのってをI),その方形の菜には四緬に相むかふ裸形の作彫があっ

た.吹きはなしの符恥もほゞr"1-の間隔である.前'ji束碑の'I舶;すこし出て,束絹卵内に柱様のも

のをのこし,さらにこゝからF軌こ出て,前庭の束雛となる.前庭の束壁は南にのびて,南Lnlする｣こ

束の坊の彫刻となる｡塔形は風化がひどいけれども,五潜までは,はっきりとかぞ-られる.上ほ

どせまくなってゐて,伏鉢や相輪の存掛もあきらかでない. g-(,十洞の前庭西端には,これに臆ずる

四壁と重修坊があったわけであるが,いまははっきりしないoたゞfXf,十洞西端に,わづかにのころひ

くいilf塊が,そのなごり<あらうか｡(Pl.2-4,Plan lII)

〔前庭〕とにかく第九,節十洞の前庭は,両翼に岩壁があって,たしかにひとつのまとまった構

成をとってゐるo　これを傍遼するひとつの鰍も外壁の上方を水平にけづり,節十洞西端までのば

してゐることである.この封糾すづった部分は,いまIt,'･亡だ々としでゐるが,こゝに石許をおほふ岸

根をつくりだしたものとおもふ｡捕根に関連してもうひとつの問題は,列柱のう-にならぶ大き

な滋方形の孔<ある.これは木造架稀の楽孔である.しかし,この孔が斗拭･の軒軌を無糾して,辛

I)こまれてゐるところに,その時代の後ttヒにあることを想像せしめる.'しかし,この楽孔は,凌堀

の耗某でできた,あきらかに後1Iヒの礎イ1-とも,また照厳しでゐない｡この梁孔が,けっきょく,いつ

のものであるかについては,容射て断定しがたいものがある.その詳細は,攻巷第十洞に附載する

凌棚記にゆづるo　たゞ附記しておきたいのは,その味にみいだされた免叩文や,蓮華文の装飾か

ら,やはり,なんらかの捕粒のJf'･在が想定されることである.その文枝は,瀧門石錯楽勝洞の床に
1)

みたものと同校で,常時の紬燭たる花水を想起せしめるものであった.

l水野,長釈『馳門石和の研究J71 1941年刊Fig.13Cたほ文様はちがぶが,似たやうな休QJ彫刻は那i洞外のA軌こもみられ

るし.響常山才)-爪耶1.'.洞にもあるC水野,長成Fl挙党tll71-研』 1937年.T.EJ PL23Tt,420
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節十三網b (Fig･ 13b)第九洞前'_某北韓柴天列鹿(中央附

第二尊　　前　室

第十洞とおなじく前三宅.と主Jiiとからなってゐる｡前'雀の両壁は吹きはなしの列柱で,南から

日光がさしこみ,まぶしいほどあかるい｡杖封の北壁にはう-に明窓,したに門口･つまり主宝-

の入FJがあいてゐるo平Lhiは束西にながい雛形で,束PLl-12･OOml削ヒ1･OOn-ある｡ (Planl'll)もとの

恥まうもれて,そのう-に,いま樽をしいた休がある｡だから,もとの床はひくゝ,そこにL:I:ってな

がめたとすると,大井はもっとたかくみえたにちがひない｡現前約9･OOm,束西北の三重は,たゞし

く上下の二樹となり,そのしたに腰韓がめぐらされてゐる｡これは1第,十洞もまったく同株である.

そしてこれらJb-d堀も,大井も,すっかり搾彫でうめつくされてゐるのである｡(Pl.6'7)

1　前　室　北　壁

上胎のr卜欠に明窓をひらき, Llご肘および腰鋸の中央に門口がある｡明窓の-ド端が上下暦の境

<,蓮琳文帯が水ノ巾ことほっでゐる｡上竹の(･::3さは4.60暮一一,下相のI･:.3引ま5･80lno (P】･5'8, ll, 12･ 16,

PlanlV)

〔北壁上替〕上榔ま八･:右に川供のやうにみえる尖扶寵をまうけ,ともに二俳並坐の像を彫る｡

いづれも華麗な五成の座にすわり(Rub･IVc,D),火･tr?'の輿身北門をおひ,なゝめむきに相封してゐ

る.排紙には九鰹の坐L･)はならべ, 'br敵,つまI)状梁は飛天の列に化し'その挟端には正面むきの

鳥形価轟),あるひは龍形(火窺)を彫ってゐる｡(Rub･u▲ui)轟内二伽ヒ作のあひだには,したに

小形の火^-:f二像,う-に大人舵生後がある｡鹿の両脇のせまいところには比丘の立像を彫る.

(pl.13,14)
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第二章　前'_楽

第十三B,..lc LFig･ 13C･第九洞前室北硬柴天列鹿It水肘

相姦のうちがはに,それぞれ榊i三が彫ってある｡(Rub.lc･D)杵軸には･アカ./サスのかはりに･

-柿の平パルメットのかざりがあ｡,そのう-に,からだをのりだし,大井の柴をさ､-た保輔の大

きな彫刻をのせてゐる.柑ま五軌各柳二は二鰻づゝの,かどってゐる売子がみられるo相撲かと

ぉもはれる手つきやhiつきである.大井に接して･よこにはそい一掃があり, ′ト寵をなLl,べ,なか

に奏聖人人をおさめてゐる｡(Fig･13, Rub･llc)大人は欄軒のう-から上身をみせ,中央アジアのキ

ジ1'レや,アフガニスタンのh･窟壁,lEにみる意虻に一致する.この北壁鍛上棺にあたるものは･束

tLLI優になく,たゞ南壁にみられる.炎内壁では上静の伸寵は,すぐ大井に接してゐるo(Pl･8)

L明窓〕盾柱のrP柳川嬢がある.明恵は高さ2･651一一･尖扶のふちかざりがあるo(Pl･9)挟鶴

のうちには九酷の朝.)陀ならべ,挟端.Jimま敢形をおき,そのした禽傍にパラ-I-./仙Rの牛伽像を彫

る｡痩せこけて骨もあらはなバラモ./は･つねのどとくTLAj撃をつけ,東鞍をたれてゐるo簾凡に腰

をおろし, -は慣腰, -はなにか比のごときものをもってゐる.鯛健をもってゐるのは,蓑噂の『付

加歳剛射鮎(kll･･.大蔵,w捕f,_IT･･十私p･ 332)雀六にいふバラモンの髄健棄りであらう-J (Pl･ 46)

rTJ:億の内部には,きはめて優秀な浮彫がある,(Pl･ 39,叫Plan X)大井は大蓮華(Pl･ 41,Rub･

vF) kめぐる飛火,心性は運上にすわった嘗恥L'LIL堀は象にのった薯併催であるC(Pl･42-45)そのわ

きに大瀧をさしかける大人がをり,望漆を奏する飛大があり,合掌酸性する比rl･･があり,しかも山

前の重理としてかさなるのは,なにか/,:-1]･壁蛇のあひだに,辿関した物語のあることをしめしてゐ

る｡北私立-if_の方のふちにl･'･･つた苦闘溶ゐるe (P】･48-･3°)それは第,七･第八州ほのか)ァティ

デスとト臓である｡それをうけて,うづくまった株価がゐるoこゝのカ1)アテげスは第七,第八

洞とちがって,かめの1.1･.;Lf,!をとらず,たゞしく西,もしくは束にむかって･完全に明窓の側掛こお

さまってゐる.また第七,第八洞では, l順の扶梁の端にある龍をうけてゐたが,こ､<はもうそ

のことはないoたゞ-lT,二った像である｡けれども,このl･':像と側壁ItJ部の山再とは,第･LJ･第八洞の
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雲岡石窟第九洞

この洞に封するつよい影響をものがたってゐるo

〔二北塔卜暦〕北壁~卜暦は中央に華美な門口があり,左右に大きな俳藷がある｡(Pl.15, Fig･14)

どちらも楯供寵の交肝削志である｡高さ東の像は2.531叫粥の像は2.47m,五戒の貿庫の上にすわ

り,うつくしい票冠(Rub･Vc,D)をいたゞいてゐる.賓冠にはiF.(如て′回用‡があるo　劉黒の狙渠京
り

撃輝け蘭鞠上′闇酎｢大正大蔵蹄,第十四巻, P.∠1.19)にいふとはりの禰勤倹であって,寅冠の左右に

組をなびかせて,イラ,/的色彩をたゞよはせてゐるo顔はかなり補彩があるが,端麗で若々しい｡

手相のみはたがひにちがひ,東森は合掌,西轟は右手をあげてゐる.単身光砦も東西でやゝ相差

し,東森は国光に柄井,外縁に欠場, ~pL膚は同化も外縁も火焔である｡東成秦座の而協に獅子を彫

ってゐる｡

相鉄和には飛天をならべ,下に帳某があり,かたはらにはノし拘柱をかたどる｡柱頭(Rub･III

トⅠ)は渦巻をつくるが,ギ1)シ了のイオニア式といふより,窮八洞でも指摘したやうに)渦巻から

の饗化であらう.八角柱の各面に所帯,精粗文を彫り,にぎやかである｡(RubJIIc)なほ獅7:.の内

側にうすく,比丘と高賢夫人の供養者を四段に彫ってゐるo　ほとんどふよがつかないほど,あ封､形

像である｡北堀西i.''T.舵,高さ1.38mの高撃の天人-､'l'.像があるが,これに歴ずる左脇律がない(｢また

北壁束端は魔pl桐ミ破損し,.無意味な補彩があり,こゝにはもはや右脇伴がないo

｢門tl]北AIy:I.下滑車兜は,門tjの上に堂々たる屋根を彫ってゐる｡(P].10)軒のながさ4･R7m,

北魂帝都の伽藍建築を撃棄させるよい例である｡魂尾のほかに鳥形,三角称が棟をかぎるo軒に
2)                                                                   -′′′叶

は三つ斗.文子束がある｡(RubJVB)そのしたは,やゝ複雑な埋賂帯を-だてゝ,水平垂直に秤は柱

をくんでゐる｡そして,あたかも木造構架に五彩の文枝をほどこしたごとく,細密華麗な潤醇装飾

を彫ってゐる｡すなはち帽の部分には,地文標として複雅な唐草文があり,その外縁には,通珠文帯

と, ′ト形の研.--jLl.r･-_文帯がめぐってゐる｡そしてそのう-に,二I;_つの蓮jltIfHj轡を彫りだしてゐる｡(1ヱub･
1J7ラノl

IIF)軒十と帽との中間には,八鰹の飛天が身酷を横た-てとんでゐるo大きな花札(埋賂)が弧形

をゑがいてたれ,その各端を飛天がにぎってゐる.さらに花鮎の間際には,脚√t--と火焔の三角珊仲

がならび,絡経文の株価がう-にある｡この華麗な帽をうける左右柱も,たてにはしろ複雑な肝隼

文(Rub･lIID)におはほれてゐる｡

門口の屋形の左右には一対の門神をあさく彫ってゐる｡耳目則高さ1･70m,左側高さ1165m｡苗

撃をつけ,身酷にr腔才をつけ,ながい矛と金剛杵とをもって,門｡を守衛してゐる｡これもJji坤国

ふうになった金剛力士である｡
ホ17J'Jlチ

門Uをはいると,繁醇な文様のある方立のつぎからアァチになってゐる｡隅まるのアァチは,捕

1水野｢伶人吐け確像について｣ (束子IT･:史研究,;j'i六怨一服j1940年, pl39-420

2これをソ十パー凡ま]:.延語cZ)｢魯の雇北殿斌｣にみえる枝翠にあて｣ゐるc A･ Soper. TlIe I;:?,nlr,dJ',,1LゲBud,lh7'.<l Ar{ll"'fed,Ere

of JalnlL, Princeton 1942, p 101.巷批唐代には叉手,また叉首の名でよばれてゐる｡水野｢脚那(/)竺T,Cl目について_日東汀兜研

究,打mT懇二号酷) p･ 146参照｡
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･､ i

節十71:脚C (I.'ithr. 1･5C)第九洞前'if_北費束部腰資本4.囲(5)

のすみに接するとこ7,に二:.tlJ形のもの(Rub･VIF･)がのこI),こゝに肘.'･'jA:枝があるG扶門になった

南側に,武装した門柵がゐるo　金剛杵も,矛ももってゐか､が.妃をあげてJ)をいれてゐる様:(･｡

風化はさうたうにひどいoそれから,せか､薙琳帯があって, -二人の高嘗大人が鏡!rける一帯にな

るoその上は天井だが,これは火脚二つゝまれた摩尼賀珠(Rllb･VIK)で,それをさ､-ながらとん

でゐる四牌の天人がある｡(P7.36-38,Plan IX)

〔北嘩腰畷〕つぎは腰程であるが,これは破ii'iがひどくきJi蝿でおほひ,近世の-たな約がかい

てあった｡昭和十川勺:･,この泥鋸をはぎ,そのしたの搾彫をあきらかにした.東執ままったく的滅

してゐたが, f-LJHよl)西の北稲とlJqlAi.琶とには,かなりよく洋彫がのこってゐた｡(Pl･6,7,19-26^)
六I.1Lt■･･1

それは和名なシャァマ本_'I:.(暇摩迦)をあtl'はしたもので.かなじく雛十洞の腰将から発見された儒

耗本/f三と､もに碑要な新資料をfLHlI.-･することになった｡

腰職ま上線の蓮雑文帯の~卜まで,謁さ2.481-1,上~ドニ軒にわかれてゐるo上は本′l=.の搾彫'~lJは

供養井の列像であるoそれは北弼だけでなく,ひきつゞき束酉矧こIJlよんでゐる｡北彬水郷では･

二つの場面がからうじてみとめられる｢､(Pl.26^,Fig.15C) fn=一にちかい方は~;I-.った人物教酢と才.!;≡

好1･iであるoたぶん,おなじシャ7･マ本′l=.の一部かとおもふoその榊二は九州･形があるo文字をいれ

たのであらうが,いまはま-,たく不明であるoつぎの場耐ま分掌像一概なみとめるだけであるo　こ

れに封し抑制ま構1.帆､l｡それを二つにTAl.ぎt),二つの場lTIはあらはす｡ (Pll24,25,Fig･lSb)これは

あきらかに仰捌こはじまるシャっ･て木'T=.のつゞきである.西方の場InJ'は仰l.;.;Lの-l'･分をうしなふが'

池畔のシャ丁マ仙人が,王にあやまり射られた光景である0才｢方のヨ:.と,その†緒は･ftlt主にのってゐ

ち.束方の助(ll.とのあひだにrjFT!:の枠があるoその中問は,幼稚なし日活と樹木とをあらはしてゐ

るo東方の場耐ま.また中間に紳たがの醐JJ･Trsがあ1),これにはおそらく文字をきざんだものとお

もはれるoその-/I:小二は隣接する二つの陳をつくt),シャアマの老父杜がゐる｡オr方にはこれにひ

ざまづいて押紙する∃:_と二人の倖-jl･,三y-f1-の馬がゐるo王がシャ7･マをあやまって射たことをわび

る場1nIiである,J
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票明石群第九洞

2　前　室　東　壁

東壁は横はゞにくらべて縦ながの壁である｡上~ドニ層と膜壁とかちなるが,こゝの膜壁はき

えてしまって,なにものこってゐない｡各層のさかひは蓮紳文帯で,これは北壁にもつゞいてゐるo

ふきはなしの南壁に接する南隅に,柱状の造溝があること前述のごとくである｡壁の高さは,いま

の床から上屈の屋1iTiかざりまでゞ約9.00m,そのうへは大井であるが,それは天井といひながら,隻

だ1.85mばかりは垂直の面がつゞき,それからすこしづゝ軌的して,ほんたうの大井になる｡(Pl.7,

PlanvH

〔東壁上層〕上柳まひとつの屋形寵である｡(Pl.17)蓮非常をふくめて屋損までの高さ3･10mo

棟には,もちろん鶴尾があり,なほ鳥形と三角飾(Rub･vIC-J)とをおく｡軒には楓三つ斗,叉首束

をほどこし, (Rub.lVA用fをさゝ-る左右二本の八角柱(Rub･IIIB)がある｡北魂時代の木造建築

を察するに足る｡中央には貿冠(Rub･VB)をいたゞいた交脚菩薩像,左右'の閲には一対の宰跳菩薩

倭(Rub･IF)を安LT;I).!する｡まさに第七洞北壁上轟の尊像配損に一致する｡第心rrt]の場合には,その

あひだに俳の侍像があった｡むしろ厳密に本尊が交脚菩薩で,脇侍が車珊思惟菩薩である例は, Xtl;

十七洞の大和十三年併寵である｡しかし,これともちがふ｡たゞひとつの相違鮎をあげると,それ

は,この牛乱射雅俊が屋内にあるにかゝはらず,一本の大樹のLlIに但し,樹葉がふかくこれをおほ

ふてゐることである｡この樹卜に思惟することはu｣過去現在因果絶頂大正大蔵経,第~三巷,p,629)
S1(1(111云rtll:ュ

巷二にみるごとく,シッダァルタ太子のひとつの型である｡シッダー'･ルタ太子をしめす僻露伴俸中に

は,しばしばこのポゥズがみられるo折にふれ,ことにふれ,苦悶し思索するのは,貨にIHJ.家威道以前

における太子の,やむにやまれぬすがたであった｡造像は,これを定形化したのである｡これが,そ

のひとつである｡また第六洞明窓のごとく,し'_偶にわかれるところも,そのひとつである｡片桐を

おろし,右手で頻をさゝ-た尊容が,太子のすがたとしで定著したのである｡霊岡の牛乱射作像を
り

みな太1一成造以前のすがたとみることは,常時の造像一般からも文持される｡この犀形轟といひ,

仰像の配鍔とい仇第十洞西壁上碑とまったく同一である｡こゝでも繭洞企割の一対であること

があきらかになる｡

〔東壁卜謄〕 L卜榔ま尖供藷を左右にならべてゐる｡供餌はもとの形をたもってゐるが,!･TJ･._俳像

は全部後補である｡つまり,この壁rnlLの保有状態がよくないのである,_l左右とも五成の須備座に結

親族/･l'･･.した僻像で,毒座の雨わきには獅十がゐる｡扶餌には九鯉の生俳をおき,上下の縁にはシム

1水野r牛Ebu.lLL催像について｣ (東洋史研究,恥1-.雀四糖)1940年,p.48-53,劉光の水郷脚'摘僻Lll過去現在因果経』をみると,太

子は-｣ねに人[1この問題になやみ,いたるところで瓜惟にはいってゐるが,怒二e)太子が閑にあそぶところでは,太一了が思惟し｢日

光がてりかゞや(と,仙よそのために枝をまけ,太子をかげした｣とい/Jてゐるし,こかにあたる『給因果経』(上-Ul蓮基寺本)を

みると,枝=AEは人きく太(･像をおほうてゐるoかうした樹下瓜惟像は,太子をあらはす叔Ilir:な--形｣モであるが,樹下人物像は一般

に,またインド火術のなかにしばしばあらはされ,これなどもその一･撃化とみとめられるC　そのことについては水野｢樹下美人

(馴こついて｣ (LL芋F=軌耶川雀ノし槻) 1947-年･川p.38を二参照されたいC
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第二章　前　案

メトリックに飛大がとんでゐる｡両寵の中間,上端には,なゝめむきに大きな保傍があぐらをかい

て坐し,片手をあげて蓮経常をさゝ-てゐる｡傑儒像が,ものをになふアトラ-/テスの意味をもっ

たものだといふことが,こゝでもわかる｡したがってlj'1;八洞束壁第三博のごときつかひ方が,もっと

も原初的なやり方と解されるわけである｡

3　前　室　西　壁

上下府幣の.汁蓋は,ほゞ東壁と相放けるo Lかし注意してみると,けっして同一でない｡むし

ろ,この種の上軌も押卜あはせである弟十洞東壁と,全然Trlj-である｡床からの高さ約9.00m.そ

の上に火井部の垂直におりてきたのが約1.67mある.(Pl.6,Planvll)

〔~州拡上層〕上榔まひとつの励拶寵からなるo(Pl.18)蚊高3.20m,屋根の高さ0.30m｡棟の魂

梶,郎抄,三角飾,軒の陣,三つ斗,叉手束は東壁とおなじである｡ -/)端の重修柱は(Rub･IE)牛パル

メット称の柱頭および,凹健の柱身をもちひ,各層には小坐俳を安i達する｡さらに壁の繭端にも,

不完全ながら同様の層柱を彫る｡本尊は交胸像ではあるが,菩薩ふうでなく,したがって賓冠もな

く,肉撃をかたどり,偏祖右肩の併像である｡(Fig.16)左右脇侍も汚薩;I-.像で,上方に飛天がとぶ.

このやうに,尊像配蹄においても東壁とちがってゐる｡本尊は左右の手をあげてゐる｡交桐像にか

ぎって,ときどきみる手相である｡大きな火焔光背につゝまれ,墓座わきには獅子がゐる｡

〔四壁~卜暦〕州壁上優の下線に蓮雑文帯(Rub･IVJ)がある. lF酎ま恒l状ともみえる実技藷が

左右にならび,いづれも五戒の座に,結桝朕坐する偏祖右肩の併像を彫る｡南轟の生体は右手をあ

げ,左手は衣端をにざる｡ !1'-I.高1,58m,董座高0.4.5m｡扶融は上下に飛天をならべ,なかに八健の小

生俳をおく｡(Fig. 17)北寵の坐俳は_'･l'i高1･34,m,墓座は0145m｡三食形式で単身光の両わきにやゝ

丈のひくい脇侍がたち,壷座の繭わきには獅子がゐるo本尊の坐俳は右手を足さきにだして,董座
R=htlla

のま-に疏坐する合掌童子の班をなでゝゐる｡童子は,いふまでもなく樺迦の賛子,羅喉羅であら

う｡つまり,蓑堺が甘迦夜と共課の『郊麿蔵経』 (大正大蔵経,第四番'p･496,497)巻十にもいふ父

イ･初見の･ll最をである｡こゝにも左右寵の脚部に,両手をあげて柱硯(Rub･VIc)をさゝ-る傑儒が

ゐる｡鉄瓶の上,中央にもあぐらをかいて片手をあげた保儒がゐる｡

〔西壁腰壁〕蓮弗=文帯のした腰壁は組高2.40m｡こはれきった供養者列像のう-に高さ0.80m

のパネルがあり,横のながさ約4-･0(1m,これを二二つの場凧こ匿ぎつてゐるo(P】･20-23,Fig･15a)こゝ

にシャアマ本/f=_をあらはしてゐる｡北壁との隅にト,/ネルがあるo(Pl.23,26B)頂高1.93m,幅1.10

-11｡人が一人づゝとほろには十分であるoこれは第十壬r哨庵に通ずるもので,最初からの計墨であ

ることは,シャァマ本!上の構園が,この随道アァチにあはせてあることによってわかる｡また隊道の

天井には北蝕の蓮華と飛天が彫ってある｡
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4 前室南控

ci背喉八角本n 二つの大きな八釘柱がたち三11¥1

となり，吹きはなしである。(PlanV)八角れは， もと

の床から杭却の頂まで約9.00m。上にむかふほど徐

に々車111くなってゆ く。 キi:身は八角だが，杭基部は IJq

角，五成の夜.象の上にのってゐる。しかし，ふしぎな

ことには，この象は，前乍身しかあらはされてゐな

m， J4i/~の中川 IILj附に景子がすわってJ:!f千たさ ミへてゐ

る。座の弁段は!島市文帯でかぎられてゐる。そして，

てゐる。上下て十段あり，一段は八閣で，十二愈あっ

たわけだから，全般行二十命あったといふことにな

る。それぞれの向さは0.40111ぐらゐてある。柱身の

m罪Jlには芸li苛改;なめぐらし，その上の柱長riは皿板で

ある。大ゴトの111リ!討には J，~:~'(文 を かざり，縦形に は述

拙文ぞいれ，四板の下河iiには絡縄文をふ、く 。(Pl.29， 

i:.l!!'s..J.L. 

山半且

(コ智右封 f 
(指押有

lOOrm 
= 一一一--rー

が，遣特首初はこのうつ くしいタ"片1:が外からもみえ 第十八回 (Fig. 18) 第九刑IliJ主点南柱中fH5
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: ･ ･ ･ i　　･ ___土　-｣　　r ll

笥十九園(Fig･ L91第九洞前室水滴托｣･_居丈光俳う■T.像

:J5二事　前　ii_
▲ ■ t

たわけで,その牡鹿さは言語に継する

ものがあったらう｡けだし第九,1第,十

両淋二わたる,このやうな淡観は'L:rlyll

でもほかに比類がないのである.

〔南壁火隅〕僻iI-i束隅の常造は,

lIT火の列柱といさゝかちがふ｡(Planv,

vI,Fig･18)外lluAと側面は風化しきって

ゐるが,わづかにのこる北tAiから,その

全貌をいくらかおしはかることができ

る｡まづ蚊下部の兆楓ま中央9-JJ杵とF"1

校で,これになにか象軸のごとき北部

があったことも推定できる｡だが,こ

のう-は八角柱でなく,山峯のかさな

る山岳形である｡そして卯輔山のごと

く胴がくびれ,こゝを鱗のある龍身が,

いく-にもまきしぼってゐるのであ

る｡ひとつひとつの峯には,のんびり

とした鳥獣のかたちがはられてゐる｡

(pl.27)この勿rl.輔山やうの上に,大宮

であらうれ八角柱をもち,欄粁(Rub.

VI叫をめぐらし,哩.恥をかざった併
nip▲LT:-kllra lT云7-aVtl

轟がある｡いま北両に仰のiLr.像があり,-.'l･.像のま-に敬子がすわってゐるo発光体と鹿菜をあらは

したものとおもふが, 1'r.像の足下に頒安をしいてゐか､｡(Fig.19)西南は弛仲であったことが,千

っとわかるが,南朗にいたっては,まったくなにもわか;)ない.とにかく,さういふ俳菩薩が,この大

官の川向にきざまれてゐたことだけは,想像してあやまl)か､であらう.

〔南堀西隅〕つぎに列柱の州,つまり前執叫Ih'Mをみよう｡これは,だいたい,束t袴隅の構造か

ら推察される.(Planv,vlI,Pl.28)また,これとIl.Li放言して,逆に水南隅の方の紬['経をたしかめること

もできる.しかし,柄潜はけ-Jしてシムメト1)カルでない｡むしろ,この唯と背中あはせの第十洞

胤削粥とシムメト1)ックであるo　といふより外壁からみれば,同一物の--zP･にすぎか､のである｡

まづ兆底部の方毒,象iffl.はかなじであるが,さいはひ,こゝは背後が壁につらなってゐるため,象の

胴があり,後脚まであらはされてゐるo Lかも象の背部の擁格の耳･:純から,鐸のぶらさがってゐる

さまがうかゞはれる.そのう-には,また,山TH形があらはされてゐる.これも,やはり,たこの瑚
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I J IF　　　　‡

Sクr'り/'1　　　　　　.T lJtJfl/Jr JE SlNJm W　～.50m

､-･-～

のやうな山峯をつLl)れ　須勝山のやうに胴

がくびれてゐる｡龍身のまいてゐることも,

6j!!'止!.:i･慨のゐることも,前捌ll1校であるが,こゝ

のは東r那粥のものよt)ずっと大きい.これは

繭洞にわたるIlj心肺の逃溝だからであらう.

～　こ､にも須軌Ijのう-に,なにか天の射港が

ある｡欄軒があり.髄北隅に′トさいTi圭介がみ

える｡(Fig.20)もとは束1号珊即こもかなじや

.ill,_,ilI　うな輯介があったのであらうoなは,くほし

くいへば,おそらく第十洞の側にも, 3,,なじ

やうなJit!.介が二つあって,いはゞ Il耶州こTJLlつ

あったのであLt,うoそして,その中問のくぼ

みには,それぞれ俳半休の傍像を彫ってゐた

のであらう､そのことは,かすかながら,この

400′'′ ll

柱の外lFIfにか､てうかヾはれる｡要するに,

この第JL,第十洞即日の柑ま,摘坤flのはしにあ

j ..Ly∴J ∴二_〉_皿Lln l　,吊.I,A:殊な杵の馴印したものであらうo

第二卜固(Fig. 20)第九洞前#.桝南杵上肘　　　r:.lh一嘱上怖裾　列柱の上の桁にあたる

部分には,絡細文帯を1:枚として..I:.3さ1.40mの′川淵托なtt,べてゐるo _'･T'･t･仰iyIJ像の上には丁'･1怖

飾があるo(Pl.29) :--I./岬仲のう-,大井に接する虻t･j,.-iSr-は,奏聖天人をかさめた愈列がある. rIJ

のtiりに六,束の間と西のHHに_-IITA.の寵があり, [酎rI,琵琶,腰政などの聖Tiを奏してゐるC. r机'･くづし

の胤.･r･があること,北壁聖天寵と頼長である｡八1ljfF.の上には潮の傑儒像がある. (1)は天井の

梁をさ､-てゐるもので,片51を大斗のう-にかけ,片手をたかくあげて梁をうけてゐるo(Pl･33-

35A)竹なかあはせの-封で,ほとんど九形である｡北風T二:[,T-11にもあり,かなじゃうに梁をうけてゐ

る. (2)は桁をさ､-てゐるもので,いまではすっかt)破損してなくなってみるが,それでも桁の

下端, 1脚,'T'_文様(Rub.IIIJ)のあるところに,さしあげた手とか,天衣の一端とかゞのこ･Jてゐるo

(pl.29)かういふふうにパ枇きりとらか､で,なにかの装飾をつくることは･-ll.ほたイ･'錆の榔i'!

といふことにもなる｡こゝの傑矧ま-封でなく,たゞ一肌ちゃうど;j't;八排日ヒ噌J淵の帳幕におけ

るごときものである｡ (3)は)(-斗のう-で.柄手をたかくさしあげてゐるもの･下IJ'･身は大斗の栖

碑文でかくれてゐる.この手つきは.たしかに.ものをさしあげる保偶の酔Flからうまれたもので

ある.(Pl.2り)これはひくいtl'7:彫で,′トさく,前ニー芥のごとく丸彫にちかいものではないo

_I,.i



第二章　的'B

5　前　室　天　井

天井は束粥のはしでやゝカ7ヴし,束所柄壁につらなってゐる.(Pl･30-32,PlanVm)したがっ

て,そのかぎりでは,いはゆるかまぼこ天井にちかい｡しかし天井の大部分には･淡が水平縦横にと

ほってゐて,格天井であるo　この奇妙な混紡は雲岡の工人が.かまぼこ天井を充分に許供してゐな

いことからかこってゐる｡中央アジアのキジィルイ偶では,かまぼこ天井をさかんにつかった.ど

20　　　0　　　　　　　　:=)0川1　　　　　　　　　1 : en

｣ー｣ ･ ;~_ ･  _⊥__⊥_.. .   i

第二十一問(Fiii,･ 21)節九洞前'i;_天井特注h保儒rT.A)

が雲岡では,まったくつかってゐない.だから,

こゝも.かまぼこ天井の菱形であるよ1)は.むし

ろ格天一井のルゥズな適用であらう∩天井の浮彫
/　　!

-　｢　　は, gtliF_I:の束押#.･までかよんでゐるけれども∴垂

JLl(,1 I　1(

T･･",,.,. ･ユ

ill:壁-のうつ1)ゆきはわl)に念であるo

東西のながさはゞ 10.70m,一別ヒの恥';ほゞ:i･

10...｡したがって,せか､1壬方形である.その日)

問.東伸二わたって.ながい梁服o･榊m)をわた

し,これにまじはる南北の梁を二本いれる｡そ

してその二仰の交叉鮎に,二つの蓮華をかざっ

てゐる雛七第八洞の格天井と構迫的にはかなじである｡南北の梁は,それぞれ雨-jjから二鰹づ､

の株価がでて,それにさゝ-られてゐる.北側の保情は,北壁明窓の脚i･-･をふみ･ l附則の保傍は而

壁大八角杵の大斗をふむ｡下からあほぐと,分計八つの大きな傑価のため,この二つのみじかい梁

はかくれてゐる｡(P7･33-35A,Fig･21)ながい梁は,束押喝の捕捉までのびてゐるはずで･この梁

29



栗岡石筒第九洞

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　).ト▲-1　　,'　､I V i.　　　　Ll ,r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~

耶L-/[･二二榊IFlg.2)･1)第九洞前室天非略樹

上に飛火馴剛1;よくならべてゐる｡梁に拓ぎ()れた六つの演劇を,それぞれ1,IT,IlⅠ,lV,V,VIと名

づける｡中心の二l.(,_iII,Vだけは合掌大人をはさんで二分され,各似こL=･角持造り大井をつくる｡

(Fig.22)これはもはや,雫際的な持迭i)大井でないから,h'ぐみの高さは無税され･ :1:･面的になる

とゝもに,三角形の部分には,ほそい桟がつき,そのうちにあさい彫りの飛犬をかこみ,三角持造り

の小心には蓮華がある｡東西の二つづゝの院劃Ⅰ,IVとlIl,VI,にか､ては,さらに北堀ぞひと,摘壁

ぞひに一帯の飛天をならべてゐる｡かくていくすぢかの帯状に,蓮華と飛火とを交互に配置してゐ

る｡

第三葦　王　室

主･jiの,P'･laI-ははゞ射捗である｡叔西の幅10.70m,佃北の奥ゆき西壁ぞひ随道の入口までゞ約

6.20m｡北脚二は†馴互の大仰胤東仲卸二は-:I:った脇L･riの大菩薩像があり,大体の左イ7'には随道の

ljがあいてゐるから,みたl二Iにはさうたうに凹凸のある韻である｡ ktJ印幡と南壁とのまじはる

ところは,ほゞiEi角であるが,北壁と瓜,吋邸とのあひだには,はっきりした界線がなく,そのう-,符

壁ともうへにむかふほど,ま-にかたむいてをl),しかもやゝまるい大井とのあひだに,つよい角

をつけず, rl然につながってゐるので.?,経大井ではか､が,やゝさういふ印象をあた-る｡しかし

南執ま,かなり垂itiにたち,南壁と糾柱,また大井との非線が,やゝあきらかである｡(PL5ト53,70

-73, Plant, Il)

構造上特色のあるのは北壁人1r)Bの左右にある随道である.これは隣接する第十洞にもおな
pradaks吋a

じやうにあl),取丘洞にもある｡本尊をめぐって-川できるやうにしたもので,併徒が綾迫の酷を
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修するためであることは,いふまでない｡すなはち,尊者を右にみたてるやうにめぐるィ./ド膏米

の轍法である.併徒は塔,奪像などの聖物を中心に,つねに繰道をおこなひ,恭敬の意を表した｡

したがって,崇拝の対象を中心におさめた,ィ./ド古来のもろもろの聖所は,いつでも穐道のできる

やうにしっら-てゐた｡しかし,かういふやうに奥壁の背後に随迫をつくったのは,バ7･ミヤ~ノーン

の大立像,坐像鼠それから中央アジアのキジィルの石窟などに,その例がある｡とくにバァミヤ7'

1/の大像,坐像霜が,もっとも構造的によく一致することは,序章にのべたごとくである｡

北壁大仰と,東西壁脇侍の堂々たるかま-に対し,その他の東西壁と南壁とは,細密な装飾が

あふれるばかりであるoみなあさい轟である｡そして彫像はみなうきだして,その洋彫の高所をお

なじ平面にそろ-てゐる｡だから南壁と東西壁とは,脇侍像のほか,まったひらである｡この王室

にはいっての第一印象は,この北面したながめと,噺lLlLLたながめとの大きなコ./トラストである.

1主　室　南　壁

而壁高さ8.78m.掛隔約10.70m｡中央と束西部との三部分からなる｡ (Pl･5ト53,PlanxII)新年

部は,明窓と扶門によって,前竃とおなじくJ･/F二柳こなる｡まづ明窓の下に約0･T.30mの蓮赫文帯

がある｡ ~下僚はまた蓮碑文帝によって腰壁とわかれる｡腰壁は供養者の列像だけである｡下榔ま

また二帯にわかれ,第一暦,第二屠となる.上柳またゞ第三榔その上に天井に接する最上樹があ

る｡弟一陣と第二層とをわかつものは,やゝほそしヰパルメットつなぎの波状店草丈帯であるo最

上畑土蓮弗文帯をもっで窮: :JfTtとわかれ,並列のチI'潮を彫り,天J打こ接するo　そしてこの水中1成分

は,そのま､東西壁にかよんでゐる｡(Pl.58A)

し両脚Il火｣明恵はTF摘2.54m,隔2.05111｡隅まるのアァチである.(P7.54,Fig･23)窓のふちに
caryatld

東西に伸した人像柱をたてる.束は高さ1.32m,西は高さ1･38m｡寅冠をいたゞき合掌した菩薩形

である｡うづくま-｣た傑儒(像高o_70m)が,毒座がはりに両手をさしあげて足をうけてゐる｡第

七,第八両洞の人傑柱とちがふ鋸は,身鰭のむきがなゝめでないこと,秦が簾座でなく,保情である

こと,賓冠のう-に扶端をうけず,構造的に意味をうしなってゐることなどである｡高さ0･48mの明

窓挟新には,八鯉の塊坐する苗撃天人を彫り,左右から川鯉づゝむきあはせてゐる｡(Planx)

明窓のしたは,入口鉄門のう-となる｡こゝにはーlrの鉄門装飾とのあひだに犀根形をはる｡

(pl.57)屋根形といったのは,轟とい-ないほどあさいからである.要するに第七節八洞の明窓

のした六大供養のパわし,あれから帖化したものであらう｡凡帳やうのもの､う-に屈根ができ･

中心に坐僻が安置されたのである｡いま屋根形は軒のながさ1･88m｡両壁の中心をなして悠然た

る造横である｡軒には三flJ垂飾をつけ,斗供も柱もない｡最下に軒とおなじながさの蓮輝文帯を

彫t),そのう-に_,I,-I.怖像(高0.62rn)を中心として,左甜Ll鯉づゝの高撃合掌の供養天人を践弛さ
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せてゐる｡坐俳も既坐大人もほゞ同lL.lL毒であり,むしろ賓冠の高さだけ大人の方がたかいやうであ

る｡しかし本尊の生体は両手をま-でくみ,豊満な胸,なだらかな肩をし,やゝおくまって端坐する

から,か-って堂々として大きくみえる｡

したは扶門の豊麗な扶融である｡(Pl･55, 5813, 59,Fig.24)扶鶴の高さ1.20m｡この上枚と下線

を,いづれも飛大帝でかざり,中間に九濃の^帥拝をならべてゐる.弛俳はみな両手をくんでゐる.
cinほm叩1

う-の飛大たちは香焼,したの飛人たちは火光につゝまれた摩尼真珠を中心にさゝげてゐる｡飛天

彫刻のいきいきとした表現は驚嘆に伯する｡挟門現高2.82m(もとの床まで3.00m),下幅2.45m｡

う-にゆくとすこしせまくなる｡南側には,扶額をうけて正面むきの鳥形をほる｡(Pl.60C)したに

は大きな鉢形の蓮座がある｡鳥形のしたは門画像(高1.80m)である.(Pl.60A,B)頭を入口の方に
†rLhlla

かたむけ,ながい三叉矛をふりかざしてゐる｡破損がはなはだしいが,酉側のPl用1の頭部には冠上

に鳥巽がみえる｡現在の床はr日揮トの足をいくらか,うめてゐる｡もとの床はいまの床より0.20mあ

まりふかい｡

し南壁pLl'部〕第三励ま高さ2.30n-,幅3.00mの壁面に尖披露をあらはす｡ (Pl.61)東南1.06m,

隔1.10m｡はでな五戒の表座に坐高1.06mの併像を安置する｡結蜘朕坐,挙手,偏祖右肩o愈内に

は補彩の国光,拳身光曹をみる｡扶融には火焔を彫り,挟端に龍形,これをうける左右柾(Rub･ⅠHc)

は唐草でかざってある｡この俳轟のそとは,左右まったくちがった彫像である｡轟の左脇は二段で

ある｡したに叉手鏡坐する比丘を蓮座のう-に彫るo　う-の二つは痩せた高撃髪辛の老人,つまり

バラ‡./仙省である｡その異状な手つきは,たしかになにかをものがたってゐる｡『嫌知抜鮭』(大正
nlrgrant】1a-putra

大蔵経,第四巻, p.488)奄八に｢外迫の尼乾子が大衆に投じて俳に度せられるの縁｣といふ話があ

り,この浮彫のあらはすものは,この四枚談とおもはれる｡轟の右脇は二段になり,したはうらく

しい甫撃天人が二鰹,蓮座のう-にひざまづき合掌する｡すなはち,左方の老人とまったく照臆し

ない.う-には,この俳寵に背をむけた飛天二鯉が軽快にとぶ.これはむしろ明窓の方に関係があ

りきうである｡要するに,この節三翻れ南壁鹿部とも相廠じないう-に,この壁だけでも横国の不

統一がはなはだしい｡上~卜の枚には蓮賄文帯がほどこされてゐる｡

第二柳ま横ながの棚状寵を, i･F-I.3さ1.56mの壁uJ11.におさめてゐる｡(Pl.62,63,79)楯扶は西壁に

まはり,その全長はほゞ4.50mをかぞへるo Lたがって,本尊坐俳は西の隅に安置され,西壁には左

わきの供養者だけを彫るといふかはった配置になってゐる｡本尊は豪産なしで,床の上ぢかに結珊

族生する｡像高1.10m｡撃身光が大きくつゝんでゐるが,補彩がHにつく｡本尊の雨わきは二段に

して,左右それぞれ八鰹づゝの高撃合掌の天人が疏坐する｡両壁には凶放談の図像が多いから,こ

れもそのひとつであらう｡ u'雄栗城匪』 (大jF.大蔵路,窮出金, p.466)巷三｢八天しだいに法を問ふ橡｣

の催,八人の大人がしだいに俳所にあらほれて,法を問ふといふ因縁が,これであらう｡一方が来到

する八人,他方が軒別する八人と解してもよい｡十六人の天に国縫された僻｡まことに壮観であ

′I　′ヽ
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第二十It_尉tFJ'g. 25)第九洞'主賓南壁如部第二厨(兄豹比丘因簸園)

苅三章　二i･-. 'jく

る｡棚状鰍二は,パルメットの投合鵬

二(.'Il文と飛火とを交IEI:に配し,きはめて

多彩である｡(Rub.1Ill:) lI枚には-1'-

パルメッ川fj','･'_文帯がある.

第一榔j:試舌t.60m,捕形轟をま

うける｡これも西壁までのぴてゐる｡

(pL64,65, Fig･26)軒の仝1ミ4･20m'

軒には帖幕をつけるが,酉隅にちか

く,したにながくたれてむすんだ碁が

ある.これで場tfJ)-を二分したわけで

あらう｡ J七形愈内は,また物1.-';ltふうの

構成であるo中央に二鯉の1-'･蜘像を
り

彫るのは,鬼子出納大安である.この

はなしも『錐米蔵経』 (大rl-TI大赦経, ql;

四谷,p.492)怨九にみえてゐる.その

IA:.右には二段の洗坐像をおく｡イJ'脇

は五鰹,左脇は川鯉で,いづれも合掌

してゐるo尾形はjlかく彫り,彫像の

う-に濃いかげをつく/jてゐる.

この11-枚の運赫文帝を-て, T･T等さ約2.00mの供養老列像になる.しかし,いまは大部分が的滅

してゐるC (Pl.667i)

〔南壁束部〕明窓の東,節,三脚二はi･:.3さ3.10mの怖轟がたゞひとつある.俳鹿といふには,あ

まりに平向的な構法であることを･Ii:.lnl･':しておかうo(Pl.67) ji根形をつくり,そのしたに帳碁を六

つにしぼってゐるo軒のながさ3.00m.中兜r;h'.JTRのうつくしい座があり,鮎劫口鉄兜する悌像(坐

絹1.05m)を安;;jtするo侭糾右前,右手は雛手｡堪身光は後補の彩色である｡ /.･:47'には三鯉と二鯉の

(:.･膚大人が蓮座のう-にたってゐる｡身止約1.15m.それぞれ痢手で柄のながい天蕊をさゝげる｡

J灘加齢餌(大浦大蔵組,姉川巻, p. 171,472)各JJA.,努恥二つの四枚談は,天女が犬よりくだり,俳

に華丑をさゝげ,説法をきくことを記してゐる｡この三天女はみな過去において迦葉伸上料こ供養

し,八戒帝をまもって!I_i天し,いままた葦毛を俳に戯じて,俳の説法をきゝ生来をうるといふのであ

る｡まさにこの囲像をよく説明する｡

この)siの上Fには粧重な蓮碑文帯がある.つゞいてしたの1第二帆まTLajl.70m,西端には扶H

1 f/I:)蟻孝fT: TJl芸r.lI.】大f珊』北方.; 1'J24年,Fig･31C蚊柳に息~[･枠dllと刊淀して注.法したのはこのEt.t物であらう'
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郡二十六闘こl tFig. 26こl)第九洞三l:.宅南韓西.･Yl;取･牌(鬼丁母囲線脚)

の装飾がせまってゐるため,第二=.lfrfよt)は幅がせまくなってゐるo　その噺tLi約2･90mo(Pl･68)こ､

も困縁談らい､構l舶･1とられ,まづ/,:.∫.･=つにわかれてみる_西中は高さ0･74".の瓦井建築･ (Rub･

IG)なかに轟をきざみ俳像を安ll.I(.!する｡まさに伸殿<あるo慮外には1.:/Jl'に男女俗形の供養舶',

分掌してたってゐる,この第品のある碓築のしたにはIJ.酷の彫像をならべる｡いづれも輔のまる

い此爪形である｡ ).1'_イ;は,なにかlik'席のう-に'女-^Jける僻,まんなかはなにも敷かか､で,ひざま

づいてゐるo軒卜は天我のしたにたつ準71の併催.･tT･;さ1.30■1-. /.･'.わきに比rTlの1'I-.像がゐるo H･'･

語をひくのはイ脇で. MlJ小二ti.I;磐裸形の人物が,しぼ｢'れた舶手をさしだして:,:ち,う-には班を

伏せて介掌する絹努の二人がゐるo(Fig.25)これらも囚縁談をあらはすことは･うたがひか､〇

いま『鄭鮒紬(.｡Hj<AlF.大粒終, lj'･;i'_q怨, p.460)巷∴に｢兄弟二人ともにIHlt家するの縁｣といふのを

載せてゐる.仰寺紐I'T･.かtt,,剃ヒr･.と宰川の女を卵トに追/Fkするといふすぢは,この場~rnlは説明す

るのに充分である.この醇の~ド枚には0.10nlの牛パルメッHJf-I.:･--文弾力鴻7JL,上下の蓮経文帯に

くらべると幅がせか､うへに,中In.的な彫t)かたでよわい｡

第一怖ま鋸状寵である｡(Pl.52,69)酉端iは附'Jの状鰍こ接してゐ7J｡第二冊よ1)はや､東-ひ

ろくなってゐる. i巧さ1.50mのあひだに楯状誼を依ひろく彫t), ･卜J)tに坐仰木埠を安ir'けるo像

前0.92mo大きな肉繁をもった蹄iiの4帥fiである〔 ∫-1の紬はなだらかで,腕がふといo覇権なしに

味に机珊朕坐する｡左ィ,･には八酷の脆坐供養界を二段にならべ,みな合';F･して本尊の方にむかって

ゐる.脚)減にはうつくしい装飾を彫り(Rub.IID),三角司郎街があるoこの藷形は桝酎軒･.'1.陣一

冊のものと照艦しない｡この桁を一段う-にあげれば,ともに弼状窺となI), l'Ll'mstうまく'持分す
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.I.〟)けm るのである｡

--'ik,l'JI　　昭一悼- Tr縁にはかすかに蓮蹄文帯の収

逃があるが,大部分破li'LLでみえない｡(Pl.

52)蓮堀背の上端まで,もとのf:.13さ約2.00日一,

迦Jl_　そこに約1.30mの供養朴､'T:像をならべてゐ

る.破損がひどいので,糾うt':をかひ71:.llnlJ'むき

にたってゐることが,知られるだけである｡

2　主宅東西蛇と北壁

.S LIlt)llI 痕内壁には北喋本尊に封する脇侍晋陳

節二十六糊bり√ig1 26b)第九洞絹仰た称･Tfi　像が,むきあってゐるo(Pl･70-73)堀而691.皮

損にわざはひされて,両方とも.もとのかも

かげは.ほとんどない｡西堀脇仲の無冠(Pl.75,Ru.b･VA)と光珊(Pl.74,Rub･VE)の一部が,からう

じて原形をのこしてゐる｡瑚fl=.身長5.20■1-,高さ0.33mの蓮座上にたってゐるが,瀞勤まもとよl)後

柿であるo 1.:_手はたれ,ィ,A-T･は的ま-にあげてゐる｡これに封し本尊は俳の†,'.i'rt像である｡絶絹

6.60m,これも後世修純の泥像<ある｡

〔-_主菜水肝〕う-からしたまで梶山全酷が水分による溶解のため光れてゐる. (Pl.73,Plan

xIIl)いまは後柳のでたらめな仰歳と彩酢とでかはほれてゐる｡しかし,掃イt'(.はl桝卓の肝仰こ一致

し,三桁あt),位下に供養井を並列したとおもはれる｡ノ胡瓜侍より奥には仙窟がなかったものらし

い｡北壁に接する佃析はすこしカー′Lヴしてをり,北梶本骨の大光鞘の枚が,このあたl)まで1-1よん

でゐる｡

〔二主'ii仰琵〕火脚こくらべるとづっとよくのこってゐるo(Pl.72,PlanxIV)佃喋とかなじ脚f:

である｡ィ,･脇付のかくに俳庵はなかったらしい｡火照とおなじく本年の大光'lYが,このあた1)まで

かよんでゐたもの<あらうCいまは風化による崩壊と,後補の彩色とで統一をみだしてゐる｡

:j't;_Il:.矧j:,･:.Sさ2.30mのうちに上下二轟をまうけてゐる｡(Pl･76,7R)う-は脚搾鹿で,軒のなが

さ2.50m｡軒の錘のところから,ほそい椎をたてゝゐるo柑二はFJ.{7.'･-･をきざむ｡･粁卜に帳幕があlJ.

これをしぼt)あげでく､ I),h州には(I:綱の二人が相封してゐるのがみえる｡手に手に鉢をもって

ゐる.物語ふうの剛毅である.椎の!.A:かこ洋藤､'I･.像がひか-てゐる.このJit':形藷のしたには網状

轟がある. (ttub. IIIAh汚さ0.8('m.中リl･に揮う壬の坐仰, /.･'.榊こ比丘がITL;ii'･し挽'.lfiするr:藷柑こはり'･-I

.)/
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革文の装飾がある｡う-の屋形露と棚開通するものとおもはれる｡屋内の大人は,貧窮したスダッ
Su(1atta

メ(須遁)長老の妻,起者の留守中に俳および俳弟:j'･たちがきて,夕げに用意した米をつぎつぎに施

してなくなってしまったといふ｡布施のため現L牡の大幅をえたといふはなしであるが,これがやは

り閥仁賓減船』 (舟~巨大戒綻,雛四巷, p.459)巷二にみえてゐる｡下線は第二滑と境する蓮経文帯で

あるoなはPL脇侍の大光骨のう-には大判波根Lた,もう一つの犀形寵がある｡南側の寵とおなじ

形式で,蔵内はすでに消滅するが,すがたのよい菩薩Ir:像が,わきにた-)てゐる｡これは南側の尾形

寵にみる愈傍の像と[･.]俵であらう｡

第二榔封.I..持1.60m,こゝには灘廷網状轟の右手がつゞいてゐる｡(Pl.77A,79)つまり二段に凹

鰹づゝの高誓供養天人が合掌疏'･lJ-1.する｡右脇侍の大光背ぎりぎりまで彫刻するので,構図にしま

りがない｡しかし,雲岡の彫刻家は,そんなことに,いっかう無頓着である｡下級には幅のほそい唐

非文背がある｡

第一暦は高さ1.58m,これも,また南壁の尾形寵の左翼である｡ (lJl.77B,Fig･26b)榊差では鬼子

醐lllの凶縁談であったが,院ぎってあるから,掲立した場面であらう｡すなはち交脚菩薩像が中央

にゐる｡像Il,::;1.20ITl.浦勤倹であらうか｡その右脇にひか-る藤凡の像は両壁の隅にある｡破損

してゐて,頭部その他のあきらかでないのが鰻念である｡摘敬と封関するなにかの囚縁談であら

うか｡交脚像とのあひだに,上身だけ,のりだしたやうな合掌供養者がゐる｡交脚像の左脇は二段

になって,高磐の大人が合掌してひざまづいてゐる｡こゝでは左右の像がシムメト1)カルでない｡

第一層の下線は,また蓮輝文背である｡そのしたは,また供養-卦､'II像射彩る｡たゞ現在はほと

んど消滅しつくしてゐる｡

最上層はかなり壁があれてゐるが,天井との堤に三角垂飾帯,そのしたに小生僻の列像のあっ

たことはわかる｡この部分の補彩ははなはだしいo(Pl.78)

L主竃北壁〕本尊大仰は表面がすっかり損じてゐるため,い射まう-に粘土をもりあげて,全

然あたらしい悌像をつくってゐるのである｡(Pl.70,PlanxI)しかし,だいたいの大きさや姿勢か

らして,もとのものを知る手がゝりは若二1二ある｡いま像高9.60m,侍坐像である｡足もとは少々う

まってゐる｡多分はじめは第十三洞,第十六洞のやうに,ひくい蓮座でもあったのかとおもふ.右

手の峯子はまちがひない｡左手もさしだしたまゝであるが,はたしてこんな形であったらうか｡む

しろ,第八洞上層本尊の衣端をにざる捻手形の方が安富であらう.班の螺蒙はもとより不可,た

だその像の大きさなど,案外もとの秦をのこすのかとおもふ｡現在の毒座は高さ1･40m,大きさは

こんなものであらうが,かたちは全然でたらめの改作である｡

単身光骨が北壁の大部分をつゝんでゐたが,いまは右肩に火焔と供養天人の一部がみとめら

れるだけである｡頭上の天井には,光背の先端だけが,ふしぎにのこってゐる｡その光背をおほふ

て天井にはまるい天蓋がある｡(Pl.81)
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.1･･I l･･-　-　__

第二十七闘(Fig･･17)第九洞三i三宝天井略固

〔隠退〕北嶋の繭わき,本尊基座の/.:.ィ.･からト./ネルがひらかれ淵後をめぐって一巡できる

やうになってゐる｡(Plan HⅠ) iF:.･;さは2.70m.人口の橡はすでにまるく溶けてゐて,どんな追捕で

あったかわからない｡(PI.71)I./ネル内部もほとんど溶けてゐるが,北執ま,からうじてなにかあ

ったといふことだけ判断できる｡(Pl.8.5-87)最-卜におよそ1･30mの俗形相形の供謹LE一像をならべ･

そのう-に欄間のやうな糎どt)をつくり.それに飛天をいれてゐる.そのう-は天井で･薙準と飛

天とが,いっぱい彫ってあったらしい.南職j:まったく風化してなにもわからないやうであるが,節

十洞の例からかすと, fI咽の武人列像であったかとおもふ.このなかにたって,油壁の飛天と行道

の列像をみてゐると,あたかも鏡造する人たちの驚青を,いまにきくおもひがする0

3　主　賓　大　井

東西壁,南壁の最上掛こ三角垂飾帝がめぐI),これまでが周壁<あるo(Pl･80･Planxv)それ

からう-は天井,束網が8.00m,南北は東壁ぞひで4.40m,西壁ぞひ<･1･･80m,中村3:本尊天我がで

ぼってゐるため2.20mしかない｡この三角承飾帯のう-に飛天の雁行する一帯がある｡これは天

井なげしにあたるところである｡本命の大勤;弧状に天井をおほふから,けっきょく,天井はコ1/

ヶェヴにくひこまれた雛形である｡(Fig･27)この鮪形は凹方からでた支輪にもちあげられて折上

げ犬肘こなってゐるoそのあがl)かたは,わづかである｡のみならず,JF帽かtl,でた支輪はふとく,
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梁のやうで,むしろ梁とよぶ方がふさはしい｡ながい梁は酬llにあるoその両端が刷ヒの梁と,であ

ふところに蓮華のかざりがある｡ひとつ,ひとつの格間には,三角持造りの天井がくみあげられ･

そのまんなかにも蓮華がつくられた｡多数のとびはねてゐる大人たち紘,みなこの楽のう-にな

らんでゐる｡前室大井よりも統一があり,整然たるしくみである｡たゞこの石窟の造形意慾がきは

めて活溌なため,壁面に彫像があふれ,その結果,構造的契機が稀薄にな-Jてゐる｡ことに,その梁

をふといブロックにしないで,左右に二本のほそい枚をつけたことは,さら吋影像たちの跳梁をほ

しいま､にさせたゆゑんであり,またこの人井のおもしろいところでもある｡

折りあげの梁のあひだに,あらはされた多面多野の講柵は,すでに第七,第八洞扶門にみられ

たし,lXl.;六洞の天井にもあらはれる｡はたして,なに刷とはい-ないが,併徒にとりいれられたイ

1/ド本来の諸相であらう｡(Pl.82-84)

本尊の囚人点は,こゝではその前面だけが弧状にあらはされてゐるo(Pl･81)そのうち天蓋の

内面には,花純か理路をもった犬人たちが,上半身をのりだすやうにつくられ･五人ならんでゐるo

天蓋のふちは欄間のやうな骨ぐみで,それに一々飛犬を彫ってゐる｡欄間のしたからは,折目をつ

けた布片かざりが,たれさがってゐる｡そのうすくたれた下端は,ほとんど破損してゐるo天井

の破損は左右両端がひどく,前耐まわりにのこってゐる｡
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終　　章

第九　洞　の　特徴

1

第九洞の構造と彫刻については,以上でほゞもれなく救逃された｡いまこれに概括をあた-

るに際して,まづ園像撃的な観鮎からはじめたい｡

(1)石窟の本尊について

主我北壁の大俳がこの霜の本尊であることはいふまでもない｡これは椅子に腰をかけた侍像

T-ある｡雲岡の諸相綱一,大像を本尊にしたものは鼻曜五錆,第五洞,第十洞,第十三洞と,この石棺

の九尤指貫である｡しかし,それらは多く坐像であり,立像であり,また交咽像である0倍像であるの

はこの洞だけである｡たゞ,この霜に束隣する第八洞北壁上層の五尊像は中心に佑坐俳をもつ｡こ

れは石窟本尊ともみられるものである.そして,それは,第七洞北壁上唇の交桐菩薩像に封臆した

ものであった｡ちゃうど,この:j'S九洞の併佑像も,それとおなじやうに第十洞の本尊交脚菩離像と

相対してゐるのであらう｡つまり第七洞,第八洞-封霜の意味を,そのまゝ,こゝに踏襲したもの

であらう｡したがって第十洞の繍執菩陳に対し,この本尊は樺迦僻であらうoこれに薯陳の:;r一像が

左右に脇侍となり三尊俳の形式をとってゐる｡併菩薩の三尊形式を石窟主食とするものは,雲間犬

猫中たゞこの第九洞のみT<ある｡

(2)価､'r.像,併坐像,併交銅像について
Dipall-kara liuddha

俳_;I･_像は,まづ前竃東南隅の餓甜山上の大宮にみられる｡これは過去の発光体である｡それ

は摩像であるとともに,本生談の一節をかたってゐる｡つぎに結伽朕坐の俳優は石窟内いたるとこ

ろにみられる｡右手をあげ,左手は衣端をにぎって膝の上におくをつねとする｡二併ならんだの
Prat)hiiL.1ralna     S豆kyamunl

は,過去の多賀俳と現在の樺迦俳をあらはすo llf燭のものは,ほとんど樺迦俳であらうが'前宝西
R豆h111a

壁の北森のは安子,羅喉経に勅封両の種迦僻である｡したがって,めづらししヰつきである｡主宝
Ni(lanas

南壁には■ul錐資政経』の困放談にかたられる伴迦牟妃俳がしばしばあらはされてゐる｡

過去の諸俳はいたって多い｡みな精励朕坐のかたちである｡扶融内に七建ある場合は,過去の

七俳としてよいであらう｡けれども,こゝでは,ほとんど定数がない｡むしろ場所しだいの感があ

る.したがって無数の過去俳が前面の八角大柱をうめ,主宝,前室の最上層を,あますところなく

うめる｡過去無量劫中の俳は,その数つくるところを知らないのである｡けれども,その表現の形

式は,さきに机､ったやうに((,1)シムメト1)イの通吊と(b)右肩･右腕を衣端ですっぽりつゝんだも
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のとの二種しかか､｡(P】.58,66)これは千俳凋特の形式であるo　そして,これを,かならず交LTI二に

ならべておく｡千俳以外に,この稗定の坐俳があらはされるのは,王室両壁｢fl兜の屋形内,また主

窒丙壁雛二滑の併藷内であるo(PL57,76)肝ヒ,第八両洞にはこのやうな例はなかったoなほ前室

北壁の聯勤背離の貿冠に,酵定の枯伽鉄坐僻のあったことを想起しなければならない｡ (Pl.15A,B)

交胸像は通例賓冠をつけた菩儀像にかぎられてゐる｡ (Pl.17)しかし第九洞前室内壁上層には
u?niラTI

肉撃のある俳像で,交附してすわったものがある｡(Pl.18)この喋と背中あはせの第十洞乗壁上暦

もおなじである｡これらは,ともにその封壁の交脚菩薩像にあはせるため,したことであらう｡き

はめてめづらしいが,第七洞,第八洞でも例のあることである｡

(3)菩薩交脚像,菩薩牛蜘像について

菩薩形交囲像は前玉東壁上暦,北壁下僚東郷こある｡ (Pl. 15, 17)いづれも赤手が挙手,左手が

僻手形だが北壁東藷の像が,めづらしく合掌してゐるのは修fElf.の結果であらう.漸動像であるこ

とは,賓冠中の化俳によっても知られる｡菩藤平跳像は前玉東嘱上静に,交脚菩陳の脇侍として,大

きく相対してゐるが,樹下に^r'-I.してゐることによって,太子思惟像とみてまちがひないo(Pl.17)い

つも原則として交脚菩薩像の脇侍としてあらはされる.

(4)脇侍について

この石窟では,まだ脇侍形式がさだまってゐないo主宅大棚の三尊形式をのぞいて,前室榔琵

上層寵, rrl'rJIJfT,i姦ぐらゐがはっきり脇侍の菩薩-;rl.像をあらはしてゐる｡(Pl.1)前室北壁ード斥チ交脚

菩薩像の片脇侍も,場所の関係で一方が略されたのであらう｡これらはあきらかに薄儀像とみて

よいが,なに拝薩であるとはい-ない｡また天人像を脇仲とした場合があるoいまかりに賀冠のあ

るなしによって区別しておかうとおもふ｡さらに,前室北壁上帝などは寵傍に比rIl_の~;r.像がある｡

(pl.13)これもまれな例だが,一種の脇侍としてあらはしたものである｡とにかく,こゝでは,すで

に三尊形式は,はっきり成立してゐる｡しかし,それにしても,そのほかの表現がみられないほど固

定してはゐないのである｡_--奇の例,籍著でない天人や比rT･j=ちにとりまかれた例は,第七洞にく

らべるとすくないが,いくらかあるのである｡いひか-ると,菩健,天人,比rT-.のすがたの供養讃仰

者たちにとりまかれ,それrl身槽押されうるほど威厳のある菩健立像にともなはれない主音の仰

寵が,いくらかはあるのである｡一般に第九洞主竃は,困縁談をあらはした悌轟がつくられてゐるo

Lたがって脇侍その他が物語の内容に地;じて形をか-,尋常でないのはやむ変えないo

(5)高撃天人,逆髪天人について

天人は高馨である｡教に柔和な表情をしめし,姿態は女僅的にやはらかいo上身は裸形で,し

たにはながい裳をつけてゐる｡童子は逆髪で,あるひは子供っぽく,あるひは大きな眼が怒りっぽ

い｡だいたい全裸で,みじかい腰衣をつけてゐる｡天人も,素子もきまって,右肩から左わきになゝ

めに天衣をかけ,そのはしは左右にひるが-ってゐる｡囲光がある｡俳寵のわきに挽坐するものと
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飛行するものと二種あり,ともに俳陀に封して恭敬礁誤しゐる｡逆裟形はもとより天の男子であ

る.高磐形は,かならず女性とかぎるわけにはいかぬけれども,作者の意凶はおのづから優美な姿

をねらってゐる｡(Pl.41)天の柴人たちはみな高暫形である｡大の綜女といひたいところである｡

第八洞南壁のやうな奏楽の童子はみられない｡践坐合掌のかたちには,いづれも大した奨化はな

い｡しかし飛行のかたちは十奨酎ヒである｡だいたい,第七洞,第八洞の飛天の形式に似てゐるが,

敏雄の飛大をつらねた帯状の表現をみると,かれとはちがった,あたらしい前想がある｡前宝天井

東西梁に,ジグザグ形式をもちひて縦にならべたものとか,主室大井ー卜縁に雁行形式をもって,横に

とばしたものとかがHだつo(Pl.31,80)飛天をもって波状文様をつくるわけであり,これは第六洞

にも踏襲された｡

童子は,また,ものをになふ保儒としてもあらはされるo(Pl.20)丈がひく　ゝ,脚のみじかい傑

傍であることもあるが,かならずしも,さうとかぎったわけではない｡大きな物をになっで怪力を

しめしてゐるのは,ギ1)シアの71-ラ-/テスのたぐひであるoそれはガ./ダァラにもあった｡たと

-ば前室南壁列柱のう-にもちひたものがあり,基部にもあり,前宝東西壁の蓮難文帯のしたにも

ある｡さらに,すっかり原義をうしなってゐるが,前宝北壁骨柱各層の素子も(Pl.50),もとはとい-

ば,アトラ./テスであらう,これらの傑儒はまた,前宝桁の肘木や,梁の肘木としてさかんにつかほ

れてゐる｡(Pl.34)その州法は第七,第八洞にもないことはないが,この洞と第十洞とに,とくにさ

かんである｡これらも,もとより大であらうが,ごく地位のひくい,肉鰹の力をもって奉仕する紳た
Yak苧a

ち,いひか-るとヤクシァ(柴又)たちであらう｡

(6)武装天人,多腎多面天人について

これとちがひ,おなじ逆髪形であっても,もう一段地位のたかい存在がある｡ -一欄iLには大輔と

い-ようか.多くの春展をしたが-た一新の統率者である.楽天であり,帝程であり,天王であり,

金剛力土であり,阿修羅である｡前室北壁の-封,扶門両側の一対,主室南壁の-封は(Pl.60),みな

Ⅰ円守をつけた武装細,かならずしも金剛杵をもたぬが,金剛力士であり,門細であらう｡主室天井
Asllra

梁Huは逆髪の裸形である｡(Pl.82,83)多面多皆の紳像アスラ(阿修羅)のたぐひであらう｡さきの

ヤクシァたちとアスラたちのあひだには,根本的相違はみとめがたい｡

(7)剃髪形について

前窒北壁東西上障姦傍にみるやうな剃髪形は,あきらかに比丘である｡(Pl.13)付表をつけた
aup'1P云daka

程骨の弟子である｡しかし,おなじ義教で,顔がまろく,蓮華中にをほだす化生がゐる.清揮無垢

の化牝を,そういふふうにあらはしたのであり,戒行にまめな比丘たちを化_/I:.のどとく清浄無垢に

感じたのである｡また,前妻東南柱の天宮上部ではガァラ./ドを手にしてならぴ,前基層柱の柱頭
ウケ′サ

承花のあひだにも合掌してあらはされる｡(Pl.12,27)これもまた一種の化!l:.であらう｡

(R)本!T=_談,困縁談の表現について
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この石錨には困縁談をあらはす造像がかなりある｡いまそれらを,新.(.典内容とたゞしく一致さ

すことは,きはめてむつかしい｡壁芸の描烏のごとぐ情景をこまごまとしめし,背兼や人物の特色

をこまかくあらはすといふことがないからである｡困縁談を表現するには,いくつかの場面を按

配し,その時問的推移を知らせることが必要であるが,雲岡彫刻家は,この鮎にあまり考慮をはらっ

てゐない｡それができてゐるのは前宝障壁にある搾彫シャァマ本姓にかぎられるo(Pl.19-26)こ

れはおそらく西束の粉本があって,それが,ほゞそのまゝうつされたものであらう｡その他はみな

奪像本位であり,併轟をflT.iィ､fI:としてゐる｡尊像,併轟をつくって,それを説明するなにかの相性が,

わづかに附加されるといふやり方である｡

前室では

2)定光悌本姓(臼コ過去現在因果経』巻十･ - - A ･ ･ - ･束潮.lEi柱大別ヒ面(Pl.27)

b)羅喉羅因縁肝雅賓蔵綬』巷十) - - - - - - ･ - - -西壁下府北禽(Ⅰ)1.6)

主室では

C)大女華蓋供養因縁(『就賛成軽』巻五) - - - ･ ･ ･ ･ ･ -南壁東部雛三桁(Pl.67)

d)兄弟二人ttiJI家因縁肝鼎周蔵折』巻三) - - - - ･ ･ - ･両壁東部第二府(Pl.68)

e)尼乾千校火内線(『嫌寅政経｢』巻八) - - - - - ･ ･ - lh.壁抑祁第三博(Pl.61)

f)八天次第問法縁肝雑貨政経』巻三) ･ ･ ･ - ･ - - ･ - ･両壁叶部雛二桁(Pl.62)

g〕鬼子祉夫子困枚(『雅賓戒経』巷九) - - - I. - ･ - ･南壁肺''T-15第一骨(Pl.64)

h)須達1達者捕獲報因縁肝雅楽蔵搾』巻二) ･ I - - - ･ ･ - -抑程弟三好(pl.76)

などみなこのやり方である｡たゞ,ちがふのは明窓である｡これは禽形をなさず,また静的な摩像

をもちひず,動的な浮彫表現のうちに両壁相封して物語を展開してゐる｡

i)茂樹菩薩問答株(『付法戒因縁侍rロ巷五) - ･ - ･ - - - -明窓両壁(Pl.62,64)

j)閣僚貴りバラモ./因縁肝付法蔵内枚伸』巷六) ･ - - - -明窓両側(pl.46A,13)

明窓両壁の固像は解説(P1.40)のうちで二解あることをしめしたが,こゝにあげた諸因縁談がみな

鼻曙の『雅貿赦綬』にでてゐるのみならず, (C)天女華蓋川縁, (d)兄弟二人川家因縁, (e)尼乾子投
Nid豆zla

火因縁, (f)八大開法閃縁のごとく,とくに他の書にあまり載せない困縁談があるのをみると,明窓

の搾彫も曇曙言軍の『付法政因縁侍rnにった-る龍樹薄儀の問答枚とした方が安首かとおもはれる｡

(a)定光俳本_/i:., (b)羅喉羅因縁は他の洞中にもある｡仰像であるとともに,その俳の前生に直結す

る本生であるo定光俳の本JI:.C斬過去現在因果紅』の野蚕にも説かれるところで,五,六11埴巳の造形

美術のう-にはさかんにあらほれた. (g)鬼子T:l因縁は,この洞がこの時代における唯一の造例だ

が,しかし,これは発光併本姓,羅喉羅凶紘とともにガンダァラ薬術のうちに,すでにその表現をみ

る.これら(a)(bHg)は,それぞれその形式のもとづくところが,多少追究できるけれども,その他

のもの(C)(d)(e)(f)(h日iHj)紘,まったく肘列をみないo全然粉本がなかったとはいひきれない
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が,飛匪上で鼻唯がロコ薙賓政経_恨つくった程度に,造形上でもかなり欄創的にその間像を構成して

いったものとおもはれる｡そういふ意味で,もっとも重昭のいぶきが,つよく感ぜられる洞錨であ

る｡おなじ一対霜でも,第十洞になると,やゝ事情がちがふやうにみえる｡
Na-ga

(9)龍虎,龍形について

彫飾尖挟露の扶端には龍,また虎の彫節がしばしばほどこされてゐる.首‡怪では北壁明窓, rr1-i

上層束轟,および西壁下野,圭'if.では両壁西部節三筋がこれである｡ (Pl.9,14,6,61)それらは郵部

と前肢とをあらはすが,尾AtTr.;･がいづれもはちきりしない｡本来であれば,獣身がのぼって扶梁とな

るのである｡その例は雛七,雛八洞その他では,いくらもみられたが,この節九第十洞にかぎって,

この獣身をやめて,飛鳥の列にか-たり,飛火の列にか-たりして,賓に彫刻と装飾との過剰をし

めしてゐる｡これら扶端の龍虎は,そのかたちをいふと漢代の博続にもとづくものだが,さらにこ

れを俳数化し,ィ./ドのナァガ(龍)と習合したものが前宝東西隅の須輔山をまく龍身であらう.

(Fig.18)

(10)獅子像について

チ醐与本尊のわきに獅子を彫るものは献策に六カ所ある｡東西両壁の上桁,下僚の諸轟,北壁T

僚東西雨露等であるo(Pl.6,7,15)これらは形式的であり,非端貨的であるが,第七,第八舶r･()の獅

子と,よく似てゐる｡一般に,交脚像の左右には須禰座わきに獅子をつけることが多い｡これは第

七第八洞で,すでにさうであった｡こゝの主駕本尊の両わきに獅子がついてゐたかどうかはわか

りにくい｡第八洞｣滑の俳恰坐像には,たしかに獅子があるのだが,第九洞ではなにぶん保がかはっ
Si)l1]l謹sanこ1

てゐるので,たしかなことはい-ない,j獅子はもとより樽輸聖王なり,怖なりの獅子座の意である｡

ガ./ダァラ美術では菊賓的な獅子が,こしではかなり装飾的にあらはされてゐる｡

2

つぎに,この右端の構造と装飾について観察してみよう｡

(1)ふきはなし列柱

節九洞,第十洞の共通作は,ふきはなしの列杵を前室南壁につくったことであるoこれは雛十二

洞にもあるが,よそにはない｡中央アジアの誹fr錆にも,アフガニスタンの誹石錆にも,ふきはな

しのイ諒と:をつくった例はない｡しかし,最初からなかったものだとは,かならずしも確言できない｡

たゞ現有するものでい-ば,ガ./ダァラの寺院建築,あるひはイ-/ド開院の直接七:3響かとおもはれ

る｡しかし中園における古来の木造建築をかんが-ると,ふきはなしの列柱があってもよいわけで
ド

ある｡たと-ば四川省常願その他の岩壁にうがった横穴石室墓をみると,その｢■JHを建築的にかざ

1 V･ Segalen･ (l,. de Voisins et J･ Lartlque, Mission arcjt/eJnlogLque e,i Chime, Tome I, Paris 1923, 1'ls･ LXILLXV･
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り

り,こゝの前面とかなりよく似てゐる.山東省嘉伴願の武氏イ1一室の雨堂正面も参考になる｡中開

に本来,吹きはなしの柱がなかったとは,ちょっとい-ないわけである.だから,たゞちにィ./ドに

吹きはなし列柱の源をもとめることは危険である｡

(2)大　井

前室は格大井であるが,まろく東田側壁に移行して, (a)かまぼこ天井の気持を存してゐる｡

これはいくらかキジィル的である｡王室はめづらしい(b)折りあげ格大井である｡さうい-ば,前

宝も南北から保傍でさしあげられてゐるのは,折上げ的でもある｡(P1.30)これに似た構造の箪十

二洞前宝は,この種の保儒をつかって,あきらかに折上げ大井をつくってゐる｡第九洞主義の四方

からでた梁をみるのに,梁いっぱいにのびあがったやうな大人を一人づゝ彫ってゐる｡これも,もと

もと,傑儒の持造りから脱化した意匠とい-よう｡この折上げ大非も敦塩から中央アジア,アフガ

ニスタ,/にまでさかのぼるが,中国の木造建築にもありさうな構造である｡ (C)格大井の梁の交鮎

には蓮華をおくo　これは常道である｡そして梁のう-にも格間にも飛大を彫る｡(Pll30)その彫り

方は繁縛でさ-あるo第七,第八洞にくらべて格大井の構造に貨貿さがない｡みせかけで紫密感に

とぼしい.構築形式のよわいことからみても,第九洞,第十洞が第七,雛八洞以後の造営であるこ

とをかたってゐるo棒大非は,その起源をイ-/ド錆院までさかのぼるが,他方,中開の木造建築でも

藻非の名でふろくから有名である｡ (d)三角持造り天井は前室T<も,王室でも,格間を直ぎって,そ

のなかに二~if勺持造りをつくってゐる｡そしてそのまんなかに蓮華をいれる｡これは第七,第八洞

ですでにみた方式だが,これもまた教燥千仰洞にさかのぼり,キジィル,バァミャァ'/,そしてつひ

にガ-/ダァラにまでいたることは,すでにのべたとほt)である｡(本書,第五巻,p･31)この洞では,

もはや構築的意義なく, -弔なる装飾図校である｡

(3)随　道

立宝木葦のうしろをめぐる通路があるo(Pl.85)これは第二刷rlにも第十沖的こもあるが,その他

にはない｡これはあきらかに中央アジアのキジィルの形式である｡けれども主尊大像のわきから,

そのうしろをめぐるといふやうなものはない｡みな主食をふくむ愈像で,その両側とそのうしろ

とに直角に通路がつらなってゐるものであるoこゝのものは,むしろバァミヤアン大像の背後にあ

る通路,あるひはその坐像錆における骨後の通路に,より近似性がある｡ガ./ダァラ乃至古代ィ./

ドでは,綻道の風はもとより古くからさかんT<あったが,尊像をめぐる石窟の構造ができたのは,し､

はゞ第二期(300-650A.I).)グ70タ朝以後で,さういふところに,この構造の源があるのであらう｡

(4)塵田の構成

招請全腔を建築物のやうに構成することは第ノし,第十両洞の期著な特色である｡その鋸で,こ

れにもっともちかいのは第十二洞であるが,第六,第七,第八の各洞もべつの意味で建築的である｡

1脚野穴『友邦山kL省に於ける漢代墳某の教師｣】 1916年,Fig,4C
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つまり慧岡中央地区では,かういふ構造的傾向がとくにつよかったのであるoだいゝち,壁伯l-をたゞ

しい酬iri_にTf.t7...ざることが指摘できるoすなはち,この石窟では明窓,鉄門に腔じて二つの滑をおき

(plan IV),各層の境にかならず装飾文様の縁飾をつける.明窓や鉄門には扶額,尾根,楯,柱などを

まうけ,大井には柊天井をくむ｡献呈の列杵はもちろん,きはめて建築的である｡さらに建築装飾

の数巣を登捧するために各種の露形,秤,装飾意匠が腰用される｡

主室壁~lf両こは困放談が多いo　この本来,約諾的,叙述的たるべきテェマも,こゝでは建築構造と

しての轟形に拘来され,叙述にかならずしも必要でない悌轟が,つねにおかれるQ　といふよりは,

まづ寵の位置がきまり,つぎにその彫像が考慮されてゐる｡中央アジアのポ錆掛軸ま多く壁書に

よって本場衆,俳博,困縁談等を表現したが,この洞のやうに固像に関係のない藷形はゑがゝれな

かったのである｡禽形があれば,それはかならず屋内をものがたる道具であった｡雲間では,寵形

は奪像に密接して,きりはなせない光背とおなじやうなものであった｡この節九洞,第十洞は,とく

にその主室にかいて愈形は小さく,藷傍の人物がにぎやかで,寵のもつ統制力はにぷい｡その臥

第七,第八洞の,がっちり寵の構成からなりたつ石綿とはちがふ｡おなじ建築的といっても,第七,節

八洞は,禽構成的といふか,石造建築的といふか,とにかく非木造建築的である｡それに勤し,第九

洞,弟十洞のもつ特色はいはゞ木造建築的だとい-る｡つまり,寵構成の統制力がこんなによわい

のに反し,木造建築の意匠が,いたるところにあらはれてゐるのである｡たとへば,まづ,この右稀

の両壁j紬iが軒ぐみと列柱とをつくり木造建築ふうである｡なかにはいれば献策北壁iF.面に木造

ふうの大門がある｡左右をみると東西両壁の上博に大きな尾形寵があり,鍛上幣の楽天禽列には,

苗字くづしの欄軒がある｡王室にはいれば,両壁窓下の屋形(Pl.10)をはじめ,その他の屋形寵,の

みならず,南壁束部第二暦には岸根から韮壇までそな-た俳殿がある｡(Pl.68)第七洞,第八洞で

は,まだ,かういふ屋形寵はあらほれてゐない｡

(5)轟形について

この111-錨であらはれる露形は('l)実状轟, (b)相撲轟, (C)屈形寵の三種である｡尖扶藷は主室

両壁にたゞひとつ明瞭であるが,前室に六つと明窓の外がは,門口の内がはの捌決にみえるものも

矧まみな実技轟であるo (Pl.6,7,9,55)楯扶轟は前等iV=二,主室に三｡ (Pl. 15,52,53,76)屋形寵は

前完に二,主墨に川｡ (Pl.17, 18)

こゝの実技は,みな華麗をきはめ,扶轍の上級下線に,こまかい飛犬や飛鳥を密接してあらは

す｡そのふかい彫りは,さながら透彫をみるやうで,そのため扶額の建築的な力はあいまいになり,

その実状の頂もはっきりせず,囲杖のごとくみえるのである｡このことは姦傍の柱がないことにも

関係がある.節七,箪ノし洞では,柱やうのものが,なにかあった｡あるひは頭だけの轟のやうなも

の,あるひは花束やうのもの,いづれにしても,とにかく秩端をうけるといふ意識はあった.弟九洞

でそれのみられるのは前竃最上冊の楽天の寵だけである｡(Fig.13)その他はどこにも,さういふ
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意識がみとめられない｡それで,明窓のカ.)アティデスは遊離してしまひ,その他はバラモ-/倭,比

JI･.像,武州像射彫って,構造的には意味のない造像が流行する｡一腰構造的なイ淵であるが'かうい

ふ郡になると構造上の意識がまったく不明瞭になる｡

楯状額は,その梅内に飛天のみをならべたもの(前室)のほか,パルメット唐草(主壁南壁西部)

あるひは運上似1:.(主室南壁東部) (Rub.VIF)をくは-たものなどあり,かなり壁化がある.いづ

れも,あさい彫りで,称亡,第八洞ほど力づよいものはないo

この洞,および第十洞で注目されるのは屋形が多く,しかも,うつくしいことである｡尖扶'楯

状はガ./ダ-,ラ洋彫はじめ,中央アジア各地にみられる｡しかし,jl貢葺尾根は古来中開燭臼のもの

である.それがこの郁謀の主要な禽形として,さかんにあらほれてゐることは,きはめて注意をひ
'l

く｡棟の鵡尾,三角火煩飾,鳥飾,軒卜の楓三ツ斗,叉手束,大曲とり角柱,蕗字くづし欄杵など,節

宝正面の大門は荘重かつ厳加である｡(Pl.10)北魂帝都の大伽藍乃至畠城,宮殿のおもかげがしの

ばれるのであるo　これらの要素なり,建築はすでに漢代から,ひろくつかほれてゐるものである.

屋形の簡略なものは,軒下にすぐ三角垂錐をつけ,あるひはすぐ張碁を波うたせるものがあるo

(6)柱について

この石窟にはさまざまの柱がある｡もっとも目につくのは八角柱と重刷もその他であるo

a)八角柱　前宝南壁の高さ9.00mの列柱では八角の柱身に千僻を彫刻する｡柱弧柱基とも

に豪華であり,ほかに比類がない｡八角柱を浮彫にしたものが,前室東1削偶(P]･27)･束壁上軌北

壁下僚鹿部,西部にある｡これらの柱哀別まかな●らずしも一定せず,大斗あり渦巻柱頭がある｡柱基,

柱礎などはかならずしもあらはされてゐか､が,前窒列柱は貨際に真意をうける柱であって,八角

柾身をうける蔓座,またこれをになふ象,またその毒座がつくりだされてゐる.(Pl･4)この柱,こ

の軒組を問題にする場合は,まったく中剛勺にもみえるが,この象の轟は,なんとしてもィ,/ド意
K=rr1

匠である｡直接の例語がなくても,ありうる意姥であり,カー′ルリィのチャィティ-,･.洞入口にみる象

の彫刻などから類推せられよう｡八角柱はもとより中国の大河とり角柱であるが,柱基なり柱頭

なりにはほかの要素がはいってゐる｡したがって大斗そのものは中図のものとしても,皿板をもっ

た皿斗は,またべつに考慮されなければならない｡

b)重庸柱　前三明窓左右の重層柱は北壁の東上層をさゝ-る形式である.むろん浮彫だか

ら,ふかい構造的な意味はない｡五盾になり,童子の跳躍像をおさめてゐるo西壁屋形寵の重層柱

は凹樹で,各層に悌寵をまうけてゐる｡(Pl.18)かやうに暦数は一定しか､が,構造はおなじであ

る｡柱頭はパルメット飾がある.この重榊には第･L-,弟八両洞でも,たくさんあったo第九,第十両

洞はそれをまねたとおもはれる｡雲岡では木造塵層塔の溝掛まかなり多い｡しかるに第七,第八洞'

1火桁三角附)ほかは,みな摸代までさかのぼるc JJla搬巨臣77.i)/lのmlL扶寺-托朋鵬刊畏』 (;･.;=誌叢再, :1,r二, pl157 )には,これ

を火-炎とよんで,fJる｡
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終章　第九洞の特徴

第九,第十洞の皐軌niでは,まったくこの木造

坊をみないのである｡このことは,これらの

右端に共姐するいちじるしい特色であり,

ひいて常辺の順位を堆'起せしめるよりどこ

ろとなるであらう｡

C)その他の純では人像柱をとってみ

ても,渦巻柱iiliの方柱(架大鹿)をとってみ

ても.肝ヒ, ,'Xl;八洞との期似がみられ,しか

も,それよりやゝiLt基的原滋のうすくなっ

てゐることが托C･l:をひく｡これは:j'1;九, 1141;

十洞の一般的･r'I三門である,

(7)袈飾文様(Fig･ 281;'･2)

a)絡馳文(Fig･28a)はいちばんかんた

んで,前'if_のいたるところにつかはれてゐ

る｡小閑では,撲代,もしくはそれ以前の時

代に,すでにみられる｡

b)漣雅文(Fig･28b)も,各桁の枚かざ

りとして,なかなか,さかんにつかはれてゐ

る｡越rqc攻は,つまりロゼットであるが,こ

れを帯状にすればこの蓮雅文狩になる｡ ･'X!

七洞,,'j't;八洞以水,もっとも北本的なもので

遮あるo批lj'1;A.;梱ものにくらべる千･こ
このは弗端が急に折れてゐる｡こゝでは,

またrl;JIRの座に,しばしば仰妹と,傭雄との

-机としてつかはれてゐる｡

C一m日.r抑文様tFigl 28C一･-3O) J'Xl;九'節

十州■･)には肋草文様が多い｡ことに雛九洞

は_I.盟),･:i,･であり,また盟鹿である.みなTA'j素

なパルメットを基調にしたもので,つぎの川

碓効にわけられる｡

i) 11'･パルメット波状脚:.攻(Fig･28C,d)

これはS-JI'･形に手.ifEHける′I'･パルメットを交

;I.パルメットぶったぎー史

h.パ'LメソトLj{_ノなざ丈

i.パ′しメット王冠/_)たぎ文

節二卜八糊tFjg･ lltql節九洞文様闘横倍文(a-i1
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望開不精第九洞

的こ反問し,つないでいった波状文(C)と,まづ波状の蔓-普,牛ノりレメットを交Ilt:に附著させた

もの(d)と二種類ある｡前者は'主墨第二陣と第一簡とを境する縁飾(P7･51), f･'li壁:j'ti三肘の東西

両件像素庫の飾(Pl･61,67) ,ト細部第二悼建築基壇の飾(Pl･68),扶門アァチ内側株価,前倒し憾Lド

屠南北酬順素座の飾(Pl･6)としてつかはれてゐるo後潔は主瑚-一冊の面壁西露(pl･61)と西壁

尾形轟(pl.76比にみいだされる｡ともに杜にたてに彫られてゐるoその仰7':biたがひに接近して

ゐるのは,おそらくFrl･卜工人の彫ったことを暗示してゐるとおもふoこれらの牛パルメット波状所

帯はかなり粗排で,一つづゝの牛ヾルメットをみると形がよわく,節七,第八両洞の雄勤な表現と

はくらぶべくもない｡

ii) ll,･パルメット並列肝甘史(Fig･28e)ゆるいS･T･形になったやパルメットを,そのかよこに

ならべていった文様である.前瑚ヒ壁の上肝糾雨露(pl･13, 14)･およびIJ附露の併像華座(pl･

15b)にあL,)はされるo東轟は補彩でわからないが,おそら<r服であLl,5°これも第七湖八両洞

の力づよさはうしなほれてゐる｡

iii)輸つなぎ脚二丈(Fig128f-i,29j)これは輸つなぎのリズムを基調とするDギリシア射りこ

けでにみられるが,こゝでは輪のなかのモティフが榊かはらず中りレメットで,よほど素朴であ

るo前制ヒ壁上酔東州南歯の休養庫の紘飾,前竃南酬執さらに東酬-ul]･ rJLIl南隅にもみLt,iLるo

(pl.13,14,27,29) ′ドパルメットf酔そのものが輪になったもの(i)と,輪のなかにパルメッ=柑-T//1J-

(fト(h)細さめたものとがあるoさらにこれを,もう一一附磯にしたものは,新制TifTLJ上の桐に

ぁる｡輪つなぎ附二にほそい線なくは-,さらに,その輪のなかに了粁-さめてゐるo(j)雲間

諸石窟のうち,これほど豊麗な肝草丈は比類がないo

iv〕縦形輸つなぎ肝草文(Fig･ 30)これには--:･種類(k日1日m)があるo一つは拙‖lT/･チ外縁に

みるもの(Pl.37)で,二像の紐からなる卵形をつなぎ,その接合鮎には′トさい蓮華支払かくo(m)こ

れは西洋r川に流石した絡縄文ふうなものを基調にしてゐるo卵形一勺にはパルメットを形よく配

し,そのう-には荊1-と鳥獣とを交-EIIに滋小てゐる｡鳥獣は側面にむかってはしろもので･ TIT酎｢

来の卸伊にほかならない.他の一つは前制ヒ貯珊東神南轟の傍拙1,1･15)にほどこしてある｡

まるい卵形ではなく,尖卵形ともいふべきもの(1)で,たてにわれば牛パルメット波状肝閏(d)が

-JT:.イ]･VLできる｡これはモティフとしで牛ヾルメットを徹底的に利川した文様である｡統一があっ

て,うつくしい｡須三は前室束壁上冊の左イ淋(Pl･17)にあるo(k)これも牛ヾルメッ川津文(C)

を左右からあはせたものである｡

以上, I)Ll種難の栖判けべて細据な装飾部分にほどこされてゐる｡基本形式としては,第七,

雛八洞にあったわけであるが,こゝではさらに複鄭多様になってゐるo肝ヒ,第八洞の大がらで刀

法のするどいrf-:J影とはちがひ,むしろ御伽で豊麗な鋸が特色とさjLる｡とにかく,この洞におけ

る各モティフの,くづれと弱きは否定できない｡なほ前室列柱の基部に酎二と:-I-角とをならべた典
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終章　第九洞の特徴

-I-⊥二･.~　､　I rこ√.,ー　1｣ LJ　.1 _て--_､　_>　　-_ー_　　′一　一_′･･___　　__｣ ⊥一　一　　｣　　l_ー　　__千_一･.･..　　　　L　　　　　　　_　　.-　ー_　▲

一　　　　　一　　　､~~′′/　ー＼､J-′　　一､一一li V　　ーJ二一二一　し-/･ノJ: ＼＼ヽ- /　ー｣~　　J　　　~､/　　1　-　/　　　　　ーlJ　＼▼~､~..~′　~T-

第二二十)し附【FiiI･ '291,第九洞文様圃(.''')械帯文(j)

‖-...〓〓リH

jt,.言,['･j･阜:..17Jv;'訂

∫

t:.TG

lr

引い引ト　　　　　　ー　-　･　　　　-　　r一一

.I/　　　..　　-　　　一　　　J･　　　_　　　　~　　.　　~　　･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　~.　ノ　　LII･-　　　　　　-

那三十FES-1 (Fig. 30)第九洞文様闘(4)縦帯文Lk一m)　　　祁三十一関(Fig･31)複合唐草(p)

~｢

耶三/卜一柳(Fl'g･ 3Ll　第九洞文様周(5)柏合唐草(n-o)
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耶三一(･二二囲tFig･ ･32)節jL洞/k楼岡tT･逆･Tc;文(･1-t'

常な帯状文様(Rub･IVc･)があるが,その構成の要素がはっきL)しか､のは'/'R念である,

nl)HklTlJfLl:･'･文(Fig･ 31)なはIJ･.A:(.'(･の文様帯ではないが,パルメ17トを酎ヒさせた袈飾文様は

いたるとこ7)にある｡たと-ばパル}ットの二輪文(n),眺Ill-i(o), ､'(:本文(p)とでもいふべきいく

つかの印類がある｡そのうち前二打は蓮LI'L.･:･文などとゝもに脚北朝の唄先攻となり,後抑封与匪'ff

'jtfの側In-の細になってゐるo

q-t)蓮~tl'R:-文(Fig. 32)肘lL攻が'IT'摺成されたことはいふまでもない-肝i]･'.大井梁の交Ii鮎

にまうけられた蓮tlr;･(r)は,ひい､た蓮堀の小心に,まるい;ill.I:のやうな突起をもつoいはttl'･関の迎

華をあらはした,めづらしいかたちである｡櫛座州Iの糊にもl･･-]接の蓮:町q)が門斉としてつかほ

れてゐる,i(Pl.10)これをFtI層と解柁するならば,多少その突起の州flがわかるであらう,Jまた,し

たがって大井の蓮華も,この門帯からT植化したものであらうoこれらは,その他r勺外の大井にみる

蓮tlr:A(S)とゝもにみな_rti堀であるGそして輝のさきが痩せてゐる.ちょっと桔梗の花殊のやうであ

ち.しかも,六細,七雅といふのが多いのもこの節JL,十洞の特色かとかもふ.また彫像のすきま

に蓮1-華(tけちらしでゐる｡これは雲岡によくみることであるが,こゝのはみなrl･1･郷であl),湖の

もりあげ方が,あくまでこの洞濁特である｡

3

:Xt;九洞が西隣の:j'1;十洞と-2･:寸描であることはさきに述べた,鵬洞仲Ilあはせの鵬喋を軸とす

ると,鵬抑i:まことによく照砿してゐる.前'1,.三の構造は,とくにこれを詔糠だてる｡しかし明窓や

状門や七IiiJ,liV料こなると,かならずしも全然T･8-ではか､｡たがひに壁化させIr.(ミ鮭させてゐる｡

南方に壁化をもたせつ､も,仝酷の大綱を一致させ,こゝに紘一のあるみごとな一対用をつくりあ

げたのであった｡いま.これを-酷としてみると,この追捕璃業はJJi:f'Yl]出荷小にか､ても剛旨の大

52



終章　第九洞の抑微

企書であったことが想像されるo　この造骨は,はたして,いつごろおこなほれたのであらうか｡

まづ初期石錆である英昭~上帯射てくらべてみる.本尊大俳を安間する許諾は一致するが,いま

の補修泥像では,像そのもの日と較はできないo　石窟は蓋嘩=[;.霜よりはるかにすゝみ,整然たる構

造をもってゐる.背後に隆道をもった鋸では大像中心の弟五洞に似てゐる｡しかし,諸像の服制そ

の他は蓑曜末路に共通するo　たゞ,彫刻表現には,かれにみるほど充貸した力がないo　とすると,

まづ鼻曝_Jl罰と姉甜･･LJとの判帥｢封f37とかんが-られる｡つぎは弟七,雛八洞にくらべてみる｡一

対錨であり,建憩r棚在造を-i三根としたところは似てゐる｡俳像の服制,壁ll'Jfの陣序,その枚飾,格天

井･,折上げ大貼二二角持造り,重碑杵,肝LT.'7-.文様などに,両者の一致紬ま多いo Lかし,仰像の彫法は

節七,雛八洞の方がはるかに力づよく,同一の形式をもちひながらも,第九洞の方が力づよさにお

いておとってゐる｡格天井,装飾文枝についても,おなじ傾向がある｡第八洞の洋彫では,装飾文枝

のはしばしにいたるまで,あけっぱなしな豪快さと素朴な喜びとが横溢してゐた｡弟九洞では,き

はめて流麗な彫像たちがあるかとおもふと,はでで, Frr絹,jtにみちた技法がIIだつo　だから,節七,Ij't;

八洞が先行し,雛九,弟十洞がこれを襲川したとみることが常然である｡けれども弟九,節十洞の

工匠たちは,つひに弟七,弟八洞の高遠さに,たうてい達しなかったのであるo

:j'tl;九洞には第七,弟八両洞にみつからない種々の要素がある｡したがってIj'1;七,弟八両洞の標

準のみでは,雛九洞造建の鍵はえられないo主墨の大仰像はおそらく愈曙二lI.絹からヒ./トをえた

ものであらう｡穐道のための隊道は中火アジアからまなんだものであらうか｡列柱や犀形露の盛

れ-はr川司の木造建築に由来するのであらうo　また傑怖,または競1-をさかんにつかったことも,こ

の洞の弼創であり,各種の川縁談の適用もまたこの洞を特色づける｡浮彫技法1-_からは,彫像たち

を密接させ,その間際をふかく彫りこんたこと,そのために彫像と彫像とのあひだにふかし､陰影を

!T=.じたこと,ちゃうど,ある種のガンダァラti7:彫にみられる技法と酷似するものがある｡

これらの要素は,この猫の彫刻家の技法に,あらたな西方的形響がくはゝってゐることを想像

させるo Lかも蓑曜_[1-.用や恥ヒ,弟八両洞製作のnIJ-:代から--jL･すゝんでゐる｡こゝの彫刻家たち

は, I)Lljj様式をうのみにし,無心に探Jlけるには,すでにあまりにも,かれら親日の造形的観念を

もちすぎてゐた｡ある鮎では中岡ItLl-束の造形的Er肘友観念もあり,他の鋸では西方渡来塾術の既成

観念もできてゐた｡だから,あらたなVLtL方的影響は,もう被等の造形精細を根底からゆりうどかす

ほどではなかった｡新渡のものは主として知識をゆたかにしたが,塾術意識を革新するものでは

なかったo　こゝに雛九洞彫刻が主題上はあたらしくとも,規寮にはマ./ネl)ズムがHだち,さらに

什あげのきゃしゃがあらほれたとみられるのである｡

この繭イ潤は彫像のきゃしゃに反し,多彩な装飾がとくに11だつo　装飾の華美は第六洞にい

たって最∬漕iに遵するのであるが,この釦に北魂の沸教文化,ならびに貴族文化の進展がよみとら

れるであらう｡北塊の宮殿や俳寺建築の豊麗なすがたは,いま,われわれの想像しがたいところで
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雲間右開第九洞

あるが,この用綾かざるものは,華をきそった馴..JA:のおもかげを, !T=.々とわれわれにった-るも

のである｡相柄には,まだ木造重悼塔の表現はみないが,瓦葦握根の盛行は,あきらかに帝都平

城の豪華さを反映してゐる｡がんらい,雲岡諸相中,雛六洞はあらゆる意味で革新的である｡そ

の,'第六洞は太葦座板,ことに蛋簡塔をさかんにもちひてゐる.瓦葦屋根の鮎からい-ば第九洞は

雛六洞の先躍とし､-る｡けれども節六洞は俳像の服制が鼠服式であり,第九洞はまだ西方式であ

り,また供養署の服装は北方式でもある｡すなはち,こゝにおいても第六洞造建以前のおもかげが

うかがはれるであらう｡

これを要するに,第九洞の造建年代は,雛七,弟八両洞の直後,弟五洞, lj'5六洞よりま-である｡

これは,また,これら諸洞のtIF.i.I.'iからいっても,まことに富然とかんが-られる｡いま第六洞の造建

を,憤りに孝文帝治世の太和十年前後(cir･486A叫とすれば,雛九,雛十両洞の開撃は太和初年(cir･

480A･1)･)とみて大過ないであらう｡
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固　　版

第

pl. 1 iI-.部洞全景

芸岡の矧11は,大きくわけて三つの地lFh';.すなはち束プjL,中

央,西jJ-の地固となる｡この潟虞は,中火地lJIFJ･:の西年譜洞を

南からのぞんでみるG　むかって111一端に,耶八洞の明窓と鉄

門がみえ,つゞいて了如こJ欠Jlルた岩壁は,11一八洞と耶九洞と

の境をなす部分である｡列柾()あるOr)は節九, I,約十納洞の

外壁である｡ ;打卜洞の内端で,去■川lがrl'ri北-一･線に切りこま

れてゐるのがみえる｡つまT)節九, ;I').十洞は八i血にガ川lを

繁ったことがわかるo　こ｣を境にしてi7ti方の外顕には,大

小さまざま(7)鶴形と窓とがみえる｡耶十･ I.nL.lと;j'一十三洞と

は,牛Iiに人きな明窓があり,そ()｢r偶1に,列杵のみえるとこ

ろは;Xi'i･二洞であるo ;卯,I-ド-洞から第十三洞の外壁にかけ

ては,たくさんの俳寵があり,それには冨岡末期の冥想的j-I

俳像が攻:Gyi-されてみる｡鴇虞のむかって妓ノーミ淵に,大きな

岩壁の突,1日がみられ,これによって,もとの才:･lhの傾斜が

想像されようoイIL瑞の垂直な外代をつくる()に,いかに莫

大な労ノ)が必婆だったかゞ祭せられるG ;1一十洞内端から所

紘,外環の切りとりかたが縫ってゐ7)｡小寵がいくつかみ

えるところと,その火方,節九, ;If+洞のま-とは, Xチ確の

tlT.かたと高さがちがってゐるo

Pl･2　第九洞,第十洞外景

(^Tt]-nl.)が一冊をなし,一一･封に/'j:ってゐることは,この外壁に

よって端rlll)にしめされてゐるo irirLrlTノく開,列桂は二本づ＼

ある｡その小間にF^r^j洞をわかつ陥鞘があり,その滴立,'frnH,こ杵

やうの突Hがあり,外観は仁木杵のごとくである｡列柱は

風化しきって?,)るが,前I七･にはい-)てみれば,りっばな八角

杵である｡柿礎は他小にうもれてゐる｡列杵のう-には,

jflチタか二縦ながの~大きな孔がならぷC　これは,かってイ1-/f三し

た木造建築のための梁の孔とおもはれる｡ li'.;展の/I三端, IXl一

十nLI]内3,llHでは,重症lIにけづられたit;一雄が丸亡EiLてゐる｡い

ま,その耐こ,な＼めにくだる溝があヶこ, Efi椴の勾配を暗

示してゐる｡これに帆軒㌻る耶九洞J)如拙には,いまなに

もみえない｡けれとも,そのなしめの溝のゆきつくあたり

に,霞Ell.したil:･wLが水中にはしってゐる｡おそらく,このあ

解　. :it

九　　洞

たりに大横がとほってゐたものとおもはれる｡そこは南面

して垂直に切りおとされ,そのしたに11.1のはえた一一段があ

って,つぎが梁の孔のあるjf_面になってゐるDかういふこ

とからす7Jと,こしに木iJB祉築のあったことは,うたが/＼な
i)-

いc Lかし,よくみると,列柿のう-,梁孔のあたりに,叉

ス､∫JJ

lyr丸　そ0'D他の軒ぐみをおもはす痕連がかすかに碓ってゐ

るC酔い洞lい火の叉~汀東は,かなりはっきl)みとめること

ができる｡

石稲の前庭はいま1.Ooユ-1 11上うまつてゐZ o北郷寺代の

凧土,まだ地ドにねむってゐろのであるC　この前庭をかこ

んで火恥こ確が増されてゐたo　内がはは,なにもなく/I-,

て,たゞ地上にひくいjili･のブロックが碓ってゐ7Jのみである

が,脚則はやし完イiL,肘掛こしきられJL:,3まがよくうか

ゞへる｡好状になってゐるので揃に突,日'LLた,そe)はしは

坊のやうにみえ7)o　けれども別枠とか,程鉢とかいったや

うなものは,いまみとめられないG　なかの二本の粧,ねもと

のほそくなってゐるところは,のちにいふやうに象舟であ

る.

pl.3　第九洞外壁

/.:_端に抑卜洞との隔壁がみえ,才描け=jk一印からつゞいた

杜やうのブ一一ツタがみえる｡輔方がシムメト1)カルにおち

ついてゐないのは,抑十一洞とあはせて-増すと/なるからであ

るo外壁の風イとは,はなはだしく,いま衣抑て彫刻の痕迩は

まったくみとめられない｡ (岩頻高約11A=Onl)

Ⅰ'1. 4　第九洞第十洞列柵

昭和13年(1938年)に列杵のま-む費郎した｡桂礎はひら

たい方形である｡鬼丙2.02m,南北1.75m,高さ0･70m｡これ

には側面に糊封する虎,前約1-に州判する象が彫ってあったo

この杜礎のう-に,象がのりでゐるC風化の7':め磨滅しきっ

てゐるが,こしにみえるとこ7'が教典であるC　そして奇怪

にも後部はつくらず,前脚と鼻とで鼎立してゐるのであるo

この磯のう-にJJ一韻があって,ノUrl仙まそのう-にた/Jo

杜礎のしたは白然の尉こij:り,そC)うへにjJ-形(')楢がしい
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てあった。との }J形の鴻は，うらに継の僚があって，遼代の

ものと推定される。したがソと，こ、にみえろ床[士，それ以

後の地ifZであ忍し ~It長>ltの Wi土1fH止自然のnnこで・あった。な()

十川前民主ーでは，とのおー!ぷのうへ tこ重量1j 1 5%.'，蓮 N(:~等の彫刻が

みいだされた。むそらく断行錯のI討I庭には， とれが一[白Iに

ほどとされてゐたので、あらう O その全貌は，いまiili門省ぬ

~"I J)Jぷlじたいて，みいだされるが，小規模のものはエ1;司;X)/i.. 

制外のA慌にもあり，響!削 IJ 前/i.~， '1 にもある G 互主抗t:制作の

詳以l土，つぎの機内にゆっりたいじ()，l;Jli，:':jO.向。mJ

1水j!f，長庚『龍1"1石符山研究.111941，1‘ig. 1:1.; 1") l'縛堂rli石窟』

19:17， Pl. 23 1¥， LXTlI. 

PI. ;) 前室北照

上111の't'"たにiリt窓がひらカイ工， 'FJiげの<¥'リとには.-f:宗への

I"J ，1がある心 1，.1¥千とド}げとの域に，縁かざりとして似械の

蓮減交帯が彫られ℃わる。しかし， • I ".h{下!げを泊じて，すき

まなく彫刻]があるため，常生かざりの放民はめだ Lな¥..¥(， * 
北の隅にl~凶9"1-の碑がたつ ζゐる。(向 10.40m，床!-.の中ifI

12.00ul，_I:.ili'Mの恥，¥10.00111) 

Pl. (j， 7 Hii案内H，たおよびボ綬

.!R f九i~，~は北町ーに+1It医じて 1'. rM'， -[:肘にわかれ， 1'141げの域を

な「主主減交帯の縁かざりも北照と泌総する。 J二!付とフミJI:と

の防l係は，北壁とや kちがってゐる O 北照て、は，←u凶例3範の

う4¥1=検天の小寵を並列させ， これtr::)く)1:との境としてゐ

るが，点内政にはとれがな¥'/¥ c，.米内.墜はJ-.Jrげ翁のうへから，

すぐ U!llfriをゑがきっ、天井になってゐる。ボ恨の Utf禽は

]LJ寺~{:Q，二本の 1\.5可申|で三mHこわ由、ち， '1'央:に交脚jt薩(象，

k-;(ilこ下向日 j、;段H'袋を阿己し， シムヌトリカノレな局一成をなす。

Fh'fは j，'-;( i に三仰の一人f弗総なうくり，それぞれ仰の !-l~í袋を

彫ってゐる。 ド)げのf.Jt1鎚のし fこ ft ，以下.i~じの一三崎とも， }，~5 it% 

にみるやうに l，mがめゥ亡，照奈がある。 これは近111:の補

イ彦である， 1939"['l'火，われわれ，は，この ftt J1J.~Is.. I }~I~~をとりの

ぞいて，そのしたの浮間~{どだした。そüはPI.19-2ßAIごしめ

すごと くである。 fi版t咲炉主E椛主ιの〉リ」上::1捌明¥fにl亡と乙， '.沼I芯5日日戸メ六ヒ'，~伽制';1や2筋I刊Iト一一aV，t第1花5二羽州，，1にJみ介

る乙ご、と 〈し， i浮刑予刊!彫司形5の物1川2叫l

端に，こはれた壁とてJみあけγ~iî， .!:ltUじがみとめられるが，

とれは PI.20にみるごとく第卜和;1に活やる;必路て、あった。

ζ の通路の俊見によヮームi:l'CjL，;X)Iーか11のー針である ζ と

が，なほ l惟〉立(1:)になづた。川ょに;}12する M~慢の l、古11は， %0'そら

く供養すすのタリ像であらう00'1.19，20) 

このr¥111，子はいまなほ 0.30mほど上也'1'にうまっ ζゐる。 rIII

56 

去のIJifI Yì~，'l\ には，天)1:から ;J"，-' ちた大きな-\-1-1鬼が， fぶ1:によと

たはっとみる乙 C !-l~H，良j R.HR 1ll，阿椛:白j9.0s 111) 

1'1. 8 ï~íî室北ri~1こ材中央

北椛J-Jげでは， AJJ窓と N才1仰衡とをわかοために，が)3.50

111の虫何十lーをつくりてゐるや h千本J，は I，-JI千からなり， 1キ!げに，

それぞれ二lHIづ、のを~II;の人物 tr:: いれる。とのJJl': ïl~ してむ

と¥ノてゐるやうな人物は，やはり依儒であらう Q この肘粍

のHIjI1をふみ，犬)1ーを7さ、ヘごゐるんきな羽:形の人物と同

JJiである。うりくしい仰阪にくらべて， とれらは醜〈，か

らだは肥洲し，髪はさかだち， [1 I土大きく， J'H:!iにかピや

いてゐる。 h千』主各九千の k~fJ止は，綴ながの長}j育会で，それに三

角ffbのま発 F文を刻してゐる。杭の上部は 1i.1皮の~ml爾E'Jkfと

かん7こんな府，p:文字存をつくり，そのうへにパルメツトの県:
ウヶパサト

怖をのせ一ごわぞ"パルメットの立!Oi1ifJは，キfiの，いはゆる lJ!<.{ヒ

にあたる c とのあひだに [lì\ たをつけた窒 fーの~fll\11がのぞい

ζゐる。それは，まさに治仁川， '.おノ\.~，'I にもある尉牲であ

るO

九千十1:の村E買をふみ，二円づ、背なかあはせの依儒が天井

をさ、へてゐ:;:，むとれはかrJ..り大きな， )L彫りにちかい彫

刻jである。建築的にみると，一積の持illりの役を fるω{本

館その他の!彬(袋が:lY'Gりの役をするのは，サアンチィ門キt，の

ながれをくむものであらうか。Ji'loをあげ亡天引をさ Lへ，

J '，'Y'は肢にあて kゐる。天JIと綾する111，1所lこは向さ 0.70-

0.80111の尖扶慌がならぴ，なかに奏却さ天人が彫ヮてあるc 小

簡の放は 'I'~たが六， sUi6六， I列.が/i.である。 (1111忽i山j2.s5m， 

$[，¥ 2.10rn) 

1'1.リ 前半:北町そ lリ11忽

日1)]iG1.1土問まるの);7¥';で、あ乙。このアア fの1¥11線にそうで

扶額が彫られてゐる G 扶額の悩 0.65111，これに九fi，'11の坐悌

をならへ， Hl'正予'Jt背を絞殺する G このr¥ll分の彩色は，みな近

111:の柿修であるむ坐仰のよi工ドには，明窓の縁にそうて六つ

の.t:与を彫る b みな 11Iこな均九、リボンをくはへとゐ'"。この

やうな烏の芯l!J:は <¥1うたアジアのキジィノレイi絡の療費にみ

いだされる。この.1:JのダIjが，ふつうの千誌の扶梁にあたり，そ

の:tJt，¥i自には主主i'ifのうへにたっ龍形がある。 fiir仰なふんばり，

IjJ~ を lり1窓の);にふりむけとゐ乙。この龍も柿彩のためにび

どい 1~~/{~;を呈してゐるが，百包Jl=g.はどうみても，あきらかに

'11凶作付Jのものである b しかし，と kでは龍身l土，ごくみじ

かく ，.i};:!\1 で打ちきられ，イヰ'J1~， 昔自身があるところが，前述し

たJtてみのJIHJになってゐる。 ζ のやうな絞雑さは第七， ;rr 



八榊といちじるしくちがひ,このイi矯彫刻家の什格を推測

させる手がかりになるG /I:jJ摺bJl多のしたには解せて肋骨の

でた老人の腰をかけた像がある｡バラモン(13rllhm叩a)で

あるo　手に髄椎LLi_rもち,J輔泌的かポウズをしてゐる｡

扶額('oう-には,小形()供東大Cj上身を,二卜一位望はらべ

てゐるo　そのうへにノし仕窪の北大, /r-.イ1-に二闇のJli天が儀L舞

してゐるo　これは粗野な戯つきをしたiliたちで,俊夫な菩

薩ふう(JJl短大ではない0　人きな丸産れ逆立った威襲,まるい

人きなHo裸憎で膿にみじかい腰衣を,)け,帖g眉には天衣

をひらめかせてゐるD　これらも,大井Jj持送りにあらはさ

れた休臨吸と,ぶijlじ谷鋭.姿態La_-してゐるo

これら)絶大列6'Dう-には,欄杵をつくり,'lくつの寵をなら

べ,そ0')なかに奏光する大人を彫る｡こ()尖扶寵は舶がは

に小さい柱頭をあらはしてゐる0位身はかくれてみえぬ0

位頭はさまざまであるが,姿は渦怨を上Irに配したもので

ある｡その弧流については, ;Ji一八洞においてすでに述べた
1))

ごとくであるo　いま,その柱頭のう-に,方形()皿板がC)っ

てゐる｡これは桂頭のうへにのってゐるから,皿板といふ

より,まさにギl)シ70)アバカス(abacus)そのものである｡

こU)天井にちかい列寵は粗IL糾こ彫られ,そのかたちがまち

まちであるo焚天たちは,腰からう-が欄粁Q)ラ-忙しめ

され,了f:J封むき,あるひはな1めむきなど自由である｡焚

器は束からいふと, (1)鏡, (2)宜琶, (3)横筋, (4)螺月, (5)

小鼓, (6)腰鼓であり,中央アジアE'';-･礫にもちひられるもC)

と同様であるo (明窓高2.65m,幅2.10m)

I A. Griinwedel, All/"LE/'L'/a-//JL//e K,I/lsd(肋,7, FIE. ･･･E'61.

13　本晋,葬五雀, p･ 32.

; 『法華細』 (大正大横擦,鮮九懸,p･9)巻一には,堵廟,賓像,盤像

に射し,鼓,角,且,妹,笛,琴,璽凌,琵琶,顔,銅劫などの妙音をもって

併発することをとく｡

P1.10　前室北壁門口

耶九Iir如l締基はあかるいD　南からこの基に入ってすぐ目に

つくCZ)が,この北壁の華麗な門日であるC門Uの装飾は明

窓のすぐ下からはじまる｡故上部に,瓦葺屋税を模した浮

彫があり,棟e)柏はしに単純な塊鴇,棟の中央に1仁面むき

(J鳳風,ノl:_右にはむかひあった鳳風,そのr川問に三角形にな

った火焼餅があるo火焔鮪のなかには,俊介パルメツ1･C'D

文様がたってゐる｡さらに鳳風は左右のくだり棟にもあら

はされ,介計五つあるD軒には丸形紹(たるき)をならべ,

櫨の端には,かこかまるいもJ)が下端にくっついてゐるo
サス､.))J

軒の組みものは高さ0.24mの千三つ斗と叉一手束である｡た

だ/ElJlJFrAj端は,そこに彫られた列を天像のためにさまたげら

図版解滋.K)-10

礼.三つ斗の-/ドはみえないo Jト妹のしたには横帯があり,

それは唐草文様でかざられてゐるC埴繁の細部をうつした

汚彫はこ｣で一膝をはるo

そのしたは11篭天を彫るo　六三右から川野汚づ＼が州むかひ,

中心に香煙をはさんでゐるo商撃にゆ-)た~汚庫ふうUJ飛天

であるO　型にはめたやうにおなじ形をとりながら,身骨護を

よこた-て飛んでゐる｡頭にはlfil形光背があり,腕には幅

ひろい犬4くがまきついてゐるC　ま-にさしだした下で,花

のついた確路の端をもってゐるD　この種の理路は,ガンダ

アラ美術でも,しばしば価を供養する童十群によってにな

はれてゐるG甥路のところから門rlの上棟におよぷ0,96m

ばかりCj部分は,もっとも華麗な装飾が彫られ,さながら

彩給の姓築をみるごとくである.甥路がたれさがってつく

る下の三角形の主副'-]は,三つ柴のパルメットをもつ火熔肺

でうめ,上の三角形の祭日は復命したパルメットをいれ,そ

の上端をつないで,水平にせまい絡縄文背がある｡
マ//サ

これは,門日の楯の上()かざりになるわけである｡楯は,

まづ拐つなぎの唐草文を地文とし,そのう-に蓮華のかた

ちをした門帝_F工つをならべ,門H上部の厳粛さを決定して

ゐるoこの韻つなぎ唐IL,'i文は,きはめて複雑である(Fig･'29j)a

まづ蔓で環をつくるo　その殿の端が中火からま払あがって

きたところで,はねか-って二つe)牛パルメットになる｡

その交鮎に小さい蓮華がつき,そこにほそい枠がたつ｡こ

の件によって二分された各恒には,それぞれおどりあがっ

てゐる人物をうめるo棒のT･ツプには小港華があり,こ｣

から樺は二股になっ;て7rJ.右に()ぴ,それぞれ,となりe)頒か

らのぴてきた枠とであふo　これが,のちに第十二洞Q)亀甲

ぐみ唐草文に馨達するもとであるo要するに,かうした結

構のもとに,すきまなく唐草文をうめつくしてゐるのであ

るQ耶ノく洞門日の松雄な唐草文は,これを登場したものと

い-よう｡この文様背e)JElJIに,松形の紋状唐革文帯がた

てにあり,そのう-に小形の手芸つなぎ唐草文帯があるo　そ

してこれらの文様帯食部を繰とるために,ほそい連珠文帯

が,水平,また垂直にめぐらされてゐるのであるC

屋根形のしたには,桐のfI三石に門紳(dvL-lrap豆Ia)敬-封彫

ってゐるo　門柵は光背なく, TIElJ背をいたゞき,朗をやしな

｣め下にむけ,その視線で,この前垂入場者を/1:_イT-から鮎現

してゐるo Jll一手にみじかい金剛杵(vajra)をもち肩にあて,

片手にながい柄のついた二叉の矛をもち,これを地所につ

きたて｣ゐるo鎧は胸からながく膝におよび,その袖はみ

じかく肘でとまってゐるC　皮の錨であらうか,それとも珪

甲であらうかo　うへからつよく紐でしぼりつけてゐる｡あ
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げた手にも,ひらいた納瓜にも,さして力んだやうすはな

いC

.i､､ンケT一

門rりE:右の方束に¥)縦にはしる華麗な唐草文があるc L

かし,究虞にみえるものはみな近111:()補修である｡これに

つゞくノr三石の腰壁(高2.20m乃車2.50m)ち,やはり醜忠な

補修とその撰憲におほはれてゐるC前Iiiはこのやうに近世

の補修が多く,浮彫上の加彩がさうたうにつよいo彫刻常

初の趣は,かなりそこなほれてゐるC　これは外見,楯と方立

からなる方形()門Hであるが,すこし内にはいると,その

上隅にまろく彫りe)こしたものがあり,これによって南側

では方形であった入日が,けっきょく,アアナ形をとることに

なるG　その隅の,南L軒した部分にも,ちょっとした唐草のか

ざり(Rub.Vl r')があるo (FFlu高3.20ln,帖3128m)

Ⅰ'1. ll,19　前案北壁西部および東部

前額北壁は,明窓と門日を中心として,/r..右峯然とシムメ

トリックな悌寵配投をしてゐるC上帆こはノ.:.イ1-とも二伸並

坐C'D髄をひとつ,下脚こは7rA_才t-とも交脚菩薩の髄をひとつ

設けてゐるC交脚菩薩の坐rirliは,火が'2.5311-,粥が2･47111

であるC ｣こlr納材のlElrHuこはOT';; 0.25mの蓮琳~女帝があり,

膜壁とのさかひにも蓮耕声文帯があるC　この蓮淋文帯のードは

1.60m乃子,: 1.75mで硯在の休になるL. (北壁西珊鳩10.2511-,

水瓶;r:; 10.14m)

Ⅰ'l. L3　前案北壁上勝閃電

二併売(,:坐寵の坐俳は坐拭1 ROmおよび118()lllD肘Etl-令

骨環に近117:の補修がつよく,いたるところを泥と彩色とでぬ

りこめてゐ7J｡寵はあまりふかくないC報碑の二伸はとも

に同一形でイ｢丁をあけ, /【:.手を膝にのせ炎端粒にぎってゐ

るB　やしまへかゞみで,たがひに胸のあたりにtlをそしぐo

暇や席e)彩色は原初()ち()でないC偶粗右.朽C光背は,漢

るい預光と,とがった琴身光とが二重になってゐるo頭光の

緑かざE)はイlAが′ドパ′レメット, /r-.が火焔o蝉身光のそとは,

みな火焔であるが,その内帯はれの光背が列篭天, /1:_Or)光背

が鉄柵であるC　そして]r-fe)三角形U)ク.-ゞ白には火焔があるo

二伸光背()小間には三段にわけて,小形の供養天人をうめ

るo三溝塵はLL段,みな,それぞれに装飾文様があるG上はパ

ルメット唐Irl.t･二をふくむ堤つなぎ,つぎは上にむいた蓮執‡帯,

つぎは無文帯,つきは絡縄文帯,最下が牛ノミルメツ1-の瀧列

文であるC俳の外がは,つまE)寵の練には,小形の比rTl.立像

がある｡こ0')比rT-_はlH州C)みえる僧衣をきてゐるo　比丘立

像のう-＼は,挟額の一塊部になり, /r-_右とも篠凡やうの座が

あり,そ0)上にif_而むきの鳥形を彫ってゐるD　この篠Jl.q)

意匠は,第七,節/1洞でも,しばしばもちひられたも0)であ

るC .島の頭上からアアナのふちとなり,六照のE)i形飛天が

とぶC　これはみな異様な灘つきをしてゐるG

秩額にあたる部分に,光背とも高さ0･45mから0..WTllの,

九つの小生俳をならべ,その光背が蓮勃噂のごとくならんで

ゐるo Jl:_右の拘憎は秤定形,中央一昭のみが右手をあげて,

いはゞ説法形であるC　この九つQj/ト坐俳のう-は,さらに

飛天となるC /T:_右二珊づ｣彫られてゐるが,高繁の菩薩形

である｡中央の一部分は壁面が破損したためか,いまは彫刻

がない｡むかってノl三の飛天中には,一･昭だけ茸形の飛天が

しめされ,シムメト1)イがやぶられてゐるC

天井に接して, h-_つの小寵がならべられ　下に欄杵があ

るo欄打は商事くづし,法隆寺金敷.L厨C)も0)と同形式で

あるC寵内には奏繁天人を彫るが,その形は北押中央およ

び東邦と同様であるC身骨浬をやしな＼めにしてゐるのは,

中央に射して供養恭敬の心もちと解LJtれるC　その繋箸別王水

から(1)琵琶, (2〕不明, (3)取乱(4)壁篠, (51鏡?となるC

壁背面の彩色もi馴l:の神彩であるCタ.?/r田の抑於をするこ

とができなかったので,幻虞には,壌土がそのまL.lt:T'iIくうつ

され,ことに並坐二価の/Tiiさきには, If･.0)たまってゐるの

がよくみえるC (番純3.28m)

Pl. 14　前案北輯II･_樹水盛

坐高ともに約1.80mの二悌龍坐像,これをおさめた鷹形,

さらに天井下の奏繋天人寵など,その形Jt.は,まったく北軍.e

西部と同校である｡いま,たゞその州退部のみをあけてみ

よう｡

(1)拭額の坐悌灘列がLJti馬では九つであったが,こしで

は八つであるC　これはとつ,九つの奇数が日然で,おそらく

東隅に,もう--儲呈あったのであらうC　いま飛天像らしく,つ

くってゐ7Jのは,後11卜のしごとであるo

(2)この八坐俳のうへの飛天は, /.-I.才T-から三梓琵づ｣中火

にむかってとび,そa)小心には博EII本腰がある｡

(3)二伸並坐像の寓傍は比U･.形ではなく,小形の天人立

像であるoむかってオ1-の像は破損し,近liT:の補修o

(4)こ0)天人立像のう-は,所寵ではllilEIfむきの応形で

あったが,こしでは明窓両院のごとく,青白形となってゐるo

(5)天井ーFe)奏焚天人は,内部のItA_昭に射しノ〈骨丁是である｡,

難解は火から(1)舞軌(2)取乱(3)腰鼓, (4)杭箔, (5)小策,

(6)琵琶となってゐる｡ (範高3.24=nl)
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pl. 15A　満室北壁下膳所姦

B　前室北壁下府東電

A.太寵にくらべて西魔の方がはるかによく()こってゐ

る｡ /[-A.右の獅子が'J'L:(/J L,いはゆる獅j'･座である｡ 'Frの蓮郷

帯もよくのこってゐるC光背もよくC7)こ;),騨身光,東北と

もに火焔のふちがあるC頭光e)ltr心は蓮･Irl:,琴身光の内借

は地価の並列像｡ jr了のク.'Sr'1には火焔飾があるQ　化俳をいた

ゞいた三r白)'賓冠からは,ながい紐が大きくノL:.イ1-に払ZJが-

つてゐ>LG　こかはつよくイランの他紙をおもはすものであ

るo寵1-^J光背rL)/I:.lj1-にはごくあさく供養の天人たちを彫っ

てゐる0 ll.城の妨i臓嬢には,それぞれ/ドノくルメッll並列文

と連覇一丈滞とがあらはされてゐる｡

寵は,析排寵である,.抹額のなかには,それぞれプl篭天が

おさめられ,それをうけて八角(i)小三がたつo　杵はパルメッ

トeJjBつなぎ~史と絡鰍女帝とをもつてかざり,杜哀別こは渦

怨があるC　これはイオ-ヤJ七C7)渦雀でなく, ;XIJ八洞でみた

やうな粧頭の蟹化であるC杜のうちには,しぼりあげられ

た幕があり,柾のそとには立った天人供薄着があるo (鶴

高3.20m)

]i.桁妖魔に交脚二洋薩像があるD　西寵とほとんどl司形

式o　きはめて入念に彫ってある｡たゞ手州がたがひにちが

ひ,火寵は食草,西寵は拳手と僻事とであるo肩はなだら

かで,胸はやしうすいo光背,壷屋は破損したう-を,補彩

してあるので,原形をうしなってゐる｡下の蓮琳背もさう

であるGたゞ光背の右端がすこしのこってゐるのと,才1-0)

獅子がほゞ光仝であるのとが注意されるo (南端3,28m)

pl. L6　前室｣二盾東北隅

前雀東壁と北壁過-lJll-の上潜部,それと天井の一部がなが

められる｡明窓のひろい帆その側壁,その天井がよくみえ

るC　これによって壁の全部-が,あますところなく浮彫をもっ

て滅たされてゐることがわかるC壁の凹凸のぐあひ,搾彫

cj'J締り]生などが知られようG (顔形寵高約3･00nl)

Pl. 17　前室東壁｣二牌

束碓_卜IfIは一つの屋形寵で占められてゐる｡ IL茸岸根を

校して蛸の納端に鳴Fa･,中央に正面むきの鳥形,その中聞に

こっづしの三Jrl形火焔飾,それから屋根の舶巽に一双の杭

むきの鳥Q　これらの鳥形はきはめて素朴であり,奇石であ

るo漠魂以水ej鳥のかたちをとゞめてゐるC純の線は壁耐

のせゐか,なかほどがすこしくぼんでゐるC軒にはまるい
311t干1)スLゾノ]J

楓そ0')下にIiつの三斗とH.つの叉手束とをあらはし.それ

図版解説11-18

をさ＼へる桁には汁状一つづ｣に廠じて,長方形の飾りが

あるo桁はノI:.右二本のノLjll粧(高1.68m)によってさ｣へら

れ,寵を三つの部分にわけてゐるo /UIl杵は搾彫であるか

ら前方に三r白i,内がはに一一-両をしめすにとゞまるC　杜の11三

了附⊂札　パルメットを韻にした杏=AE形を上下に油柁させ,
l)ノイ}/        I)-}ト

なしめのpl^J'l仙⊂は絡純文を彫るC柾頭にはmn板をもつ皿斗
i_i,f-

があり,これにはひくい扶(肘木)がノrA.イtLにで＼桁をうけて
′ナヒジト

ゐるo　いはゆる舟肘木であるo杵礎はない｡

かうして,わけた三間の,一･間ごとに怖像を彫ってゐる｡

中央の聞(帖1.58111)には交脚lEJ字薩磯,ノr:_LjTAにはシムメト1)

ックに肘卜の1-1蜘瓜惟菩薩像をあらはすC壁lLrliO)払ろさの

わりあひに,彫像の数がすくないe)で,梼剛ま人らかで飴裕

があり,みた日には,すこぶるたのしい｡

主食o')交脚.!17r.:-薩は脚部が小さく,やし比例をうしなって

ゐるD　ひくい飾りのない座にすわってゐるのであるが,膝

から姓さきの造形がJLLぶ,-h･〔的になってゐるo　さらにその貞易鮎

は腹部から,大腿何;の追形にも指摘されるC勧はまるく,敬

がやLJllぼるo頭上の楽天副ますこぶるみごとで, iTT-_向と左

右とに蓮華の園板があり,その中闇にパ′レメットorD節をも

つo額の髪は練によってしめされるが別型的であるC鮒こ

板状の頚飾,腕と手首にもfB飾をつけ,天衣はノ1三宿から11L協

へな1めにあらはされるo上中身はFIj肩がや＼さがり,ふ

とい腕をしてゐるが,脇したはほとんと彫りこんでゐない｡

光背は補彩であるo頼光にはノI'-パルメット並列文,拳身光

に火焔飾があったらしいD単身光は横はゞが払ろく,風光

のしたから天衣が大きくひるがへってゐる｡主食交脚の納

協には形式的な獅:I-をまるまると彫ってゐる｡

樹~Fの年伽思惟港薩像は左右ともll-,-1--形式であるQ主食

の大きさに比し,すこし小さくしてゐるGたかい焚冠をい

たゞき,勉はやさしい｡肩,胸,腕はゆったりとゆたかであ

るo頭の人きいIRl光と,その-frのまるくひろがった天衣と

が背景(Jl)ズムをつくってゐるo {ド励像のよこの相木は,

左脇(南方)のもeJがもとのもので,ズ1協のもの-も　まった

くのちの埠修であるQ　きはめてrlT一風な非規'脚勺な樹木で,

ふとい幹から,腕のごとき枝と蓮船形になった柴のかたま

りとがでて,それが/｢!蜘ご■三億像の豆目上に,おほひかぶさって

ゐるo (像高1･62m)

pl. 18　前室両壁上層

西壁上屈は,北壁上原とおなじくひとつの屋形寵を彫刻

するD　すなはち,瓦葦屋根に鴎権と鳥形と三角火燐飾がな

らび.軒には極があり,≡:1･と叉11収とがある｡柿によって
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雪岡前額第九洞

三間にしきった瓢はおなじであるが,杵のかたちはまったく

ちがふ｡こ＼は叩屈の･T!'Jfずir三であるC柿頭にはかんたんな

パルメットのかざりをつけ,その中心に,塞(･()頭部を彫

るC杜の各肘には小寵をつくり,坐俳をおさめてゐるC各

居間にはたぐの長方形の岸根,これに三Jrl形垂節をきざむ｡

中央本尊は交脚の俳優であって,束壁のごとく賓冠のあ

る菩薩形ではないC　肉繁は大きく,朝はまろく,顎はすこし

とがってゐ7Jcノ刑まや＼なで肩で,偏衿右肩であるo両手

は胸にあげ,掌をみせてゐるo頭=邦の固形光背,琴身光背は

型のごとくであり,嘘の軸がはには獅千が彫られてゐるC

杜の^･-.右には汚薩立像がゐるC身昭は豊浦であるが,腰

部がよわいC菩薩の河上には,高欝の飛天が片足は膝でを

りまげ,片足をうしろにはねた形でとんでゐる｡ (像高

1.(;8111)

Pl.19　前室北壁腰壁

前Li;L下JE車の腰鋸は,もと補修の確におほほれ,俗懸な躍番

がゑが＼れてゐたC　のみならず,した三分の一ばかりは｣･_

中にうまってゐたc Lかし,補修の壁をとりのぞくと.した

から浮彫があらほれたo搾彫は物語fT.Lふうのも()が上/1王をし

め,7年は供養者列像であるC　その供尊者像の部分は,まっ

たく破滅しつくし,修神のさいの仲代のあとがいたましく

()こってゐるのみであるC

物溜eJ浮彫はr…EiJさ　0.80111のパネル状になり,ラ-は蓮郷

文帯で筒切られてゐる｡榔捌土シャアマ(SylJlma) (暇摩迦)

本/-I:.(.T{ttakiL)で,内壁からはじまり,北執′こつゞいてゐる｡

このシャアマ本/t三は,輿の廉竹舟謂『六度非粁』(人TF.入城杵,

第三雀, p.24)令ll-.,北規の二.Ie曙と青迦夜共鐸『難賓戯粁』 (同

第四怒, p.448)雀一-一一,西二晋の聖緊謂『F発千粁』 (同1j'f三怨, p1

438)などにみえ7Jが,冨岡石塀開巻と関係ふかい曇憾,書迦

夜舛謁の『難頚城鮮』雀--1によれば,つぎのどとくである｡

むかしカアシ(Kiisi)(過)-1)国の山中に,シャアマ(Sy元ma)

(隣牌迦)とよぷ仙人がゐたo　日ごろ盲の老父f漣･につか-,

孝希をつくしてゐたC　ある日,ブラ-ダック(】iraha(latta)

(焚摩連)i-A_がしいPに.lH.徹し,臆の水をのむところをみて,こ

れを射たC　ところが,これは意外にも,シャアマが脱皮をつ

けて.水むくむところであったo　王は毒矢のつきたったシャ

ァマをみて,いたくおどろいたoかれの身もとをきしたゞ

して,老父母のもとへかけつけたうへ,jr.付をすてシャアマ

にかはって孝養をつくさうと申しでたo Lかし老父f:i:は,

だれをもっても,わが千の孝順にはふよばないとい払,矢に

あたったシャアマのもとに泣きくづれたo　こ()悲嘆をあは

れんで,天神はじめ地柵IlH沖,樹柵,河柵みなこぞって

この孝TIU)救済せられんことを天上のインドラ(相投桓困)

(Sakra-(lev紬llm lnd･a)に欺即したC　インドラはこれに感

じ,たゞちに地上にくだったQ　宰)とより,きづしいたシャア

マは,だれに封しても心中になんの恨みももたなかった｡

インドラがこれをみさだめると,やがて毒矢は,自然にぬけ

おちたG　シャアマはもとQ)やうに回復したのである｡さて,

この官父母は,いまのシュツドホダナ(Suddhodana) (浄飯)

j三とマヤ(MSlly豆) (牌耶)夫人であるoシャアマは搾尊そのひ

とであ[),国王ブラ-ダックはシ7･ 1)プトラ(S･rl･･iputra)(令

利弗)であり,インドラはマ-アカアシヤパ(Mahl1-1(･rl;Papa)

(摩阿迦焚)であると,和食は前世の因縁を説きあかしたの

であったC (腰軍.S.総高約2.45m)

pl. 20　前'車西壁腰曙

この腰額で,俗悪た確憲のしたにうまってゐたc pF坪は静

けさってゐるが,伏蕗者j7.像のならんでゐろことはうたが

ひないoむかって才湖に1･ンネ′レ(iFhAさ2･00rn,幅1･20m)

があって,耶十洞に通じてゐるo　シャアマ本/iiはこの椎から

はじまり,北托-つゞくのである｡シャアマ本ll:.a)E納まガン
h

ダアラブ7･彫にあり,さらに[1.-くはインド古代雄の彫刻,サ

アンチイ大横酉門のノ,三方にもみられるo　中央7ジp/でも壁

藁によってさかんにあらはされ,キジィ′レの渓谷洞Schlucllt

Hohlc,騎二l:榊Scl川Crttt軸el･ 1-1ijllle,念粁洞Gebetmiihlcn

HGh】C,一汁蛙榊fiodhisattva H6ll】eにそれぞれゑがしかて

2)

ゐる｡ (腰壁楓【;1i '2A41--)

1 A. Fouc-)cr, ′.'all g,L'･[0-/),7Z"/d/u',/7tPI P･ 280, FIg･ 143･

望　rl:. Wal(lschmidt, lJ!,′リーdze D〝7Ttf/I"77g "77d ,/F77.V,{lZtr W"n,/-

ira"(,I,JE･ I"∫ ('_1′3/I lJt･/ /lzlよ～` /〟, (I)le lうud(ullStiscl.e Sl涌tantike Mlt-

telaslenS, VT), 】弓crlln 192S I,･ lr7

pl. 21前某所館腰壁揮彫本![=. (la)

内壁腰壁は三つ0')場巾(にわかれてゐるo南弧7)場州j:ILn･-.

牌の建物がむかってノl-_?.'Ir,iにあり,その階下に二人e)人物が

すわってゐるo　しかし,その場桝は大きな破損があ7Je)で,

人物の詳細はわからない｡この樺糊のオLI･.には身駅蔓をよこ

にしてとぶ飛天があり,そのTには小さく蓮卿形の光背に

かこまれた水瓶のやうなものがあるoその意味はわからな

いo　そのしたも不明であ/=Jが,その/r-_わきには脚をふんば

った人物がゐるo　これは,そのすがたから桃子をもったブ

ラフマン(limhman) (焚天)とおもはれるo　なほ11-牛は二

段になって,三人づ＼の人物がゐる｡いづれも窄袖のなが
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い外套をきてゐるC　うへの三人は右方にむかってすしみ,

首をまへにかたむけ.なにか背おってゐるらしいC　したの

三人は反射に7rJ_の方-むかひ,たちど焦り,前後の二人は介

質してゐるらしいo　この場面がかこを牢)のがたるかはわか

らないo Lかし,いづれシャアマ本/i:.詫uJ序幕にあたる場

面であらうo (浮彫帯TEL.rIL約0.80n】)

Pl. 22　前室河壁腰壁揮彫本Jl三(1b)

中央の場両は下方に奇抜な山井をつくってゐるG　そのう

へに隣接した弔旗aT-まうけ,そのなかに一人づしの人物を

あらはしてゐ'?,0　年助の像はシャアマの老父,足をそろへた

のは老母であるC　官C'_)父母がlll中の草根にすみ,平穏な月

日をふくってゐるのである｡草規の右の方には,丈のたか

い-人の93が繭JTJfに小人づ｣の人物を･のせ, iT?.耐にむかっ

てあるいてゐるのむみるC　前にのった人物は小形にあらは

され,その老父母であることは,魔中()人物とくらべると,

すぐわかるo　二たった人物は創面がこほれてゐるが,シャアマ

であるo　すなはち一百g)父f-:3=を屑にのせてLIl巾をあるき,辛

黄をつくすさまをしめすのである｡さうすると,この中央

の場面は二つの時間的にちがった情景をならべたものであ

るQ (浮彫帯ri'.rI約0.汚011I)

pl. '2;i　前室丙壁腰壁搾彫本/Iミし2)

この場面にも同様にこっの軍艦があるCノ■:_の草腹にはだ

かもゐない｡右の方には老父枠が,いっしょにすはってゐ

る｡そしてTRのそとに,ひざまづき介畢してゐるのはシャ

アマであるo　父杜につか-てゐるわけであらう｡うつろの

串臆は,シャアマ自身の膳をしめすのであらう｡シャIj･マの

うしろには猿が木にのぼF),四匹の幣がゐる｡山Fflの獣軒

ち,このシャアマ親~r･に封しては,親愛の情をもってゐる

らしいo脚は素朴な未硯ではあるが,傘'汗馬にのぴやかな'気

分をた＼-てゐるD (押彫帯rここ,r,L約0.80m)

Pl. 24　前案北壁腰壁揮彫本生(3)

シャアマ本/ト･_のつゞきであるo　こCJ場耐は騎乗U)人物T1..

人を右に配し,そのうち発頭の-一騎は圃耳三であるC　まるい

光背をおひ,天衣をひるがへしてゐるC,図1二は弓をかまへ

てゐるが,この矢はすでに渡せられて,圃ヨ三のな＼め下にひ

ざまづいてゐる人物の7f.月号につきたってゐろo　これはこの

話の主人公シャアマにほかならないD　この人物の周岡はひ

どく破損してゐるが,おそらく池があり,シャアマは水要を

･T･･にしてゐたとおもはれる｡ (浮彫帯席約0.80n-)

樹版解説19-27

Pl･ 25　前案北壁腰壁搾彫本/1三し4)

前岡に射し,右方の場I的ま,圃∃:_が宵の老父l:i:を笹船にた

づね,謝罪する情景をあらはしてゐる｡ /Eミ端に二つの草腰

が接してあらはされ,そのなかには百日の老人が,いづれも

おどろきのたy)FA14'T-･をふりあげてゐるC　おは父親,ノl三は相

貌であるG　すわりかたで.T)5女の1試別をしめして7,7るC不幸

なことがおこったので,心ej緒倒したありさまを,そU)手つ

きであらはしてゐるo　このIL';.::vl.%C')ノⅠ:_のはそながい鰯肝形の

ものは,おそらく文字をきざむたd)に巧印rEfiされたもC7Vとお

もはれるQ　さて圃∃三はこの革臓の右方にひざまづき,両手

をすりあはせてゐる｡頭に帆光があり,腕に天火がまきつ

いてゐるC　これこそシアl)プ1-ラの前身であるG　うしろに

は二人の持田が鵜をひきながら.介掌してゐ7JG侍臣は預に

析頭巾をかぶるo　そのIlii;(:iには上下に三頭の).rbが'ならび,

前足をあげて歩行のかたちであるQ　壬と侍田との頭上には

芸があらはされてゐてめづらしいが,足の部分は破‡員がは

なは:だしく, lt岬(のかたちはまったくくづれてゐるo (搾

彫苛は;;約0.80111)

Pl. 26A　前室北壁腰蟹浮彫本fl三(5)

fE　前案第九洞第十洞間隙道

A.門口束がはの腰壁にも,このやうな物語の浮彫があ

る｡ Ii工人の人物がiE面むきにならんでたち, fJ三の二人はや

や腰をまげて介掌してゐるo他の三人は手をさけたり,肘

をまけたりして,なにか祈りあってゐるやうであるC凡も

とには奇妙なIIJfTA[･をあらはし,頭上にはたゞよふ芸をつく

ってゐるoノr-.i.L^7には,上下に三頭の).I;があらはされてゐるo

おそらく,シャアマの岡複し,欺書したところをあらはすの

であらう｡ (浮彫帯高約0.8Onl)

B.陳述はTJ'lL九,堺十和洞の前'),:-をむすんでゐるC　この

究虞は陽道の天井をしめしたものである｡中央に大きな蓮

華があり,両方から飛天が両手をあげて蓮華をさし-てゐ

るo　同様の随道は第七. ZJl一八洞前菜の中間にもあったが,搾

彫はこの方が簡略になってゐるQ　罵虞では丙わきから繭餌

の前宅天井と北党とが一部分,勧ほだしてゐる｡相方の才i

環の似てゐるさまが,これによっても,よくわかるであら

う｡ (幅約1.00m)

Pl. 27　前室東南隅一部

前額はふきはなしになってゐるが,その加商隅と粥南隅

とには東西から袖がで＼ゐるQ　いま,Ai-は約1.10ln,丙は約

0.60mばかりあるo上JWと下僻とからなり,だいたい東西
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雪閑イ了開第九洞

ぎ1隻の_J湖とド脚こならってゐるo上席引浅水壁の樹下ノド蜘像

にならひ,北面して俳立像をきざみ,そ()わきにし-)かりし

た八JTl杜を彫る｡椎軌よIl▲戒の一三iI･からなり,杵の申ほとは

仰蓮と僻選とをあはせた飾りがある｡杵のねもとには7カ

ンサスの礎化したうつくしい隅かざりがあるo　この種は爵

字くづしの欄fl:ejう-にたち,欄粁cTOしたには滋つなぎU)

唐_L'..i文背がある｡そして杵のう-には化′1-'jcちがさげろ化

紬がたれさがってゐるC立像はゆたかなからだつきで,朗

はやさしい｡まへにすわって介畢する選(･があZJ｡二,L/--像の

凡てにはiifjjRをしいてゐないが, JEIA袈供養()儲童(M叫ava)

と先光俳(1)fレan.lkara)であることが解せられるC

このしたは,すこし,くぼんでゐて秦栗の天人がゐ石｡北

むきC7)大人は小太鼓をもち,内むきのL/ま腰茸をもってゐるo

この'IJに払また戊つなぎ唐:･',I.:-史狩があり,山fTJ.･茄性たるネl'i

涌出があり,ながながとした鵜がそれをまいてゐるo

東経をこのJlj皮からみると,上層o)八角柾の内がはの装

飾がわか,:JL,またそのーFの浮彫の深度がわかって興味ふ

かいo (沸像高1.90m)

pl. 28　的室西南隅-那

この隅の装飾は肺脚内とかなりちがふ｡むしろ隣棲する

第十洞の東南隅と志柾がjl.･通し, PT^5洞が一封針elあること

をしめしてゐる｡こ｣にも欄杵をまはしたパルコ-イのや

うなものがあり,その東北の隅に瓦屋根a)家屋がある｡ ′ト

さい家屋であるD軒下には斗珠があるQ苗字くづしの欄粁

6)したに滋つなぎの唐草文帯があるC /Xi一十洞にも,これに

榔常する場所に小さい捕食があるDこの家絹のうへは破損

してゐるが,そのう-の火Tbiしたところに,-大きな連座にす

わった化′lミttL-彫ってゐ,7,Cこ1からも天井の蓮拳,飛天か

みえるC天井は補彩が老いから,浮彫の所と練とで原形を

とら-る心がま-が必･ii,:であるo (Ptf壁E:与薩立像商1122m)

】)1. 29A　前室両壁東棟

73　前宅両壁西桂

A.前基はふきはなしで,二本のふとい八角柿がならん

でゐるo　束e)間1.60m,中の聞1.70m,iTt1-の問1180mo　こJ)

'El.膜は火の桂である｡イ'一恥で,こC)やうなふきはなしの杵

をまうけることは,きはめて人謄なLiI･書であるo粧弧′j:≡

段からなり,Rl二は:トの側LnlLで,こ｣には域つなぎの唐r',一･:史

があるoつきは一汁の繰りがた,こ｣には仰蓮輔があるC　そ
7)ノイタ

U)したはum板であるC　そのlrJt'JlLに,な＼めにきりこんだllrllA

があり,絡拙文をつけてゐるo　この八JIj杜は,中国111-雑U)建

築を校し,そかに唐革や蓮如抱かざったわけであらうC朴

は上部がほそく,下にゆくほとふとくなる｡八角といふけ

れとも,大b-とりの州仁であるoひろいVqrulJには各段に悌

寵二つを彫ってゐるC珊計十段,外面は風化してなにもの

こ一〕てゐない｡

柑こさし-られた如何の桁には一一一列に坐俳を配し,その

上には三JTl垂錐がみられるo　この坐俳の櫛のFぶちに,ほ

そい絡鰍丈帯があるejもみのがせない占絡経文もrt個111-雑

の~文様であるD柿頭の上には/ド裸∠ド身の休儲がな｣めむき

にたち,内^51Tlをふt)あけてゐるC　これも-樺のアトランチ

スであるCそのうへには天井をさ＼-る大きな休儒像の足

がみえるD保儒像を横路_LC)持ちをくりにつかふのはfjJr七

潤, :JiJ八洞以水のやりかたである｡貰う贋e)上端には,天井

したの楽天列寵,とくにその欄秤がみえる｡そして,その桁

のF端には唐草史があり(Rut).VlR),これをうけて杜のつ

けねには,これをさし-る休符像があったらしいo　いまは

たゞ,そのおしあげた手が,わづかにみられるのみであるG

(冶j 9.07m)

B.八角桂の周囲八IL'17-のうち,払ろい面とせまい両との

わりあひが,こ｣では-'きりとみとめられるC樵頭のうへ
7:メ,

の休儒は,あさい彫りで,-ド′l-l･身は斗形でかくれてゐるo頭

髪がさかだってゐる｡確所には補彩があって,彫刻がにぶ

くみえるo (高8.9.2m)

i)1. 30　前室天井

前基天井は一掃cT)格天井である｡鹿西にたがく,ふとい

梁がまんなかに一本はしってゐるC南北の薬は,滴確二本

a)八角種と北壁明窓わきの二本e)蒐厨杵とをむすんでゐ

るCそして,そこに保儲像の持送りが大きくつくられてゐ

るC天)は,こ0'D三つの梁によって六つC7)格間にわかれて

ゐるが,すきまなく藩堰と飛犬とを彫りこんでゐるから,そ

a)構成がはっきりしないoそのう-惜しいことに,束抑こ

はしる大きな勉裂があるD　これは南壁をふきはなしにした

ことに無珊があるとおもふ｡このため天井南平に中央部と

内南部に落岩があり,いまも淋上によこたはってゐるo

六つになった解剖のうち,中央の二擬ⅠⅠ,Vだけは三JTl

持送り式の天井が二つづ＼あり,そのあひだに作立介掌の
-ll:_面むき人物がゐるo腰衣をつけただけの裸形で,背後に

Liil光と大ノくとがシムメTl 1)ツクにあらはされてゐるo(束所

長約10.30m,南北長約3.30nl)

1'1. 31　前某天井西部
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西壁に向ひ西部の天井をみあげたものであるC天井が閃

端でカアヴして所壁の上部におよんでゐる｡これで関北麻

ⅠIlと西南院VIとがよくわかるC　内壁の尾根形の中央から,

ま上にのぴた一本の梁に五骨講の飛天がとんでゐるo　このFl-_

牌は右にとびk-_にとんで,巧妙なジグザグの1)ズムをつく

るC順にみてゆくと舞踊の刻々にうつろ動作をおもはせて

興味があるGいづれも高撃の頭に糾光をいたゞき,上身は

裸形で, -印課は足首に紐する裳をつけてゐるC

むかって/,･三方にみえる印南怖VIは大きな免梨があるので

よくわからないが,西北院1日からおして,飛天二欄と蓮華

三つとを交カニにおいたも0)とわもふoそれにもうー-一列,そと

がはにプl篭犬がとんでゐたものであらうC　たゞ北がはとC)ち

がひは,甫壁との接偶が急で,ほとんと九十度にまじはって

ゐることであるo

むかって右方にみえる西北囲IIIには,二列になって彫刻

があり,うちがはは大きな蓮華三つと飛天二つとを交_TT-_に

おいてゐるC　そとがはの列は,すこし北兜の方へかたむい

た掛こ彫ってゐるC　そのうち二位削ま北壁にそ払,西端rJJ

絹は丙壁のう-にあるC　そしてそのあひだの--慨は三確の

接闇軒にあたるため,それにあはすやうに,やし無現なポウ

ズをしてゐるo外がはCj飛天はみな南軍にBil光をおひ, ′ト

形だが,内がはのものは逆襲に凶光をおひ,大形であるC

円尾上端に大きな千がノ1:_11'からで｣ゐる｡これは持送り

の休儒像であるG　それにはさまれた梁()ラ-の人蓮華は,

まんなかに一大きな;rll.i()やうな突起をもち,いはゞ/ド関の花

であるG　いったいに柿彩()あとが濃]-r'p'･で,彫刻のうつくし

さが減殺されてゐるC (西部南北長約3･48111)

pl.32　前室天井東邦

火確に向払,天井の東邦をみあげたもC)C加確屋上の鳥

がからうじてみえ,そe)うへから　-lli紙に火粥C79梁がはし

ってゐZ,C　こ()梁上に六ilIT7-の摘繋飛天がゐるC　いま,大井

の勉裂が人いに宰してゐるが,これら｣∵下の配掛またくみ

で,ジグザグ形のT)ズムはJJもし7)いo　この梁のむかって

ノrL_は火北償Ⅰであり,右は東南1試ⅠVであるQ　ともに二列の

彫刻があって,内がはは建坪と飛犬を交_71二におき,それぞれ

蓮華を舶ITL･でさ＼-るポウズをしてゐるC　この天人はすべ

て童子形であるG　そとの列は席繁のJL篭天で,西の三好削まそ

れぞれ南壁,ある弘は北軍丘にそうてゐ乙が,束e)二矧ま火確

の上をたかくとんでゐるo　この構成は,さきの天井西部と,

まったく同じであるが,こ｣でも大きな砲架と毒々しい補

彩上ヤ,みごとiil成形が,ひどくそこなほれてゐるC

囲版解説28-,3.K)

岡版上端では方.右から大きな保儒がからだをのりだして

ゐるC　これは梁をさし-る持造りであるC　中間()蓮華は,

さきにもいったごとく年閑の状態であるQ (東部南北長3.3

0m)

pl. 33A　前案天井保儒(4)

B　前室天井保儒(1)

A.梁をさ＼へる保儒は背なかあはせになって二珊づ＼

あるから, VLT個所で八惜ゐるわけである｡こ｣には丙梁北

牛で粥両する保儒(4)がみえるD両手で天井をきしへ,柄

止で北鞘をふんでゐるC　腰をひねって立つポウズはなかな

か愉快である｡ (像垂直高約1.30m)

B.淡梁北坤で鹿耐した保儒(1)であるQ右手をのばし

て天井をさしへ,ノl:.手はノE:.足さきをつかんでゐる0　才r止一

木でたってゐるのである｡足の下に犀杜の杵頭がある｡ ｢像

垂直高約1.SO和)

Ⅰ'1. 34A　前案天非保儒(2)

13　節電天井保儒(7)

A.この剛亡は淡紫北牛で所耐した保儒(2)がみえるo

そのま-に大きな蓮華があるo　この保偶は北壁の並庸杜を

ふんでなしめに身甘花をつきだし梁をさし-てゐる｡片足で

ふんで,片足をはねてゐるC　繭手をひろげてq)ばし梁をう

けてゐるG勧つきが怪異であり,容貌が粗野であり,野性的

である｡ jErl'-/J;ふとく,日が大きく,まるい苑である｡所髪は

破損してゐるが,さかだってゐることがわかるo　こしでは

北夕霞上層の奏肇天人の列寓がみえ,そのしたの悌寵秩額の

深部もよくわかるQ　さらに天井東端のカアブと北壁との楼

閣ぐあひも注意を払くD (像垂直画約1.40m)

B.丙の梁の前年,射fi7-の保儒(7)であるC保儒は前程

円柱の杵預を片足でふんで,な＼めに身慣をのr)だしてゐ

るC　はねあげた右足を-右手でにきり摘確につけ,のばした

77ミ手で天井をさし-てゐる｡身や溝をひねったポウズほどの

保儀に宰)が,通し,逆繋,大きな目,みじかい-,q･もをなじであ

るC西南擬ⅤⅠの天井の破損もよくみえ,中南TS.Ⅴ()三角持

造りもみえるo　もうひとつの保儲(8)は手足と胴冊がよく

みえてゐるC (像垂溌高約1.30m)

pl. 35A　前室天井保儒し3)

B　前室天井染上蓮華

A.西の梁の北/ド,東面した株価(3)である｡ 7㍍ドの保儒

(7)もすこしみえてゐるoノ':.右の保儒C'Dうへに三角持造りの

天井がみえ,むかってノr'.はrい南隣V,抑ま申北庫IIであるG
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三伽蕃退りの天井は, lll一火各lgupIに二つづ1あるが,方形の井

けた6)なかに,また井けたをくみ,中央にはひらたい蓮,l如く

あるo Lかし,組みありのr;三Il低はほとんどなく,すこぶるや

而的につくられてゐるo井けたa)そとの柑隅に小さい飛大

が形式的に彫られてゐる｡休偶のfl三才1-からむきあってゐる

さまは,こe)胤奴でよくわかる0才寸がはの保儀が,手をのば

し,止を北壁にふんば一ノてゐるoそのCjびのぴした肢態に

勃々たる力がみなぎり,怪式,;･な形態G'Dそこにひそむ彫刻rl勺

迫力がみとめられる｡ (像垂直高約1.40･m)

13.こ0)人蓮華C)化瓜は1)1. 32のうへにみられるD八

つの串継でとりまかれ,そのまんなかにひらきかけの蓮華

が突日日ノてゐるCかういふ連射ま,ほかの石塀でまったく

みないCたゞ北壁妹門(I)門坪にした蓮.Ifl;とは-一人致する｡あ

るひは,さういふところに,この形式のもとづくところがあ

るのかも知れないo (直得0.94m)

pl.36　門口西側

扶門の内がはであるG　門紳(dv;-trapllla) (rFb 1･8611-)が立

ってゐる｡破損がはなはだしいが,大きな頭部には則光が

あり,天衣の一部がそ()わきに人きな弧線をゑがいてゐる｡

主滋の方-むいて,足をあげ,朕をや1払ねった姿勢であ

るD /.:.T-･には蓮華()課やう(7)ものをもってゐるQ止さきは

いま休cjしたにかくれてゐるoいまみる堪U)休は,北魂創

立のものでないo北規の常触まiL淋そ()ち(oを休としたの

であるo主菜の壁がほのかにみえ,摘壁()わきにたつ,もう

ひとつQ)門榊がみえる｡

こe)門柵のう-にはヨ沼の満繁の大人(坐rfJも0.60m)が介

掌してひざまづき,主_'1号の方にむかっ.てゐるoその上練と

-下線とに蓮･Wtの姑飾背があるoそれにまた,排門天井の-一

7Jj/タテ

部がみえてゐるo門の方立には内外とも唐草の弘飾文がほ

とこされてゐるo　内がはの方は帖0.12111, Bri純な牛パルメ

ッ1-の波状文,外がはは帖0.40m,松雄発麗な複介唐草文

である｡ (像高約2.00111)

Pll 37A,B PEjロ西側および東側

門口の西側Aと,北側Bとを,前基からみたものであ
L-El//ナホウグテ

るC前三重からみた門Hの構辻は水′T､の′相を垂直の方立がう

ける形式であり,主Ji;･からみた構ま削まアアナであるo　その

-)).と凶とのくひちがLLLIi,前基より楯の-F端,ちょっとはい

ったところに,ほゞ三角形の附風物となってあらほれてゐ

'=,C　そqJIT射り碓した三角形の部分には轡形パルメッ1､の厨

串文枝をはめるo　楯と杜の南ELrJはもとよりであるが,その

内仙こも,繁雑な複介唐草文が彫られてゐる｡つまり環つ

なぎ()なかに牛パルメツ†と人物‥鳥獣とを配したlr'L'蔓l様で

あるo (像rE-I;1-約2.00m)

Pl∴う8A　門口上部

B I"jLI天井

A. r-rlHu)｣-/部を主Ji壬からみた鴇展である｡アアナのま

が()ぐあ弘や,浮彫C'D彫りかた,ことに浮彫のぶかさがよく

わかる｡.表伯1-はたひらでありながら,忠にふかみをつけ,港

Cjやうに彫りこんでゐるC

門LlのむかふにL泊Iiilの八角杵の克郎がみえる｡どっしり

したJTill戊座のう-に,･一双の.汁等大人がたってをり,そ()/rA_

右にパルメットの隅かざりがあるo杜a)左右には土壁と木

の格十があるが,これは近世につくられたもので,本木は吹

きはなしであるo

B.やしなしめにみあげた大井であるo梯形になって･

普-がせばまってゐるo火焔光背につlまれた六1TjC)磨

尼賓珠(cintamapi)が,まんなかにあるo　それを大きな鉢

のなかにたて｣ゐるが,火焔が赫々として,これをとりまい

てゐるD鉢には高芯がなく,蓮輔ふうのかざりがあり,これ

をノ[三右から二骨等づ1 6')jl篭天がさ｣へてゐるo　だいたいは,

シムメ1.1)ツクであるが,すこしづ1ポウズがちがふ｡ま

-()='l超は片手で鉢の底をさ1-てゐるo連繋()頭部,せ

まい額とふとい胤　人きな目が注意されるo主壇の本尊に

射して供養するのであらうo　これとおなじ形式の摩厄賓珠
1)

は節七洞にあり,申火アジアU)壁妾にもみられる0線飾の

牛パルメッ1､波状唐滞史および環つなぎ複介唐草文は,さ

きに注意したごとくである｡ (綻1.33m,奥の帖2･05n一,節

の帖1.tうOm)

1 A･ Grdnwe'le1, A/i/uk/,Jhzs/l∫l/jl Kill/rZlr'tze,i, Figs･ 48, 53〉 1231

16r), 275), 392.

pl. 39,40　明窓西壁および東壁

前態からみた明窓の内側と,射別とであるo　この明窓東

西側壁と, df1-3if北経とのあひだに,なしめの壁がまうけられ

てゐるo　そこは,明窓アアナの傍桂にあたるところであるo

いま骨ぽかり(7)バラモン仙者がゐるが,そのうへに龍が連

座をふんでたケこゐるo　仙人は片手をあげ,片手になにか

もって, )/IJ*JLに腰をかけてゐるo龍のうへは明窓アアチの

挑腐となり,練に.鳥形をならべ,そのう-には坐悌列像をは

ること,さきにみたごとくである｡

明窓の西矧こは吸にのった菩薩があり,その-ドにtl偶が
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あらはされてゐるC奇異な塊状で山U.･が:･TL敵う~るさまを毅

徽rl勺にあらはし,太決の擬のやうな樹木を新木さすo　こ()

山花の彫淡は猫帖で,断肘も1くぼみとなり,ふちがまるくも

りあがってゐる｡ふつう()洋彫と逆である｡虎雄には地中

からとl:_じた蓮華に坐す普症がゐる｡束fftl'ぎ長のおくにあた

り, -.i_･七儀が保儒のL叫Aj TA()上にた-ノてゐる｡これは節七, 13,r

八か=こもみられた人像柾(caryati(1)にほかならぬo

誠心北柏U)火西悌寵や並舶杜がみえるが,かういふ,なし

めからの去:古屋によって,浮彫cL)jlかさが知られようo (天蓋

までの.亡!lさVLi 2.3fhll, jk- 2.28m)

i)1.41明窓天井

中心に大連輩があるC二LT･_の蓮新字で,まんなかは,たひら

なBil板になってゐるQ十ijJlはないC　この人蓮華のまわりに

八碓C))l篭大が放射状にあらはされ,みんlj:でこの連邦をさ

さへてゐるo八牌のうち,判角線の1;(.LIplにあるFLTi'捌よ身郎7.

が大きく,迫髪の天の壁+であるoみじかい腰衣をつけて

ゐるC南側の二}はは,止をちゞめてJl篭びあがったかたち,

なかなか奇抜な衣硯であるo柔軟な身絹でうつくしいo　こ

れに射し,ほかのFUl鰭はや1小形で紙は高艶ながい裳をつ

けてゐるo童子ふう()ものより身鰭が小さいo優雅な姿態

で,ながれるやうにとんでゐるC (蓮華直緯1･13m)

pl.42　明窓東壁

すそにむくむくとしたLLLlfiがならんでゐるoその上に池

があって,そU)なかから蓮_]TItI-の葦が三本でゝゐるoまんな

かe)蓮は大きく,運上に蓮枝と水瓶と&･もった菩薩が安坐

してゐる｡賓冠をつけ,嬉々しい激であるQ指もうつくし

い｡もちものからい-ば観-打者症ともいへるが,はっきり

しか′､Dノ三協に大蓋をさしかけてゐる天人がゐる｡右脇に

は,これとむきあった天人がゐるoこかも侍井であらうC池

のJ^舶てはに,かはい＼比丘が.(干草してひざまづいてゐるo

(大玉まで高さ2･281n)

1)1. 43　明窓東壁蓮上洋礎

九鬼托凍々しく,かはい＼軸つきをしてゐる｡三両賓冠

に新)川絶J)せ,威厳を増すG膝の折り方がやしかたいが,

簡明であl),連射もうつくしい0 7裳をつけ上骨相はだか,

天衣･.i-ノ.:_llfからかけてゐるo汐l師と腕輪をつけてゐるの

は, 7LIi錐の荘厳であるo (扱高0･83n.)

111. 44　r7J3窓桝壁

図版解説36-44

西碓のすそもたかいLL倭がならぴ,そのあひだに樹木さ

へあらはされてゐるC　そのJt.を大きな象がfi,:)i'をはこんで

ゐるo象は頭絡,鞍格をつけ,そのう-に- :ll"r.=薩が安坐して

ゐるC尤lT･-を腰にあて,メ,三手をあげてみるo　うしろから天

人が天蓋をさしかけてゐるCこれにJk嚇してとびながら二

人の天人が琵琶を払き,横iL指をJFf-;してゐるC象にU)ってゐ

るが,文殊菩薩であるといふことはできないo

芸IJ.捕茄U)別.茨払畳昭の課した『付淡戚lJq練伸』(人iE大

成艶節)._十各p.318)准JlLに,鶴樹菩薩(Nlig叫una)がバラ

モン(13rahmaT.la)を孜伏した,つぎのやうな-一･'B'fiがあるC

バラモンは問答のすゑ,樹に訳して一一焚池を規じ,r--蓮華を

_,I:_じてそCj上に坐し,地上の俗人とはちが1,ぞとはこった

が,ナガァルジュナは,たちまち,毅に曝じて地中にいり,連

枝をもぎとったといふ｡地中蓮上0)人物と騎象の人物がBl^jJ

孝則こ榔射してゐるから,こ＼の詮明には,きはめて都介がよ

いo Lかし,それにもひとつの郷鮎があるCそれはバラモ

ンの容姿であるoバラモンをあらはすには,一一･kc'o方式が

あった｡それは痩せこけで許はった老人のすがたであるo

こ｣では,それと反射に肉つきゆたかな牡溝のすがたであ

らはされてゐるDけれども,必すしも謁従にとらはかなか

った芸岡の造形精J)叶からすれば,このことは決定的な難鮎

とはならないであらうc

Lかし,毅と賓他のでてくるのはもうひとつ北魂o)悪魔

等誰『賢愚挺』 (大il三大城粍首相q怨, p･395以下)雀六'宮部

寄練lFl.Vこもあるoそれは,#漢プゥルナ(pen.la) (宙那寄)のは

なしである0 ,#漠プゥルナの離別こ艦じて,精薄は紳足立

百の弟(･&したが-て虚銭をふんでセ-チ(SL7na)の圃スナ

ァパランタカ(Sun豆parantaka)(放鉢)軌こむかったD　こC)と

き榊瓜耶一一と稲せられた大目耀連(Mah瓦maudgalyayana個

数にのってむかひ,三村恨第一とうたはれた阿邪神(Anurud-

(lha)は地中U)運上に坐してとんでいったといほれてゐるo

経典o)いふところによると,マ-7･マウドガリヤアヤナは千

匹の毅をあらはし,それを川分して楽座()ULl方にわかち,そ

のう-にすはったといふ｡しかし,おのお()e)象は六本の

才をもち,各才の先端に,七つの浴池があり,弘とつ弘とつ

の桁池にはt:本の蓮華があり,その華ごとに七人の玉女を

硯じたといふoかくて千の象,六千の牙,川常二千J)池,二

十九寓四千の蓮華,二白■Ii筒八千の玉女,しかも,そa)二打

五筒八千の玉女が, H搾連のまはりでさまざまに廻化し,

その敬は簸Fl.(.,そCj光はあたりを井那堕したといふo

こかに対しアニルツダの方は, i:賓でつくった池を硯じ,

金色の蓮非を生ぜしめ,その盛はみなと賓e)介成でつくっ
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た｡そしてみづからは,その上に結棚状坐し,うなじに日光

XLLt:お払,余色の北をもって天下を照輝しっ｣スナァパラン

クカ国に飛行したといふのであるC

まことに不可思議,不可測,われわれはこの記i卦こ眩惑す

るのほかはないC　この硯億を絶した敷, I?;'f態をこえたすが

たは容易にわれわれの想像をゆるさないG　このましのすが

たを造形FllJにあらはすことは,犬:うてい,できないD　けれど

ち,芸岡U)些術家たちは,うまくそれを魔現して,かやうな

簡明なかたちにまとめあげた｡マウドガ1)ヤアヤナはたゞ

-LTCの-大象にのり,アヌ/レツダはたゞ地中の蓮華に坐す｡

ちゃうどUq練磨符』にみる紫増な形容と,笠岡純摩像にみる

簡明な岡形とのちが弘であるC　さうすれば,あるひはこの

同僚は『賢愚経』のはなしとすることができそうでもあろC

いまこれを龍樹矧榛のはなしとするか,プゥルナ閃練と

す7Uかは容易にきめかねる問題であるC　それは帰米の解決

にまかせたい｡たゞこg_)榔判した二確の照麿が,たがひに

紫碑であって,この耐方がたがtAに州よって,なにかを宰)の

がたらうとしてゐることだけは,たしかであるC (天蓋まで

C)高さ2.36111)

Pl. 4.h　明窓両壁騎象菩薩

B　明窓西壁琵琶繋天

A.この･11.心像は,たかい大きなJ冠をいたゞいてゐるQ

頼光はまるく,これに天衣が大きく,.7,1Rをゑがいてゐる｡そ

のr棚崩な,しかし漂々しい触つきと, fT_/Li;.をはこんでゐる

象の上にJA=坐した白直なからtLrつきが注意され7Jc　日直な

とりあつかひとともに,作者-の簡明な刀淡はわかわれの心

をうつC　(像r瑞0.92rn)

B.琵琶を秦しっ｣うL餅する潔さ天であるC　納脚iT-はね,

怒tLLT-あげてゐるC /I:手も111-T-ち,こまかくあらはされてみ

るo簡明な,しかしいきいきとした彫法である｡ (傑垂顔

高0.56m)

pl.46A,Ti　前室明窓南側ノヾラモン仙者

A.明窓アアチの西側にある｡高繁で,塀ひけをはやし

たバラモン仙骨である｡令身が痩せこけて骨ばってゐる｡

わづかに腰衣とJ73Aからの天衣がみられる0　日はふかく, JR

をよせ, JFrJのさきは渦雀になってゐるQ柏=T寸土∠ド伽汚膳と

おなじ篠凡であるo右手に胤確をもち,ノ'-:_手は節二指をの

ばして,なにかを指さしてゐるo　肩のう-U);杢白に六郷の,

まるい建碑を彫ってゐる｡

-:.吉昭と吉迦夜共謀0)『什法域田裸体』(大了巨人城粍Ij'iL h'/i･

雀,i).322)怨ノくに.簡閲を東るバラモンのはなしがある｡む

かし,バラモンがゐて,たくさん闇頂をあつめたo　パァクl)

プトラ(Pataliputl･a) (I.TI'LI･氏城)の城中に貸りにきたが,だれ

ち,17ふものがないC　それで怒ってあたりちらし,この間慨

を17ふものがなければ,この城中は愚頼)L愚錦のあつまりだ

と,悪評をふりまくぞとおどした,U　これをきいた城中のウ

パァソク(Upi-tsakn) (傑婆燕)たちは,すて｣も怠けず,現物

をもって買ひとってやった｡ところが,その買ひとりにあ

たり,銅榛をもってきてillWJt架の耳の孔にとほしてみたo　そ

して,みなとほったものはrtyiJ1糾こ,坪毒gLZのものはいくらかや

すく,とほらぬものは仰段をあたへなかったC　バラモンは

大いにいぶかり,そのわけを問ふと, Tl/パァソク7<:ちのいは

く,川根のとほろものは価の詮淡をきいて智慧r■'fJ聯なもの,

年通のものは詮淡をきいたが,まだ分別のよくないもの.

とほら甘ユものは令然Lnかこを車かなかった宰)のだと稔明し

た｡ウパァソクたちは,この間慨を車,つて城外にゆき,塔を

おこして供葬したC　この功徳によってウパァソクたちは,

命をはって,みな天に/卜れるこ上ができた｡たいふo (像高1.20

--1＼

1号.虎隈のバラモンも, LTq協の傾たまったくわ,ill:じであ

7,｡右手をかざし,ち-の方をみてゐるC　ノE･-_刊d:なにかも

ってゐろらLいが,わからないC背後には飛騨杵()一部が

みえ,童子が二人づ1, -･#馴こなっておどってゐ7'さま

が,うかぐ-るC　野･rJT.rlllなおどりの動きが,いきいきとし

てゐるC

530年ごろと推定されるカンサス~lt)一発術取Wr蛾の一･神像

に,開腰をもったバラモンと,鳥を牢,つたバラモンとが州

射しゐることを, ′レ･ロイ･ダヴィッドソン氏(J･1e Roy
卜

Dav-I(lson)が指摘してゐ7Jc　しかし,いまこの場介には鳥

であるとはいひにくいC　′卜手をかざしてうへをみて,JJる姿

は,すでにガンダァラC7)押彫に車)あり,そこでは十六･撃土
L2)

所間縁の･一一人とみとめられてゐ7,C　けれども,こしにあて

はめるには,不都介である｡さきにひいた『賢愚粁』(人TF_

大槻密f!,卿叫怨, p.3(J3以F)怨六,宵那布(P叫.a)閃練に

は, /沖jilL古の,Xll1･たちが.rH.馨についで,謂尊は八億剛仲

をVLL方にたて,押天_i:.を光脈鞘やとし,帝帽,欲昇天手付

千常衆をうしろにし,また無モITlの大衆にとりかこまれなが

ら,天地のあ仏だに光明を.TKi耀しっ＼虚シ.L･与をついて飛期し

たC　こai)途中,門間に′卜をつかふ†-_E'j-(D良夫を促し,駅野

でたはむれてゐる_JLlElの選女を促し,つぎに林樺の間にゐ

た†1-_百の仙人を促して沙門にしたG　そe)I;.Flの仙人が,は

じめ林揮U)うちにゐたが,光明が地をてらし,あたりが金
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色にかはったので,あほいで慮ク.一弓をみたo　すると,そこに

搾尊が人衆をひき具して遊行するとこ7)であったから,心

おのづからおどt),崇敬の念が′lミじ,俳に論うて得度した

のであるoいま小T-をかざし中損をあほぐすがたは,ちゃう

とこのはなしを想起せしめるc Lかし,それにしては,欄雅

のバラモンが,これに封してゐるむが不似あひであるG　だ

から,むしろ,こ｣では聞健のバラモンから解稽をのばし

て,そのバラモンが伽堀を変って鏡物をうけとったところ

としたjJ-がよくないかとおもふ｡ 1･中にあるものは,肘IJfJ-

ではなからうかo

1 J. le ROY T)TIVl,lsor･, /7,･LICeS ,/ B",/,//zl､∠ /(…′1`rt･!川h･ HZ /:,〃サ

C/wzl･∫と,メ/Y.1 (^rtl1,..SAs.ae, V,,]. XT, 4) 1948, FJg. 5, p. A..960.

コ　A. Foucller, L'′けt Lgr;･tO-/JO",td/a,/l〝, Figs. 4･-;2, 4Ii6.十六博士

所開練は『緋FFIJ合鍵』(大正大赦緋,筋二雀) p. 9･3, 2r)･r),ヨ汚6, 310, 『大智

度諭』 (大正大赦緋,鈴二十五怨) 1,･ 82, 8･7, 295等蓉糾o　また『鮮集』

(Sutlamp豆ta) (南博大赦緋,第二十川'LA)玉,彼汀.道端(p`lr云)Ll-) I,. 3

71 -386参.qiio

1)1. 47A　前室明忍耐韓ノヾラ毛ソ仙者頭部

li　前室明窓扶額保儒

A.高繁をゆひ,嶺髭をたくは-てゐるo額には大きな

敏があり,眉毛はまんなかで渦をまいてゐるG Hをかすか

に払らき,歯をC7)ぞかせてゐるo耳はながく]Ilに近し,骨は

いたいたしくあらほれてゐるo怪奇な灘つきe)わりに,し

たしみのある表情であるD (頭高0.37m)

臥　明窓扶額,束のふちにある天人であるo上には飛天

がならぴ,その瀬端にこq)人物がたつo　やはり一種の休儲

像であらうか,脚がみじかく,胴がながいC　わづかに腰衣

をまとひ,上身は全裸である｡プ1:.Tlをあけ,才トFに力をいれ

てま-にさけてゐるC軸は獅ナ路を中心に帖払ろく,その

蚊と瞭ひげとが目だつo刀痕歴々としてのこt),無造作に

彫ってゐるが,/ヒ彩があるo (像高0.7か11)

Pl･ 4tq　明窓両壁人像利三

むかって/rJ_)1-に明窓西確の浮彫がみえ,その才tL端に人傑

柾がたつ｡合掌してすらりとたった三11!{薩形であるC　こ＼で

は,もはや蛸上になにもうけてゐないから,杵といふにはあ

たらない｡けれども, JX,r七, yi'八洞からみれば,それの特化

であることはいふまでもないo　この人像柱には,なほ,その

i:にこれをうげろ抹儒がゐるC　はちきれるやう73:肉づきの

休儒は, ,滞直な鮭亘だが,腰を払ねヶこすはってゐるのは-ウ

キラスである｡明窓のfT･1-蜘こ比して,この人傑杜と休儒の

彫T)紘-一段とまるみとふかみとをくは-てゐるo :打方には

柳版解説45-53

主Jif南壁の上層寵が暗がりにうっ空すらとみえてゐる｡

附則の山の上に一一･本の澄枝(Fig.32t)があるo登は繰彫り

にちかく,牛パルメットUj英をもち,花は七弧　畢琳であ

るが,めづらしくむっくりした花であるC (像高1.38m)

pl. 4!)A,73　明窓両壁人像杜

明窓の北端にある人像柿であるo　束Ft有ともまったくおな

じ形式で,胸ま-でノ什果してゐる｡胸をはり,胴はほそく,

腰がふとく,膝がまたはそくなってゐるC　こ()立像の曲線

は勘′こうつくしい｡望聖麗なまる瀕で,頭上にうつくしい賓

冠をいたゞくC賓冠は正面のロゼットかざりの上に弦)]形

をおく｡背には無地の凶光がみえてゐるo (束は高1.S空m,

丙は高1.38m)

Pl･ 5OA,B　明窓舶壁侠儒

人像杜ct)Tl'i:薩のjiをさし-てゐるc IX,rヒ, ;11一八納洞でも

同様なかたちの保信があったが,それはpExj脚をおなじ角皮

にをりまげてゐたo　それにくらヾると脚の姿勢が自然で動

的であるQ　浮彫の技法がよくわかる｡像の故高所は一定し

てやrirllAであるG　しかし,各部は充分にまるみをもち,雄面に

封して,ほとんど歯角にほりこまれてゐるo　だから,丸彫り

にちかづき,つよくまるみのもりあがる赦果がでる｡よこ

の奇妙な山Trr形は(Pl･48),かならす袈面をくぼませ,輪郭

をふくらせ,壁面に射して,ほとんど再角に切りこまれて

ゐるo　それでこ｣に不JLltJ.議な,非規貨的な面が生じ,イ'4こ儒

のつよい丸みとよいコンT-ラス1､を量してゐる｡ (像高約

0.72m)

Pl. 5ト53　主重商壁

前菜よりも,はるかに,にぎやかな壁面である｡明窓と扶

門別･Lhとしてノ1三石に整然と壁面が整頓されてゐるD鉄門の

わきに高さ約2.00mの腰壁, 1.60mのgiJ一層, 1.60mの筋二

暦があり,明窓e)わきに2.20m o'D節三膚があり,その上に

天井に接する土居部があるC　けれども,注意してみると,Zl･I

JfOrD俳寵はシムメ7･ T)ツタでない｡膜壁の供養者列像,門

仲むも挟門()門紳とともに,通じて破損がはなはだしい｡こ

こからみると,東西壁のいちじるしく前にかたむいてゐる

のがみえるo　それにひどい補修の脇侍菩薩が側面からみら

れるo右端,または左端に,くろぐろとみえるのは本尊大悌

a)手であり,脚であるC床は,まだ0.30-0.40mうもれてゐ

るから,外壁のすそはJjFI三条でない｡ (高8.78m,偏lo.68m)



雲岡不額第九洞

1'11 54　ヨミ室南壁中央明窓

主雀の円から明志水雅を中心にながめた究虞であるC　人

像柿と明窓の彫像とは背後の両を一段輿にしてゐるが,そ

の肢高JirrをL/)らねる衣rEE1-は･一致して,ひとつの平癖からな

るC　人像杵e)高さは1.32m,こしではまったく西而し,節

七,第八洞q)な＼めむきであったのとちがふ｡明窓の上棟

には,抹額の形J･t-で八頂の琵危坐する高賀天人があらはされ

てゐるC　これが最上好であって,この東西には,三角垂飾

と蓮雑文帯にはさまれた坐悌列像(高0.52m)があるoこれ

cL･り上は天井になるo　こ｣には明窓のiIミ右がすこしみえて

ゐるC　明窓のlrには大きな岸根があらはされ,棟の鴫Ja･が

蓮鮒文帝にくひいってゐるC (高2.56m,幅2.07m)

Pl..V)ヨ三軍両壁中央扶円

状門の/l=_イ1Jには門仲がゐるG Pl伸U)上には,蓮華をふま

-て,梨をひろけたit三rlTIlむきの島がたってゐるo ‡灯り上部

には豪壮な拭額があり,十一一†rlLit23)列坐伸を中心にならべ,早

の上練と下線とに飛天をたゞしくつらぬてゐるG上線の飛

天は人杏牌をJlT火にしてノTミ111-州Ijtl写づ｣ ,いづれ宰)逆襲の膏

手形であるc T練の方は薄料惇光背につしまかた解)己賓珠

を中央にして, /l:.メ;三冊づし,このjJ-は高繁のやさしい大人

があらはされてゐるC　このヤi-)な豪非な状鞭の彫刻はめづ

らしい｡この上には,よこながの屋根形をまうけ,締定形C)

坐休を中心に,ノl:_右おの忠o')TJq骨窪の距埠.天人を彫7Jc　岸根

のう-は運搬女帝があって,すぐ明窓とならし､ (高2.96rn,

-下帖2.45111)

pl. 56　ヨミ室南壁中央旗門扶額LJLJ一端

かげっの西確がすL-_しみえ,その上に=状額がにぎやかにう

つってゐ7Jc h下軸棒a)飛天の彫りが,かなりふかく,部や

身仔巧のまるみが,はちきれんばかりである,,列坐俳は,小段

とJLかい搾彫のかくにある｡こOr)やうなどぎつい搾彫の禿

4rli_は11Jrヒ,耶八洞にはみられなかった｡

lil-がはには内二部の尾形寵と棚状寵とがかさなってみえ

る｡こ｣にも浮彫e)深斑に興味が払かれるo (鳥rir;; 0.F)約1-)

pl. 57　主賓南壁中火J*l,-.形克

明窓の下である｡瓦巧根のあさい寵のうちに,輿俳と八

天人とを配L,!tI･して,まことに荘殴,かつ優柔であるC坐価に

も天人にも;宗族がない｡鉄柵は無地の賦光背と興身光背に

つしまれてゐるC,彩色は後補であるから,これにわづらは

されてはならない｡天人は丈たかい璃冠をつけ,ひざまづ

き分掌するD　中心にちかい天人は瀕をやしよこにむけて坐

俳にむかふが,外がはの天人は朝をほとんどまn:JlflrLむけ

てすわる｡このやうな彫刻家の配慮は,この列懐にふかい

精紳件をあた-てゐる0滴壁の中央にあたって,この霜が

あるのは意味ふかいC堺ヒ, ;第八洞南確の供葦常バネ′レの

-廻化とみとめられる｡下線には建邦字文帯をつくり,すぐ

下の排門秩絹に接する｡拭額t緑の逆襲をした雪子飛天は

おそろしい部,やさしい顧いろいろある｡中央の香嘘を左

右からさしげてゐるC (喬市1.101ll,軒長3.90m)

p1. 58A　主室南壁中央明窓上帝部

B　其室岡壁中央扶門扶額

A.明窓e)上はプ1-ミ才榊菅笠づL l瑞繁の供黄天人が脆坐して

ゐるoその上には天井と喝する三角垂飾(高0.35m)があり,

-一つづ｣に鈴とGl宇土が交Tr二にさがってゐるD附版にはみえ

ないが.この卜.は天什となJ),祈りあけの部分に飛天がなら

ぶo /二才ト/ムメ1日)ックにむきあひ, ｢rtJLl､C')二骨劉ま/[:.ll.-か

ら香焼をさしけて,7)るc lF'.FIA繁の天人と連繋の天人とが交互

にゐるのは,かはった構成であ,?,C (ト?,'[:ほでr瑞083m)

Ii.こ＼の十-一一･mO')塊仰のうナ,,なかの九Jl照は令身像で

あるC　柄端o)二仔指は_卜/卜身があらはさA/Lてゐるのみであ

る｡みな紺疋形であるC　光背の火解はみなのちの加彩にす

ぎないo (砧1.23111)

pl. 59A　三1:/it_簡便中央技門扶額東部

B　=iミ室商館中央挟門扶額と掩形菟′細部う

A.手,TErl弓状額の東部にみる飛天であるC飛天は逆襲で大

きな耳が!,'る｡よこをむいた朝に,厚内な槻笑むうかべた

口が特徴的であ7J｡たく史LいがやIYylLI,くみあはせたji.は

きはめて白然であり,帖ひろい天衣がいきいきとして姿態

にはづみむつけてゐ7,｡ I--かはすばらしい舞踊家の跳躍を

お牢)はせるc LかLiIIIErf:の加彩はイiの肌をすっかi)判!めつ

くし,料,莱-な,にぷいl二日激しかあた-たいG坐俳にしてもFl

や日をはじめ,/乍身に補彩があって,にぷい印象をあた-ら

し,その光背のでたらめな加彩が,人々をあやまらしめるG

(懐垂111:高0.72 111)

召.上にTji_形而の中央坐俳がみえ,下に抹門挟額の一部

がみえるC　帽椴の帆こは三Jlj垂師があり,悌像はかなりふ

かく彫ってあるo薄琳帯e_)下には,中央の大きな不帰を7F

茄からプ1篭天が牢)ちあけてゐる｡苓膿は博Tll燥ふうで,さき

がとがり,すそひろがりの茶がある｡飛天はT^1^jJ方とも逆襲

だが,伺って右は菜朝でにっこりわらひ,子供っぽい肢態
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をのびのびとシ訓-)にうかべてゐるG /[:はJErl梁がつよく突きIT.

し,大きな目を払らき,耳には大きfj:一環TEL-さけてゐるC　こ

れは童イ-といふより,もっと成熟したも()Z=JおもはすQ /rミ

ズでの飛天をこのやうに封肘的につくってゐるのが羅話され

る｡ (坐俳画0.57m)

Pll 60A,B　∃-一室両壁扶門左右l打J両

C　_=iミ重商壁挟門扶端鳥形

^, B.抹門の下二部は来賓)ELF,I,軍如く払どくあれてゐるoこ

のあれた壁掛′こ門柵がみられる｡扶PlJの側壁と#･門のわき

とである｡手相一つ側稗の門柵はさきにみたごとく,手になに

ももって,J7)Fj:いC繭わきのは片手をふりあげて三叉(tri昌ula)

の矛をにぎってゐる｡そこで片方()前がつよくあがる｡他

の1･･(ま腰にでもあて＼ゐるらしいC参じL_はたしかに革岬であ

るC襟がみえ,胸ま-のしぼった紐がみえる｡ LrrfE･t身は,普

ったく破択してゐるが,おそらく片jiむうかしてゐたであ

らう. (像rir;櫛J 1.70111)

C. #FLljの41的't:)I, llf川te)ラ-には, /rミズfいづれも鳥形,す

なはちガ/Lダ(hCraru･Ja)をほろC　これは西端の鳥で,その

側frJTはl'1.5('にみられるo　かなt)肉()あつい搾彫である｡

畔は破損してゐるが,了F_耐こむき,否星をひろけてゐるo　ま

るい胴には朋l三を餅状に刻し,みじかい弼脚をノl･-_イ1.に払ら

いて,がっしりと薄燭tiLJふむ｡粥には凶北があるG　三詣塵は

大きな鉢形で,菊花ふうの線刻があるo　素朴ながら力づよ

い彫刻である｡ (.(i-Tt-h1 0,53111)

1'1. 61三1三第商壁西部第二.lfI

上線, 1線に連射姉があり, FS.一所の中央に尖株の俳番があ

るC挟額には火焔鮪がほとこされ,寵傍の杵には′ドパ′レメ

ット(7)波Tl);騎lf:.:がたてに彫られてみろ｡粧粥には篠座ふう

のかぎr)を:おき,これを虎がふんでゐるC　虎も漢代の仲続

にしたがってゐるo　坐俳｣＼こ尊のlA,:iTlntLはかなりあれてみるG

偏裡11;jr行,jl13Lの練はなだらかである｡茶席はIL成a)座で,さ

らに-一一位の･･ilLがあり,しか,1,各帰に巻き酢史を彫ってゐるの

で,すこぶる装御l勺であるo妓上部,最-卜部およびJLi蔓には

{ドノミ/レメットの波状唐草文があり,なか二段は仰蓮と僻蓮

の蓮柵帯であるo坐俳の光背はrlri純な頭北と殊身光のみで

師彩の火iFLはあいまいである0番外の/l三協には三段に彫像

があり,上二段は痩せた老人が払ざま-)いてゐる｡ ■≡■き贋に

ゆひ,宛をつけ,肋骨をあらはし,Il'liも矧Ltフてゐるoそれに

出光をつけてゐ三･｡上の老人は右T.むつよくe)はし,指摘

は憐寵にふれてみるC -卜a)老人はイT- T:を胸においてゐるC

樹版解説.R)4-61

両人とも,ノ11--:fは腰にあて｣ゐる｡そのしたに比丘形の人

物がひざまづいて納手を胸にあて,やし僻目で連座のう-

に,かるくすはってゐる｡

禽外茄脇には二骨汚Q)高繋天人が分掌してひざまづくC　ひ

く小弟座(Dう-にひざまづいたすがたは,きはめて端麗で

ある｡そのう-に明窓の方をむいてとぶ二照のii'[｣筆書飛天が

ある｡これは,この壁の併寵に無関係の彫像で,むしろ明窓

押壁にむいて供養するものであらうG　いづれにしても,こ

の番の7ii右はシムメト1)ツクでないC　それに痩身のバラモ

ンたちもゐるから,なにかの物語にちがひないとおもふ｡

おのおのの彫像は洗練されてゐるが,構岡的には,あまりま

とまりがないC

『雑賓臓控』(大fE赦経,節四巻,p488)奄ヒをみると｢尼

乾千(nirgrantha-putTTL)が火敬に投じて俳に皮せられる緑｣

といふはなしがあるo精舎がシ-ラヴァステ/(Sravasti)(令

術城)にゐたとき外泊邪見(tfrthaka)の六師およびその/lF

厨を詮伏した｡このため尼乾千rlJ_百人は,説破されたのむ

苦にし,むしろ投火自殺しようとくはだて｣新市をあつめ

たCそこで搾律は慈悲心をおこし,薪草の火をもえないや

うにし,みづからは火北三昧(agl.li-(lh.{ltu-Sall泊dhi)にはい

ったC尼乾~r･たちは,この大火衆をみてよろこび,これに身

を投ぜんとした｡しかるに,火教にはいると,ふしぎや,か

へって身心ともに清涼快実をおぼ-た｡しかも,かれらは'

そのなかに俳のゐますをみて,心大いに軟害し,,FIT.家せんこ

とをこひねがったo絹尊,ために｢よく雅た,比丘よ｣との

たまふと,紫繋おのづからおち,知らぬまに法服が身をおほ

ふてゐた｡精薄はかれらのために詮放し,かれらはたちま

ち阿研漢取をえたといふ｡この珊こは,なほ,これにからま

る前世の因縁をとくが,こ＼の怖範はFd乾~r･I近火のはなし

にちがひないQ

すなはち,中心本命が,めづらしく卒,火灼さかんな秩額の

17にすわることは,あきらかに火光三昧にあるをしめすも

のであるCたゞ紺定印でなく,準手と捻羊の形式であるの

は,三昧にはいったものとして不都介かも知れないが,冨岡

の手州はさほど摂格でないoそe)うへ火光三昧より起きて,

すぐJ己乾十g)ために法をとくのであるから,かういふすが

たにしたのも,かならすしも不都合とはい/＼ないoノ[ミ脇う

への二老仙は伯乾千たちであり,そのしたの蓮風こ胡蛇し

介等し,首をふかくうなだれてゐるのは,まさに火r卜に歓

害して比丘となった尼乾r･のすがたであらうCイ1-脇胡脆介

掌の天人形は,文中に.記述はないが,これを.,Ajl-歎する天人

たちとみてよからうo火光三昧の俳を大きく指した,所動
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ri′l)な大きな老仙から, T:をひいて陶に,おき長路した,やし

しづかな,小形の老仙にうつ1),さらにIV1-をたれ,運上に胡

路でナ畢する可憐な比rl･.形にうつろ｡このノ1協Or)上から-ド-

の推移は,物がたりの進行を,たくみに毅徴化したものとし

て興味がふかいG (;Xi一三雁高2150m)

Pl.62　主宰南碑第　二碑

横幅C7)払ろい楯状寵であるC楯状cL)rTLf/ドはqrれまがって

西壁に0')ひてゐるo　こんな悌寵はほかにないQ　そのためか

本尊生休は南壁の隅に彫られてゐる｡偏桝11;]fi,右手は容

千, /I三T.･は膝にふせて衣端をもってゐるo　や1なで肩であ

る｡光背は補彩e)ためにIlJr,:形をうしなってゐるが, uil-ytと

単身光とからなってゐたものとおもはれるo ･忘座はなく,

船上に結蜘朕坐するCノI:.イILにそれぞれノし脚づ｣のr白潤天人

が二段に脆坐してゐるoみんな剛溌o'D合掌形であるが,杏

尊にちかい方は,勉rlを側面にむけて恭敬の束もちをあらは

し,外がはにちかいものほと,しだいに朝を11-I_仙こむけてゐ

るC　このやうな朗の方向の礎化は造形的な放火をねらった

ものである｡きはだってふかい浮彫で,深部が,t黒々とかけが

濃いoはなしは前述a)ごとく(p. 33), 『雑費減産』(人正大

91女鹿三,約川雀, p,413tj)雀三の｢八大しだいに法を間ふ練｣であ

らう｡楯状猫はパルメットC)枚介居-.I.I-I:文と飛天とを交互に

おき,はなやかな束分をあた-,帳幕が,そのしたにゆるい

弧線をゑがいてゐる｡(Pl.77, 79)こ()潜cj上棟には連射文

帝,Llr練には年パルメット()波状唐草文帝があるo (那二層

耗1.74m)

I)1. 6:うA　主室南壁IJLlA部第二肘扶鶴来牢

13　主室南壁西都第二慮右脇聖衆

^.脹飾文様のいろいろの形がしめされてゐるo rri･'d()才1-

上には;Ji'三Itl車本尊のill.戒座がみえるo榔状cTD唐草文は二つ

とも同一一方JL亡で,牛パルメットつなぎ(｡波状であるC　たゞ

中火には三つ柴のパルメッ1､が増されてゐるD恥ヒ,八抑こ

くらべると,粗末な,きゃしゃな唐草文である0 11一二潜と那

三膚とをわかつ蓮雑帯も,1jlJ七,^抑こくらべてよわいD複

雑の一つ一つの,ふくれ方はたりないが,全館lLmtとしては,

かへってよくふくれ,一光iI'('riが折れか/＼つてゐるG　これは7R,A

九,恥十洞一般にみる特徴である｡挟殺内の唐草文も往JLT:

されるo全館程を猫鈍のかたちにして,中央でゆはへるo　ゆ

は-たところからいぶと,そこをでた牛パルメットは,さら

にうちにまきこんで,介して三つ-柴C79パルメットになる｡

このやりjJ-は,こ｣ではじめてみられるのであるが,ほそく

て,きゃしゃである｡複介唐草~史と飛天とを交互におさめ

てゐ,L'Jが,彫りもあさく,斡崩である｡拭絹のう-からは

三人の介掌天人がo')ぞいてゐる｡ (運勢噂背高0･26m)

R. 11J協八人Cj型衆は上川人とーF四人で,大きさがちが

ふが,介掌粍坐の姿態はよく似てゐるoかなりふかく彫り

こんでゐろが,各像の未仙またかさをひとしくして,_卜の塀･

額ヤードの唐草文弓軌　乃_i,:本尊ともひとつe)平面よりなるこ

とがわかるC　そして,同時に,これはこの壁Ih懐き作C)過稗に

おいて,とにかく一一度平IH_な壁rflfをつくりあげたことを推

yJYせしめる｡ (像LL'1'】約0.Tom)

Ⅰ'1. 64　主室南壁西部第一一膚

横幅のひろい用形寵であるC瓦葺の屋根は西壁につゞい

てゐるC軒には弧3状にたれた枇幕があり,西確との隅には

特に人きな幕がたれさがり,ゆはへられてゐるC　これで,お

なじ岸卜でありながら,南椎がはと西確がはとを二つに回

ぎってゐるのであるC　二つのBlf.I巾にわたるものをおなじ屋

形寵に包括したのはなぜかoすこぶる興味がある｡南方が

朴閥聯する場面だからであらうが,これをあきらかにする

ことはむつかしいC

中央に人きく牛伽の姿勢をして篠座にすはった像が二倍

あるC二碍ともにFi] ･のポウズであり,帝もよく似てゐるo

まるい童朗で,そe)額にたれた頭髪はちどれてゐる｡きは

めて非矧脚勺な髪である｡ならんで,どちらも何方に身鱈

をむけてゐるが,むかって右の像はノl:_膝に小さな:[･供をの

せてゐるo　まるで人形のやうに小さいo　それに精しいこと

に頭が缶如ナてゐる｡こe)+供をいだくのはあきらかに鬼丁･

I:A:J帥(iiかitT)である｡北魂のPtl'域鮒昔迦夜と曇昭の共課し

た『雑貨,?;友松』 (人pl11-_人地紋;jWLJ雀p･488)食九には｢鬼子

母が-r･Z=JうしなふC7)練｣という因縁淡があるo鬼子E:j:には

十一寓あ(),そe)未了･をピンガラ(Pi丘gala) (媛伽雄)とい

ふ｡ところが鬼-T帖はその性兇暴で,人の妃を殺-読.:しては

これをJ'{ってゐたので,人民が俳にうったへたC俳は末子

ピンガラをとらへて悌鉢のそこにかくしたo　愛兄をうしな

った鬼子母も,これをかなしみ休にうった-たo俳はこれに

こた-,三掃IL戒をうけて,以後小切殺教をしかナればJlル

てやらうといった｡かうして,その-T･をかへしてもらって,

この..-lH任をはるのであるが,なほこれについで鬼子･母の前

一世のことが背いてあるoそれは,むかし,かの女が掲蹴ヨーー(I)

卯ヒ女として_/i:_れたとき,功徳をつんでも,いっかう持戒し

なかったC　それで,いま鬼形となったのだと併がさとした

といふo　いふまでもなく,後1牝.鬼子母神は托胎, Hl産の牡
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柵,または千供を保護する女神として,端寛なかたちをあ

たへられてゐるc Lかし,この石稲の鬼7-付IIJ.fPは,二rLY■Jでし

ばしばあらはされた保儒形にちかく,女的rlll]rFrl一也はすくな

いC　とにかく,常時は,このやうなすがたを鬼形とかんがへ

て,これを表現したのであらう.この鬼J′倒榊の背後になら

ぶrHlWP式の像は,その夫,ノくァンチカ(般周迦) (P油Cika)で

ある｡ガングアラ汀彫では-アリティとパァンチカとを,夫
1)

婦のごとくならべてあらはし7ニものが一多い｡二像のノ【'_jE-に

は二段になって路盤で㌣掌する供雀者がゐるo ZLi略はみなrE':lA

幣で,イ‖協には,下に二人の高繋形,JL.に一一一人の鵜野形と一

人の童形がゐるC (/LT1----J好尚1.80111)

1 A. FoLl｡ller, I ''Tノ･/ I,ゼrn-/JOZdd/u'/批･ ど/IL (,'Lr7d/"7r,T, Tome Tl,

PLmS 1918, FJgS. 3,82-389･

pl. 65　ヨミ室南壁西部第-一潜鬼子母夫妻俊

二像ともまったく同形式であるが,鬼子件帥C)夫妻であ

るC　むかってノL･-.の方はlIをとじ,ノrl.手を胸にあげてゐる｡こ

れは『耗焚妻械粁』(人tl:.人織艶新川雀, p. 492)巻九にいふ老

鬼神∃:.}1ァンチカ(P'涌cika) (般閣迦)である｡ィ.1の方, lJ ar･

あけ, +供を膝にのせてゐるのは,その袈すなはち鬼[･[']=

(Hi-tritT)であるo　あまりに草,,この納者が似てみて,リl女を

わかちがたいが,それは芸1Ll(dの彫像がガンダァラ()辛,のに

比して類型化したためであるC　パァンチカは,-ア1)ティの

配偶として,カンダァラ以水つねに一･封像としてあらはさ
り

れるが,しばしは財Jliを雀,つたすがたでしめされてゐる｡

こ｣には,ぺつに財JEiはあらはされてゐないが,このイ;絹の

造幣脊たちは財紳たる竹贋をよく知ってゐた｡貴確の謂し

た『人吉義/lA,lll呪粁』 (大il--/如;友紀;JLJ.十一一雀, p･ 571)に｢善
′ヾ7'ノ/†カ

意財'lri･.'a)般糊迦｣といふYTがみえてゐるoつまり, 1日'!,?三の女

神〔川オIF-;..'のり州(土を一対にしてあらはしたのである｡しか

ち,それはガンダァラ以雑の一腰的通則であったのである｡

i A･ Foucher, j',771 ､irrL;`♂-/"I",I,//nl/"ど(/" G√〝Z,///Tz州, Tome TI,

FIgS. 387, 389, pp. 102 sLl

l'1. 66 A　ヨ三宝商壁西部もi･J･JII

B　主菜南壁西部腰壁

A.むかって7(--_に明窓()一二純がみえ,そのとなr)に:Llr三

好の扶額,JE柱大,バラモンなどがみえてゐるo　そのうへには

どっしりした蓮琳文帯があり,坐憐列像a:ならへてゐるC

坐価はみな相克三形であるo通肩のもe)と,鵬神jlL府ながら,

衣e)はしをJllJliにかけてゐるものとが交互にある｡そのう

-には三角垂師があり,その各うじ弧こは鐸鈴がさがってゐ

刷版解説62-67

るo　つぎは天井になるが,こ＼は折りあけ式になってゐて,

その天井かナしともいふべきところにJ髄行した飛天の-一潤

がみとめられるC　西韓の隅は破把がやし日だってゐるo (A_tb_

仲南　0.47nl)

B.毒耐cT)/L己端に挟門わきのrlつ柵が三叉の矛をかま-て

ゐる｡頭部の冠に鳥巽がみえるのは節八洞の門称をお牢,紘

すC膜壁は払とく損じてゐるが, JL照の立像がml光背をふ

うて,正面むきに立ってゐることがわかるo l･T,畢してゐろ

らしい｡頭部の様子はまったくわからない｡ :jiL好とのあ

ひだに溝郷文背のあったことが,からうじてわかるC恥こ

は近i":の方城がしいてあって,すそがLIJ'1-干うまつてゐるC

(腰壁高1･80 Ill)

pl. 67　嘉室南壁恥部第三履

屋形番のうちに坐休の本俸を安LrllするC棟には鴫Jt-のほ

か三1摘rJがしっ,両翼隅棟に大きな三1rJ飾が二つ7JLえてみ

るC　これは火脚やパルメットの略されたも()で,かへって

異例である｡軒に垂木をならべ,そのしたに分あつい帳栄

をつけるC　本尊は肉寓と鼻とに傷があるC　やしなでJTfで,

偏的右前,準手の右手は肉つきがわるいG ll.戒の葺虜には,

｣+F暦に咋パ′レメット杖状唐草文背をほどこし, rい間の上

下に蓮雑文帯があるC琴身光背の彩色は後補であるQ脇侍

はH.略に二倍,右脇に三冊の)7.懐で,いづれも高胃のfiB,硝

子にながい柄のついた天蓋をさしけてゐる｡天蓋の伏黄で

あるC天蓋は梯形の鳶形に三角垂飾をたれてゐるo身珊各

部の比例はうつくしいo顔のむきが,それぞれかはってを

り,手つきもさまざまである｡天意をさしげ,自lhな,たの

しけな様子である｡凡はひらいて,爪さきをまよこにむけ,

払くい連座の上にたってゐるG上線とド線上にはともに蓮

琳文帯をつくF),最上附,ま-/i:耶二lpiと1･刷りしてゐるo

魚喋の課した『難実地粁』 (人目:.大,rki粍耶川怨, p･471以

下)雀Tt二にはその努豆削こ(1) ｢天女もと華蓋をもって迦戦き怖

坊に供養するの繰｣ (2) ｢天女婆)と蓮華をもって迦=hF･1E)71,塔に

供黄するの緑｣ (3) ｢天女もと八城療(A宇和酔-Saman､一兎gato-

pav豆sa)を受持するをもって天にうまる.～ ()緑｣といふ三つ

orDはなしがあるo　はなしの筋はみな同巧で,過去に迦IAti仰

塔に供養したり,ノし城蘭を･之持した結光,天にうまれて端

了に殊特のすがたをえたといふC　この功紙に射し,輝帝桓閃

(Sakra-(1evanlTIm Indla)はつぎのやうな讃を【rErT.Lてゐる｡

はなはだ奇しき功徳田なるかな　宰)7'もろの積悪を除せ

ん,

かくのごときすくなき稗(･にて　天のすぐれたる兇報を
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えたり,

たれれ　まさに,供養せざらんや　償金額に恭敬せん

たれか,価を伏諮せきらんや　上砂C7)功徳刑なり

その日ははなはだ怖廉なり　なほ常連花のごとし

なんじよく伏黄をおこすや　無上耶-一一尊に

すくなき功徳兼をなし⊂　しかも,かくo'Dごとき容をう

/J′⊂

こ0･)やう/I-Lわづかな功徳によっIC,こ0')やうな人果報が

あることを:,..F与1滞壬を暇/,,;,北塊の大衆によぴかけてゐるごと

くであるC大女は雅菜をぜjつて,しづしっと犬よりくだり,

搾迦率尼悌のみま-にきて,その妙法をきいて, ),riFE.i/Li_火

(srot瓦pa-Inn)をえたo

なは帽主剤衣料』にはこUj三話につゞいて, (1)｢大女もと

燃燈供港するをもって犬にうまる＼e)練｣ ('2)｢大女もと飛

車俳をみるをもって鰍苫して迫を避くるの練｣ (3)｢天女も

と華をぜ)つて俳に散じ,化して瀕蓋になる()棒｣といふ天女

にr娼する州似た蜘釈がまだ三つあるo最後の四線は灘蓋に

関係があるが,ほか二つは華慧6)ことをいはないo　いづれ

にせよ,この浮彫樹像のJ上人は要するに,この-一連のはなし

にみる天蓋供養の天女たちであらう｡ (11Jr三好高2･3如11)

pl. 68　主室両壁東部第二暦

上は建醜ゝ文辞,下は淡状唐!,.I:一丈帯によってしきられてゐ

るo　なかは二つC)部分からなるo　伺ってノr-.牛は天蓋のもと

の悌立像｡その/E脇に二比丘が立ち,右脇したに就縛した

人がをり,そのうえに伯把ルた二人U)供蓬瀞がゐるo　両手

をしぼられて立つ腰衣の人物は,辛(i)右脇にもう一人ゐた

やうでもあるoいま補修の泥でおほほれてゐるo向って才lJ

牛には悌股があり,そのしたに三比丘僻がゐる｡俳殿は中

央の寵小こ一一坐俳が結伽践坐するGノ.:_右に俗形のill女-一封

がたつo　それは型のごとく,リll･は袴イ-,女了-はllJ柴をつ

け,そ()ラ-にコオトを-｣け,うしろにたれのついた脚(･

をかぶってゐるo　う-は鴎Itl･のある屋根に帳幕がさがり,

したには唐草のjk壇に寓字くづしの欄秤と階がついてゐ

る｡三人の比rLはかはい｣灘をし,剃髪し,僧衣をつけてゐ

る｡左111TJの二人は盛典orDう-に安座し,なかの一人は路盤

食草してゐるG　このめづらしいい11'-I像は,はたしてなにをあ

らはしてゐるのか｡曇昭と吉迦イ如し表等の『雑'班戚紅』 (人目:.

大赦絶flJriJLl怨p. 460)怨三にある, ｢兄弟二人ともにtll家

する練｣といふはなしが,だいたいあてはまるかとおもふo

兄d′に人の比丘があり,比は阿練比丘(Å1aI..JVa)といひ,ガl

は三城比丘(Tripifaka)とい,)たG diltfI･_はその牌の判Llに

講はAL,その別冊となり,りっばな伶規格!;=を造幣した-, TI

かが露而イ]-ラ-の悌),iRであらうo　このJf･の寺主に,剃ま兄

比丘を推薦し, bu七rI二はこのJJ,主となったo　したの三骨指の

うち,ノ.:jJlは兄弟の伴いT-,間は瀦講にいったときの弟比丘で

あらうかC　それとも宰相であらうかC　これが物.桝aJ前段で

あるG後f辻は宰州が5'L,比LT.にrrJli慣な離,弟比丘に粗末な部

をあたへたことから,此｣したがねたみ,宰州の娘を手さきに

/)かつて,牢州とjL比fT･.とのあ仏だに懸妹な離間策をおこ

なったC　比比丘はその蔵言辞を知ると,J/.-illTにとびあがり,身

駅陀十八廻したので, ′-糊旧その夫人とともに兄比丘の足

にIII'liiL`わやまったC　こかが霊rLrll-ラ-に頂敢盟する人物であら

う｡その結果,そのJl:-/Jfの剃七丘と薄利の娘とは国外に追

放されたo 1.三したの手をく＼られてゐるQ)は追放された雫

柵の娘であらう｡いま粁卜でおぎなはれてゐるところにも,

おそらく追放された比rたがゐたかとおもふ｡ ll)P'立像の左脇

侍,水瓶をもってた/)a)は'rL比rrの阿練であらうo　うしろ

a)比丘は弟の三㍍衣であらうかC全般にきはめておだやかな

彫刻であるo個々の像にはさして注目すべきものがないに

か1はらす,全闇におちついた調1-がそなはってゐるC

(第二J好高1.84m)

pl. 6!) A,B　三i三共商館束,JJi･B第-牌扶額

gl一二膚とのあひだを劃す唐草:文背は牛パルメットを馴Ill.

とし,そのJ)I;端と末立.lll.はをしだいにつないで,波状文にして

ゐるo　この洞で,さかんにつかはれた文様であるo挟毅()

飛天は文様的になってしまひ,それに臆ずる運上化生も,ど

くあさく文様的であるD化!l:_の蓮非塵は大きく,大まかで,

天火も人きくノ.:.仙′こなびいてゐるo (挟額Lilji0.30nl)

pl. 70 A,TS　北壁本尊

北壁は,どの瑞でも水分による破損がはなはだしい｡こ

こでも本矧か妓蛸.し,しゝまみるのは後1Il二C)泥像であるo修

理といっても,原形に頓着なくつくりあけるから,まったく

みられたも()でない｡轡Tlhした後壁いっぱいにひろがる光

管()一部が,すこし夕か'てゐるe)みであるCたゞ倍坐の大

仰,であったことは,そのやぶれた膝からみえるX;一塊によっ

て,うたがふわけにはいかないし,その手の付出もだいた
■

い)(41..忽できるものであらうo j71･れから頭lljlも心がe)こって

ゐるらしく,信=できるとおもふ｡而机耳のかたち,螺髪

なとは,みな後補であるo此-ドに仕,節十六洞,節十八洞の

やうなひくい連座があったとおもふが,いまはうまケ⊂ゐる

とともに,こほれてもゐるらしいoちょっとした凌籾では,た
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しかめらかなかったo (像高9.60m)

1)1. 7L A,B　主室北壁随追人目

北壁C)本尊ノ仁イtLわきからトンネルになってゐるo　これで

本尊のうしろをとほり, -川できるo　こしでも壁如ぜんた

いに彫t)ものがあるQ　主滋のふくにトンネルをつくるの

は,中火アジア()キジィルイ1-宿にも多いo　そこでは峯然と

した構造で,各f舌1-に壁壷をゑがいてゐる.このfJiL九洞a)I

ンネルも,もとづくところはltl央アジソa)石唱であらうo

これによって紙迫の儀｣･℃ (plLltIaksTl.la)を修するのであるG

北壁のあれてゐる状態がJ:く知られるo(人口パラ)約2.701n)

lJ1. 72　主室両壁

西壁C)全貌,それに天井oj一部がみえるC　ま/i,なかから

南が保Jf-･よく,北は破折が仏といo摘さ5.20mの右脇侍洋

症()光背も,南年分はたしかに伐ってゐるo Lかし,から

だ,手止の補修は脱形のfB]一目をとゞめないo脇侍Q)左わき

の壁は,もはやなにものもなく,近時の泥壁にすぎないo上

下潜の盾序は繭壁におなじである｡ (■仁…J 9.70m)

Pl. 73　主室束壁

鹿壁も,すっかり破扱してゐる｡ l畠jさ5.30m()/L三協侍菩

薩a)立像も,すべてQ)鮎で後世のものであるo襲う議すら,四

壁の脇侍を模したゞけで,でたらめであるoからだも手鑑

ち,もちろんだめ,光背もだめである｡壁面e)潜序は,繭壁

からひきつゞいた三JF卓と腰壁とであるo　けれども,いまは

みるかけもない補修と破損U)すがたである｡ (高9.r)5m)

1)1･ 74　主室西壁右脇侍菩薩光背

右脇侍菩蛙()光背は賀珠形であるDいま繭牛だけが原形

をのこしてゐる｡三並のBil圏からなり,なかはひらたい蓮

華文,モと0')二つは払らたい火焔文であるQ火焔文はふつ

うみるやうに,うちがかんたんな一一一倣aj格C)連番免そとが複

雑な三保e)焔である｡にきゃかなうちに,ノ)づよくたくま

しいものがあるo光背のうへや,よこに西壁諸寓の装飾が

みえるC　唐草:文,蓮華文など,いづれもあさい狩彫である｡

(光背E-i-pIi i).20m)

l'l･ 7ir) A,Ti三iミ室内壁右脇伴菩薩賀冠

-LIA協作,E'!.-:薩の勉は補修が多く,いま全面が['11頚でおほほ

れてゐ,LTJ｡胡とか,喩とか,Llのまはりには,いくらか原形

の想像されるものがあるC　それから, ii白髪むうへはよく原

陶版解説68-76

形をとゞめ,華鷺な賓冠をいたゞく. lE潮に二重の蓮華を

かされなかに紐C)かざりをたれ,ラ-に弦月形をのせるo

側面には,べつに凶形のかざりを彫り,なかに出文ふうな回

旋文をつけ,そとにぎざぎざのついた輪をはめる｡そして

jl二面の蓮華との中間には,ふかい透彫ともいへる複令唐草

文の装飾をつくるC額安のう-の損は冠の-ド練であるo　う

しろにまはってしぼられ　こしにむすび目があり,また布け

がたれてゐる｡また耳束につく理路が,まがった麦柾のや

うになって府にたち,そ0)座に蓮華がある｡ (豆乳自; 1.45m)

1ノ1. 76　主室西壁第三盾

酒色隻てTiA三暦下線の蓮華文帯がつゞいて西壁までのぴてゐ

るo　う-には屋形寵,したには楯状寵があるが,人きな光背

が右にあるので,たゞしく上下にはならないC屋形寵は/]-J.

イl'の杵に年パルメットの波状唐草文を彫り,軒にたるき,屋

卜叫こ帳幕をたれ,そのしたに二1'腰()向撃人物がゐるo　この

二人は,いまなしめに坐し棚射してゐるが,いづれも左手に

鉢を奉じ,右一手を胸にあてlゐるC供養のすがたであらう

が,屋1ス川こひざまづくのはどういふわけであらうかo背後

には人きな舟形の鍵身光がある｡屋外の^-瑞-には賓冠をい

たゞいた洋藤の像がたってゐる｡

したo')楯状寵は横はゞひろく,挟額には蓮華と四Euの三

つ柴を交互におくo寵の椛には牛パルメットの披状唐草が

あるo錬像は結伽妖坐でありながら,通肩でなく,衣端で右

肩右腕をすっぽりとつlんでゐる｡補彩の拳身光があり,

左右に介畢脆坐の比丘がゐるo　この配nlが,はなはだ特色

あり,なにかの詮請をあらはしてゐるらしい｡

曇曜の『雑賓減軽』 (大TE大赦経,節川名)a)なかには一鉢

a)食を加ルてfLミ天をえたり, "i,F高徳をうる"LFfが,しばしば説か

れてゐる｡そのひとつに｢?,fi連長者婦が俳に供養して報を

うる線｣ (雀ニp.459)といふe)がある｡スダック(Sudatta)

(),i'i連)長者が貧窮し,人にやとはれて,やっと三升の米をえ

た.長瀬一婦が,それを炊いてゐたとき,アヌルツダ(Anurud-

dha)(阿部律),スブウティ(Subhtiti)(I,1'i菩提),マ-アカアシヤ

ノく(Mahll-Klt;yapa) (摩討迦姫),マ-アマウドガ1)ヤアヤナ

(Mah`i-Mau(l由豆yap圧人口械連),シャ1)ブトラ(Sariputra)

(舎利弗),そして蚊後に躍尊までが,つぎつぎやってきた｡

それでつぎつぎに和此ルて三升()氷がなくなってしまったo

そこ-スダックがか-ってきた｡それで,その蛮はさっそく,

もし尊者アヌルツダがきたならば,みづから食すべきか,塞

施すべきであるかむ夫にきいたC夫は,もとより,みづから

食はすとも布施すべしとこた-た｡それで婦は'L'i!をもって
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つけたが,夫はわれらの罪つきてJ呪徳まさに/卜すべしとよ

ろこんだG　はたせるかな,伸中には布満飲鐘が充満LL,いく

らつかって宅,三並きることはなかったD　上の酔11に脆坐し,

鉢をもつものは,二人とも婦人()ごとくであるが,二人なら

んでゐるから長者夫妻かも知れないC　したは供葦をうけた

搾尊とそのEX汀一たちであらうかc

Lかし,また,かういふ.捕. (谷川,p. 4(39)もあるC焚;-LLこ

四人の兄弟が軟害軒T-をつくり,つぎつぎ悌e)鉢中に供

葦し,それぞれ｢諸行無常｣ ｢是生滅法｣ ｢生滅滅巳｣ ｢寂

減13契｣の侶一一一句づ｣をきし,つひに阿部今泉(an瓦g豆min)

をえ,さらに.TH,家して阿櫛漠をえたといふo (第三粁■:I.rl'3.30

m)

l'l･ 77A　ま室四壁第二掃

p, p=7ミ室両壁第一骨

A･浦壁西部第二膚の楯二供寵の左翼がこの壁にあらほれ

てゐるC /rT端に側面形で本尊坐伸がみられ,これに供養す

るノし鰐の天人が二相になってひざまづくG　これは南壁にみ

られた【宍j筆書の終盤像(T'1, 6311)と神照艦するG楯状の析内

には複合唐草文lJほか,川柴の蓮華文があるC (第二犀Fl]-

1,70111)

13.南壁西部;j'1--庸()岸形寵の/I--.粟がこしまでのぴてゐ

る｡南環の西隅において,たてにたれた帳幕があり,これに

よって両壁の寵と庫別されてゐるo　むかって7己棚にみえる

二段の介掌伏益･者たちは南壁の像である｡そかについで頭

の紋けた令.掌の恰坐像がある｡ちゃうと本尊のj)Lにむか

ひ,この場介に~大切な役割をもつらしい像だれ･FlILl.･しいこ

とに頭が破損し.とんな像であったかあきらかでないC所

壁の中央には,ひくい五成の座にかけた交脚菩薩があらは

され,大きな閃光tiL-になってゐる｡頚はあれてみるが,好打こ

は賓冠をいたゞくoなで対で胸に種々0')胸師をたれてゐるo

右手は胸にあげ, g','二指をう/＼にむけて立て｣ゐるのは象

徴的であるo　この右手と封照的に, 71･:手は手首をたれてゐ

るoこの交脚汚薩は,おなじ岸下にゐる鬼子牡神像と,どん

な関係にあるのだらうか｡あるひはこの交脚Tjtr.1･薩だけぺつ

の寵をつくるつもりであったのだらうかoいま決しがたい0

本尊の左脇には二段になった二骨琵づ｣の鹿賀介掌の脆鏡像

があり,右脇に介翠の供養者がゐる｡この下線に蓮Jtl毒文帝

があり,そのあたりに,あとから迫刻した小さい坐僻の番が

みえるC (ILL-･肺:I:1- 2.00m)

Pl･ 78　主室上唇西南隅

これで新堀と四壁とeJf硝係がよくわかるD Ptt'壁IIFlk上好と

天井との破損を知ることができるC　西軍If.-とr打ぎ定との隅にの

こされた,わづかの2:芸所に,いくつかの蓮華文を彫ってゐ

る｡この石冊では,あちこちの三三日に,あさい廼輯文を彫る

のがつねであるG (耶三肺享r.TIL 2.60111)

Pl. 79　主室第二盾西南隅

南壁と西壁とにわたる研二櫛の楯挟寵と,節-層の屋形

寓6')ぐあひが,よくわかる｡ほかのイi清にはないめづらし

い樺姓で,よこ幅の払ろい荘大さをたくみに表現してゐる｡

プlミ右には路盤像がむらがり,さかんな眺めである｡ (21.,'二

鳳ijJL 1.ろom)

1-1. 80　j･l案天井

したに南呼卜暦と明窓がみえ,むかって右に西壁, #.に東

壁,ラ-に本命の部と手i:膝がみえるC各壁の上線は三角

垂飾によって憐切られそのう-に折りあけになった天井部

があり,こしには飛天が肺行してゐるo北穫本尊C)敢Tl.に

は大きな槻弧がみえるが,これは天背の緑(幅0.451--)であ

るC天鳶内の天井には確格をもった天人が上身をのりだし

てならんでゐる｡その他の天井主要部は折りあけ格天井に

なってゐるr,ノ1三才l二隅から隅染がで,すこしもちあがりな

がら,東西にながい梁(幅0-50m)をさし-てゐるC　そのな

がい梁が,取束の梁と交叉するところに柁0･60m大藩華が

ある｡火と粥の梁(帖0.ヰoll-)は,こ｣から北にのぴて,すぐ

本尊の天窓につきあたる｡ながい梁には耶行する天人をみ

るが,祈りあけ部の梁には,立ちあがったやうな飛天を一一･

開づLjTJさめてゐろ｡その染間には,それぞれ安坐した神

像があるo多両名幣の紳像である｡ながい梁の中間には三

つの梁がとほり,四つの格間をつくってゐろ｡梁の上には,

またむきあった飛天が,JjZ,c rrqつの格間はそれぞれ隅がけ

に井桁を組んで持造り天井となり,そのまんなかに六郷乃

至七輔の大蓮華を彫ってゐるG　いまこしにみる梁形は,ど

れもたかくtrllHl.してゐないC　たゞ,すこしたかい枢練をも

ってゐるにすぎないG (心内長8.50m)

p】. 8】 A,Ti　北壁本尊天蓋

北壁本尊の頂上にある天蓋は, Tf三面図弧をゑがき,背後は

光背に･接してゐる｡ _TF.rTn-は欄間のやうに梶ぐみになって,

梶のうちには一冊づり托天を彫ってゐるC　そしてその飛天

は,みな中心にむかって7r=_右からとんでゐるC　梶ぐみのT

にたれさがって折りたし/i,だ布瑞があるC　この布田の部分
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紘,払とく破損してゐるが,もとは下ほとうすくつくってあ

ったことがわかる｡天蓋の天井には,ながいヨ那舟をもーつた

天人が7l-_醗ばかりすがたをあらはしてゐる｡蓋の中心の方

に頭をむけた_L年身像であるC　潮は性とんど破損するが,

理路をもった手つきは中央に附しシムメト1)ックに配置さ

れてゐるC　そして,そのTLmT_の申心像の頭上にあたり,杏

尊の大光背が,そのうと端をあらはしてゐるのである｡ (天

蓋東西搾約6.40111)

Pl. 82　主賓天井南部染間(5,6)

天井の南部,祈りあげの一価分であるo rLの一列は東西に

わたる梁に州',I:lT'し,-?,'['r,Lに六顛昏蓮華文があるc Lかし,祈り

あげの支輪にあたるものはふとく,まさに梁のごとくであ

るCたゞその衆の形が奨形し,せまい梶棒になってゐるの

が,この洞節の!特例である｡したがって第七,節八洞0'D天井

とかなりちがひ,またこの前菜の天井ともちがふところで

あるC上のながい梁と~下のなけしのう-とに,左右から相

むかふ飛天の列があるD前常はみな高繋形の飛天であるが,

後者は高繋形と逆髪形とを交互に配してゐるc qrりあげの

梁にも,とびあがったやうな飛天を-鴨づ＼いれ,その梁間

にはいづれも多幣の紳像をすわらせてゐるo　床上10.00m

のたかい天井に,なんといふ豪快な彫刻をつくったこと

であらう｡飛天はからだを,おもひきりのばして飛び,壁を

はなれてとびだしさうな勢であるo多腎像も力づよいC　望

浦な身骨iri!.には倣慢といってい｣ほどの落着きがあるo浮彫

の効果としては背面がかなりふかく, .T･;々とした影がふか

い印象をあた-るC　天井の風化も,さうたうにはなはだし

いが,こ＼には側壁のごとき補彩がないから,原形がいき

いきと感ぜられるC

こしにみえる梁間(6)の神像はJ;ri,A繋C)丸頚で,耳が鰭の

やうになってゐる｡手は四本,胸にあげた手に蓮の雷のご

ときものをもってゐるQ　肥満した身1111還.は,どっしりとあぐ

らをかいてゐる｡ (格間高0_80m)

Ⅰ)1･ 83　主室天井南部染間叫,5)

前LITqlの東方につらなる梁間(4)と(5)である｡むかって右

の梁聞(4)はひざまづいた,なしめむきの神像であるoおな

じく肥満し,腹をつきだしてゐるC　手は四本,頭髪はさか

だってゐる｡ (梁間島0.80nl)

pl. 84A　主室天井南部焚間(6)

B　主室天井南部梁閉(3)

固版解説77-1q7

A･ Pl･82と同じiTE1-滴梁聞(6)の三面六幣の相貌である｡

中央は高繋, /rJ_右は三角帽をきてゐる｡脚部は破損するが,

梁間(3)のごとく,脚をだしてどっかとすわってゐるD胸に

あげた左手になにか小さいものをもってゐる｡いづれもイ

ンド産額の碓/沖であらうo　こしからは染間(7)の州像が巧つ

づかにみえるo六腎C)右手に日輪のやうなものをさしけて

ゐるo (格聞LgJ 0.80m)

B.東南の格間(3)であるG惜しいことに払どくいたん

でゐるが,やはり三而六幣の柵らしいo　その鮎,西南の格問

のものに照臆してゐるo右脚をだし,左脚をirrって,どっか

とすわってゐる｡胸の71=/T'･はなにかもってゐfL:であらう｡

3､T)あげた;j'1-三の7l･'_手にも,なにか小さいものをもってゐ

るが,その他にこれといふもちものはないo (格聞高0180m)

Ⅰ'1･ 8.RJ A.73　主室背後随道

A.本尊背後の随道内に立って,末部を()ぞんだもC'Dで

ある｡つきあたりは陽道の東壁,右手にみえるのは陽道南

壁,つまり本尊の背後にあたるC　これは,ひどくいたんでゐ

るo (高2･70m)

B.固Aと逆に西部をのぞんだものo l､ンネル内の壁面

のあれた状態がよくわかるo天井はもっとも破損がひどいD

図版の右がはは北壁であるo壁のたかいところに寒鮒帯が

一周してゐるC天井には飛天と蓮華を彫るが,その下の欄

間やうのところには飛天をうめ,したの腰壁には供聾者の

列像がある｡それは北韓中心から左右に,それぞれそとを

むいてならんでゐるo　そのむかし,この際道を右続した供

黄粛たちの覚書が耳粟に払L'くねも弘がするo

pl･ 86A,B　主室背後隠避北壁

随道の北壁,そのAl一端(B)とiftT'端(A)とであるoみるごと

く,供養一身の行列である｡西端からい-ば僻形が三,つぎは

みな婦人の供養者である｡手に手に蓮枝をもってゐるらし

い｡東端からいっても僧形が三,その他はみな男1･の供養

新である｡手に手に蓮枝をもってゐるo　この上部年パルメ

ッ1､並列文帝U)ラ-に飛天の雁列がある｡ポゥズはすこし

づし,ちがってゐる｡そのう-が蓮非文帯,さらにその上

部は天井で,すこしカアヴする｡こ｣にまた飛天の惟列を

みる｡それからうへは破損がひとく,よくわからないが,翠

所嬰JTrrに蓮非文があるらしいG (韓rf.･J約2･50m)

pl. 87A,B,C　主室背後随造北壁中央部

A.ちゃうど中央部にある飛天の音字彫である｡表面はあ
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れてゐるが,そのいきいきした肢態をみよ｡

]i.そのしたにある俳寵であるo　う-に天蓋,したに方

基を刻し,そe)/r'_イ=⊂桃井済()あさい浮彫があるo LLt尊は

結伽扶坐,蓉手の悌像で,火燐の光背がや｣のこってゐる｡

光背のふちは火焔,うちは牛パルメット並列丈G　うすぐら

い随迫のおくに,こ()や7-)な彫刻を蟹兄したときは,こしま

で彫りすlめてい一ノた,かれらのはけしい造形意欲にふか

い感銘をうけたD

C.そのしたにならぶ三人の供養紫があるoみな椅子の

91Tl象らしいo　どういふわけで,こ｣に-まはり小さい三

人像を彫ったC)か,これがなにを意味するのか,はっきりし

ないC　よくみると,このうへ,悌寵万古のZ■三右に,なにか安

坐の紳傍があったやうにみえるQ (寵高1.30m)
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